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　きいいいいいいぃぃぃん、こおおおおおおぉぉぉん、

　　かああああああぁぁぁん、こおおおおおおぉぉぉん……。




　ひしゃげていないスピーカーから、かすれていないチャイムが鳴なり響ひびく。

　表社会を思い出すその懐なつかしい電子音で、京きよう輔すけは作業の手を止め、面おもてをあげた。

　落書き一つ書かれていない、綺き麗れいな壁にかかった時計を見やると、十二時五十分――三時間目が終了し、お昼休みが始まる時刻だ。

「……………………」

　しかし、授業は行われていなかった。担任教師の久く瑠る宮みや聖ひじりは教卓に片ヒジをついて、鉄パイプで肩かたをトントン叩たたきながら、退たい屈くつそうな眼まな差ざしで教室内を睥へい睨げいしている。

「久瑠宮先生！　黒板に貼はる絵ができました。テーマはずばり『地獄絵図』！　僕たち一年Ａ組の生徒が、老ろう若にやく男なん女によを片かたっ端ぱしから虐ぎやく殺さつしているところです。ふふ」

「久瑠宮センセもここに、ほら閻えん魔まさまっ！　殺人鬼を統すべる大魔王的な？　我ながらまぢ力作だわぁ～。センセ的にはどうですか？　こんな感じでＯＫティング～？」

「……ああ。わざわざ確認しにくるな。勝手にやってろ、ブタ野郎ども！」

　教卓に来た教え子を「しっし」と邪じや険けんに追い払い、立ちあがる久瑠宮。そのまま何も言わずに出て行ってしまった。紳しん士じと友とも美みが顔を見あわせる。

「久瑠宮センセ、やる気なくない？」

「ないですねぇ……まぁ今回は《体育祭》と違って、競きそう行事じゃありませんし。勝手にやっていいんだったら、好き放題にやらせていただきましょう！」

　言って、二人は持ち場に戻った。新校舎のＡ棟二階――広々とした教室内には現在、ジャージ姿のクラスメイトが散らばり、グループごとにわいわい作業をしている。

　ダンボールを切り抜いて大道具を作る者、できあがった装飾品で壁を飾かざりつける者、数組ずつ並べられた机にドクロ模様のテーブルクロスをかける者……エトセトラ。

　ある年間行事が迫っているため通常授業は一時お休みとなり、生徒たちは皆、どこのクラスも下準備に追われているのだ。




　第十九回プルガトリウム更生学院《煉れん獄ごく祭さい》




　十月下旬に催もよおされるそのイベントは、いわゆる文化祭である。殺人犯の生徒たちが、来場者――殺し屋や暗殺者、非合法な組織に属する人間や世界を陰かげで操る権力者フイクサーなど、裏社会の客人たちをもてなすお祭りだ。

　来場者が来場者だけに、無ぶ礼れいがあれば本気で消されかねないし、学院自体の評判にも関わってくる。そのため生徒たちは丸々二週間かけて、クラスやグループごとに様々な企画物を用意させられていた。

　……ただ唯ゆい一いつ、手のつけられない問題児であるモヒカンだけは、準備期間がスタートした初日から地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされている。煉獄祭が無事に終了するまで一歩も外に出させないとのことで、かなり厳げん重じゆうに囚とらえられているらしい。

　実際、この四日間モヒカンを見た者はなく、接触すらできない状態だという。最近、久瑠宮にイマイチ覇は気きがないのは、ひょっとして……。

「京輔くん。一いつ旦たん休きゆう憩けいにして、そろそろお昼行きません？」

　話しかけられ思考を中断すると、舞まい那ながペンを手放し、伸びをしていた。切り出したダンボールに紙を貼り、メニュー表を作っていた京輔は「そうだな」と首しゆ肯こうする。

　床の上から腰こしをあげ、

「お疲つかれ、鋭えい利り。飯行くぞ？」

「…………ん」

　隅すみの机で作業している鋭利が、チラリと京輔たちを見た。

　糸を通した針はりで布をチクチク縫ぬいあわせながら、

「……今いいところなの。先に行ってて」

　しれっと答える鋭利の前には、完成済みの衣装が一着、無む造ぞう作さに放られている。舞那が「わぁ！」と感かん嘆たんの声を漏もらした。

　駆け寄り、衣装を広げると、大きな瞳ひとみをキラキラさせて、

「もうできちゃったんですか!?　はうぅ～、可か愛わいい……さっすが鋭利ちゃん！」

「おお、手作りとは思えない出で来きだな！　すげぇじゃん、鋭利」

「……別に？　こんなの大したものじゃないわよ」

　口々にほめそやされた鋭利は、満まん更ざらでもなさそうである。

　白と黒、二色の布地から作られている衣装は『メイド服』だった。レースやフリルがふんだんにあしらわれ、胸元には真しん紅くのリボンが結ばれている。

　さらによくよく見てみると、ボタンが眼球だったり、エプロンに血の水玉模様がちりばめられていたりと、随ずい所しよにグロテスクなモチーフが配はいされていた。

　デザインから裁さい縫ほうまでを全て一人で手がけた鋭利が「ふふんっ」と胸を張る。

「オーソドックスだと、つまんないでしょ。せっかくだから、色々工夫してみたの……《冥土メイド喫きつ茶さ》にピッタリじゃない？」

　――冥土喫茶。メイドと冥土をかけたコスプレ飲食店が、京輔たち一年Ａ組のクラス企画だった。教室内の雰ふん囲い気きも、あの世や地獄をイメージしている。

　ビニールプールで『血の池地獄』を作っていた大おお野の木ぎが顔をあげ、挙きよ手しゆをした。

「はい、鋭利さんッ！　スカート丈たけはもっと短い方がいいと思いますッ！」

「ヒッ、ヒヒヒ……ヒザ上三十センチで、パンチラ確率大幅ＵＰ……ヒ、ヒヒ……」

「……死ねばいい」

　便びん乗じようしてきた宇う佐さ見みもろとも一いつ蹴しゆうし、鋭利が脚あしを組くみ替かえる。ジャージではなく制服を着た鋭利のスカートは、ヒザ上三十センチより短いように見えるが……。

「なぁ、鋭利――」

「何よ？　スカート丈は変えないからね」

「いやいや……オレらはお昼行ってくるけど、いいのか？」

「うん。キリがついたら勝手に行くから。妹のとこ、忘れず寄ってきなさいよ？」

「おう。アイツはアイツで忙しそうだけど……一応のぞいてみるよ」

　煉獄祭ではクラスの企画物以外にも、有ゆう志しでたくさんの企画が行われているのだ。

　綾あや花かは何やら個人で考え、新校舎の一教室を借かり受うけていた。どんな展示をするのか教えてもらってないが、一人だけでは大変だろう。

　眺ながめ終わった衣装をたたんで、舞那が怖おず怖おずと問いかけた。

「あの、独ひとりで寂さびしくないですか？　やっぱり、わたしたちと一緒に――」

「ううん。平気よ……この子がいるもの」

　――ね、プー太た郎ろう？　と微笑ほほえむ鋭利の正面、向かいあわせの机には巨大なテディベアが腰かけている。学生寮から持ち出されてきた、鋭利の宝物である。

　紳士が「ぷぷっ……プー太郎、ぷぷぷ」と噴ふき出しかけるも、鋭利に殺気だった目でにらまれ、黙だまった。三日前、鋭利が初めてプー太郎を持ってきた際、笑い転げる男子がまとめて保健室送りにされた、通称《血のぬいぐるみ事件》は記憶に新しい。

　真まっ赤かに染めあげられた教室の風景を振り払い、京輔は言う。

「じゃあ、またな？　オレたち、食堂にいるから」

「衣装作り頑がん張ばってください、鋭利ちゃんっ！　できあがるのを楽しみにしてます」

「……はいはい」

　ひらひら手を振る鋭利に背を向けて、京輔たちが退室しようとしたときだ。




「シュコッ!?　なんだい、この内装は!?　めちゃくちゃ凝こっているじゃないかぁ～っ！　私たちの《煉獄式マッサージ屋》なんて、ただ寝しん台だいを並べてるだけなのに！」




　教室後方、開け放たれた入り口から他クラスの生徒が現れた。

　薄手の青いパーカーにタンクトップ、物もの々ものしいヘッドフォンと禍まが々まがしいガスマスクを着けた少女は教室内を見回すと大げさに驚いてみせ、次の瞬間。

「京輔ええええええぇ～～～っ！」

　京輔の姿を確認するや一直線に走り寄り、身体からだ全体で抱だきついてくる。作業途中の絵を踏ふまれ、紳士たちが「「あぁ――――っ!?」」と悲鳴をあげた。しかし、彼女はそれを無視。回した腕にぎゅうううっと力をこめると、

「会いたかったよ、京輔ええええええぇ！　私も準備で忙しくってさぁ～、中なか々なか会いに来られなかったんだ……ごめんね？　半日以上も放ったらかしにしちゃってごめんっ！　いやぁ～、私も京輔不足で危あやうく死んじゃうところだったよ……ってことで早さつ速そく、京輔成分を補給っ！　ほらほら、君もたっぷり補給するといい。――あっ、でも君の場合は溜ためるんじゃなくて出す方か。フシュー」

「ちょっ!?　お、おい、煉れん子こ――」

「えへへ。手がいい？　それともおっぱいがいい？　口はマスクが邪魔で無理だから、やっぱりおっぱいにしよっか。さぁ、ズボンを脱ぬぐんだ！」

「脱ぐかああああああぁ！」

　視線を気にせず甘えまくる煉子に、京輔は狼ろう狽ばい。両手でズボンを死守しつつオロオロ周囲を見回すも、クラスメイトは『またか』と呆あきれ気ぎ味みである。

　体育祭から一ヶ月――二日間の昏こん睡すい状態から醒さめた煉子はほとんど毎日こんな調子で、所ところ構かまわずじゃれついてきていた。

　休み時間や放課後はもちろんのこと、学生寮や風呂場にまで乱入してきては、全力でイチャついてくる。今までのように京輔を誘惑するのが目的ではない。煉子はただ悦よろこびを表現するように、全身全霊でぶつかってきていた。

　京輔が、煉子に対する想いを素直に吐と露ろした影響か――《林りん監かん学校》のとき男風呂でされたことすらヌルく感じてしまうほど、刺激あふれる猛もうアピールだ。正直、それ自体は満更でもないのだが……。

「バ、バカ……少しは場所を考えやがれッ！　視線がイタすぎるだろーが!?　どういう羞しゆう恥ちプレイだよ。どうせやるなら、人ひと気けの少ないところで――」

「……ふぅん？　人気の少ないところだったらいいんだ、ふうううぅ～ん？」

「えっ!?　あ、いや……そ、そういうわけでは――」

「不ふ埒らちです！　不ふ純じゆんですっ！　ハレンチですううううううぅ！」

　鋭利に冷たいジト目を注そそがれ、舞那にポカポカ叩かれて、京輔はいよいよ針のむしろに座らされる。――さらに、

「京輔ってば、恥はずかしがり屋さんなんだから！　私と二人っきりのときは、あんなに情熱的なのにぃ～。この前、ベッドに侵しん入にゆうしたときなんかすっごく――うひゃあ!?」

　余よ計けいなことをペラペラしゃべりかける煉子を、慌てて制した。両手で口をふさぎたいところだったがマスクが邪魔なので、煉子の頭を抱きしめる格かつ好こうになる。

　その様子を見ていたクラスメイトが「「「ヒューッ！」」」とはやしたててきた。

　いきなり抱きしめられた煉子も「京輔……」とうっとりした声を漏らし、力いっぱい抱きしめ返してくる。

　――刹せつ那な、ガタンッ！　とイスの倒れる音がした。

「はわぁ!?　え、鋭利ちゃん――」

「……………………」

　作りかけの衣装を放り出し、勢いよく立ちあがった鋭利が、机の反対側に回りこみ、イスの上に鎮ちん座ざするプー太郎をつかむ。左手で首もとを捕とらえて壁かべに押さえつけると、固く握にぎりしめた右手を引いて、

　――ぼふんっ！　ぼふんっ！　ぼふんっ！

　柔やわらかいぬいぐるみの腹に、黙もく々もくと拳こぶしを叩きこみ始めた。その奇き行こうを目にした煉子が京輔から離れ「フシュー」と勝ち誇ほこったように笑む。

　直後、信じられない行動に出た。

「ああっ!?　ダメだよ京輔、こんなところでぇ～～～っ！」

　京輔の両手首をつかみ、胸に無理やり押しつけたのだ。わざとらしくあえぎつつ、

「あんっ!?　京輔、激はげし――あああぁ～～～ん!?　そんなに揉もみしだいちゃらめぇ～。いくら私のおっぱいが魅力的だからってぇ……あんあん、あああぁん！」

「ちょおおおぉ!?　おい、何してやがんだ、エロ仮面ッ！　人の両手を勝手に動かすんじゃねええええええぇ！　マジでやめ――」

「とかなんとか言いながら、顔がにやけているじゃないか。私が動かしてるのは手だけだよ？　なのに、どうして指までモミモミ動いちゃってるんだい？」

「……はぁ？　動かしてねぇ――」

「死ねばいいッ！」

　煉子の虚きよ言げんを真まに受けた鋭利が、両手で抱えたプー太郎の鼻はなっ柱ぱしらに、飛びヒザ蹴げりをお見舞いしていた。舞那も「……京輔くん」と三さん白ぱく眼がんを向けてきている。

　京輔の額ひたいに脂あぶら汗あせが浮かんだ。

「ち、違……違うんだ！　オレは無実だ、冤えん罪ざいなんだッ！」

「えー。本当にそうかなぁ～、京輔ぇ？　こっちの方は素直みたいだけれど？」

「おおおぉい!?　バカ、どこを触さわって――」

「なんだ、やっぱり溜まっているんじゃないか……フシュー。仕方ないなぁ、私が楽にしてあげる。待ってて？　すぐに準備するから――」

「自じ重ちようしろおおおおおおぉ！」

　周りがちっとも見えていない煉子に、京輔は絶叫。公衆の面前でブラを外そうとする痴ち女じよを取り押さえて組み伏せ、溜ため息いきをこぼす。

「……ったく。どんだけ元気なんだよ」

　体育祭の後、丸二日も寝こんでいたのが噓うそのようだった。

　無邪気にはしゃぐ煉子を見ていると、あの日、零れい子この口から伝えられた事実は何かの間違いなのではないか、という気さえしてくる。




『近い将来、煉子は死んでしまうかもしれない』と。




　煉子の実年齢は三歳、元々少ない生命を《歪曲酷死オーバー・ドライブ》でさらに削けずった煉子の寿じゆ命みようは、あとわずか。のんびりしている時間はなかった。

　だからこそ――。




（いい加減、覚悟を決めなくっちゃな……）




　京輔のため命を投げ打ってくれた、煉子の想いに。

　京輔もまた命を賭として、応える決意を固めようと想った。




























「逝いらっしゃいませ、ご愁しゆう傷しようさま♪」




　メイドに扮ふんした女子生徒たちが、冥めい土どにやって来た人々を出迎える。

　第十九回プルガトリウム更生学院《煉れん獄ごく祭さい》当日――京きよう輔すけたちの《冥土喫茶》は盛せい況きようで、午前中から多くの来場客が訪おとずれていた。

　いずれも血ち腥なまぐさい裏社会に生きる者たちという話だが、外見上は表社会で暮らす一般人と大差ない。老若男女、幅広い年齢層の人々が、次々と冥土に送られてくる。

　教室の三分の一、布を被かぶせたパーテーションで仕切られている厨ちゆう房ぼうは、中なか々なかの忙いそがしさだった。女子が取ってきた注文に従したがい、男子がお菓子とジュースを用意する。

「…………はい」

　接客から戻った鋭えい利りが伝票代わりのメモ帳をやぶき、卓上に並べた。憔しよう悴すいしきった声と表情は、まるで亡もう者じやのようである。

「五番テーブル、二名さま《脳のう漿しようシュークリーム》二つにトマトジュース二つ、それと《燃もえ萌もえインフェルノじゃんけん》《冥土のみやげの写真撮影》……ハァ」

　鋭利の口から魂たましいにも似た嘆たん息そくがこぼれる。紙コップにトマトジュースを注ぎながら、京輔は「お疲れ」と苦笑した。

「またオプションメニューか、大人気だな」

「……嬉うれしくないわよ。死ねばいい」

　ヘッドドレスの位置を直しつつ、鋭利がジロリとにらみつけてくる。営業スマイルと猫なで声の作りすぎで、相そう当とうまいっているようだ。

　シュークリームを用意していた大おお野の木ぎが「ハハハ！」と快かい活かつに笑った。

「愛あい想そのいい鋭利さんとか、滅めつ多たに見られねェもんな？　初めて『じゃんけん』してる姿を見たときは、あざとすぎてマジ萌え殺されるかと思ったぜ！」

「燃え♪　萌え♪　じゃん♪　けん♪　じゃん、けん、ぴょんっ♪　……ヒヒヒ」

《燃え萌えインフェルノじゃんけん》のセリフと動作を真ま似ねする宇う佐さ見みに、鋭利の顔がみるみる紅こう潮ちようしていき……。

「う、うるさいッ！　二人まとめてほんとの地獄に送られたいのッ!?」

「まぁまぁ鋭利、抑おさえろよ。あとちょっとの辛しん抱ぼうなんだし」

　今にもつかみかからんばかりの鋭利をなだめ、壁にかかった時計を見やる。

　時刻は、十時二十分――シフトは十時半までなので、これが最後の接客だろう。鋭利は小さく舌打ちをすると、お菓子とジュースが載ったトレイを持ちあげ、

「……そうね。さっさと自由になりたいわ」

　きびすを返した。ヒザ上三十五センチの、短いスカートが揺ゆれる。その背中に、

「鋭利」

「…………何よ」

「メイド服、よく似あってるぞ？　人気があるのも納得だ」

「えっ――」

　ずっと抱いだいていた感想を告げると、鋭利が絶ぜつ句くし固まった。ぶすっとしていた表情がゆるんで口元がにやける。しかし、すぐさま仏ぶつ頂ちよう面づらになり、

「……ハ、ハァ？　い、いきなり何言ってんの？　バ……バカじゃないッ!?」

　そっぽを向いて去っていく。

　ほどなくして――。

「お待たせしました♪　脳漿シュークリームと、罪ざい人にんどもから搾しぼった鮮せん血けつです♪」

　客席から聞こえてきた声は明るく弾はずんでおり、先刻までの不機嫌さは少しも感じられなかった。シュークリームをつまみ食いする大野木が、しみじみと呟つぶやく。

「わかりやすいよなァ、鋭利さんって……」





×　×　×






『殺ころす外げ道どうに殺やられる下げ郎ろう、同じ下げ衆すなら殺さにゃ罪sin罪sin！』

　何を言っているのかよくわからないテーマが書かれたパンフレットを片手に、京輔と鋭利は来場者でにぎわう校内を回った。

　色彩豊かに飾かざられている新校舎の中は、どこもかしこもお祭り騒さわぎでやかましい。

　メイド服のまま廊下を歩む鋭利が振り返り「……あんた、行きたいところある？」と訊きいてくる。京輔はパンフレットを広げ「そうだなぁ……」と思案した。

「《殺人スナツフフィルム上映会》とか《血みどろ拷ごう問もん体験》とか《首くび吊つりバンジージャンプ》とか、行きたくねぇところはあるけど……強しいて言うなら《闇やみ市いちフリーマーケット》？　どんなモノが並んでんのか気になるし」

「ふぅん。ちなみに場所はどこ？」

　京輔の隣となりに移動して、鋭利がパンフレットをのぞきこむ。

「……ああ、外なんだ。せっかくだから、先に校舎の中を見てみない？　あたし的には《呪のろいの人形展》が気になるのよね。近くの《死し相そう占い》なんかも――」

「あ、あの……鋭利さん？」

「何よ」

「い、いや……なんつぅか、その……」

　――近い。めちゃくちゃ近い。頰ほおが触ふれあうくらいの距離だ。サラサラとした赤あか錆さび色いろの髪の毛が、お菓子のような甘い香りと一緒に、京輔の鼻び孔こうをくすぐってくる。

　鋭利が「……フンッ」と鼻を鳴らした。

「何ドギマギしてんのよ。煉れん子この奴とはもっとたくさん、色んな場所を密みつ着ちやくさせて……色んなことをしてるくせに」

「うっ――」

　至し近きん距離からジト目を向けられ、京輔は返答に窮きゆうする。しばらく黙だまってにらんだ後、鋭利が「……ふぅ～ん？」と口をとがらせた。

「否定はしないんだ。このドスケベ！　ドヘンタイ！」

「ぐっ!?　い、言い返せねぇ……」

　鋭利が身体からだを離し、京輔の右手首をつかむ。

「京輔。ちょっと来なさい」

「えっ――」と戸と惑まどう京輔の手を引き、鋭利が場所を移動した。Ａ棟三階から四階へ。人ひと気けの少ない方に進むと、閉しめきられている屋おく上じように向かい、

「お、おい……」

「いいから」

　ポケットから取り出した針金であっさり解かい錠じよう。赤いペンキで『立入禁止』と書かれた鉄てつ扉ぴを開ける。屋上に出る鋭利を追いかけ、京輔は後ろ手に扉を閉めた。

「ねぇ」

　瞬間、素早く振り返った鋭利が、一気に距離をつめてきた。

「……あんた、バカなの？」

　顔をのぞきこみ、吐き捨てる。赤錆色の三さん白ぱく眼がんは鋭するどくまるで刃物のようだった。反応できない京輔に、鋭利は静かな口調で続ける。

「煉子の奴と両想いになったら、殺されちゃうんでしょ？　なのに、どうして――」

　声の震ふるえを抑えるように鋭利が唇をかんだ。

「どうしてあんたは、あいつとイチャイチャしてるわけッ!?」

　――ダァン！　叫さけびと一緒に繰り出されたヤクザキックが、京輔の左脇わき腹ばらをかすめて鉄扉を打ちすえる。反射的に後ずさりかけるも、鉄扉に阻はばまれ叶かなわない。右足裏を鉄扉に押しつけたまま、鋭利がうめく。

「……京輔。死にたいの？」

　視線と同じくストレートな詰きつ問もんだった。

　その剣けん幕まくに鼻はな白じろんだ京輔は、逸そらした視線を泳がせながら、

「い、いや……え、えーっと……それは、だな……」

「……………………」

「も、もちろん死にたくはねぇ……けど……」

「……………………」

「や、止やむに止まれぬ事情があって――」

「どんな？」

「い、いや――」

「どんな？」

　無言の圧力から一転、しつこく問いを重ねる鋭利に京輔は閉へい口こう。

　鋭利が知らない、煉子の事情――人工的に生み出された煉子は寿じゆ命みようが短く、京輔たちほど長くは生きられないということ、そんな煉子が命を擦すり減へらし、京輔の命を救ってくれたこと、そして近い将来、煉子は死んでしまうかもしれないということ……。

　それら《殺害機関マーダー・メイド》の秘密を反すうし『他言無用』だという零れい子この言葉を思い出し、強く奥歯をかみしめる。京輔を射いる鋭利の瞳ひとみが細ほそめられた。

「言えないの？」

「…………すまん」

「チッ――」

　目を伏ふせ、鋭利が右脚を下ろす。しかし、京輔の気がゆるんだ、次の瞬間。

「わかったわ。そういうことなら、仕方ないわね……実力行使よ」

　――ダァン！　脚の代かわりに突き出された手の平が、京輔の右頰をかすめて、鉄扉を打ちすえた。眉み間けんに深いシワを寄せ、鋭利がずいっと顔を近づけてくる。

「ちょっ……!?」

　後ずさろうとする京輔だったが、やはり叶わない。背後を鉄扉に阻まれ、前面を鋭利の身体にふさがれ、右の退たい路ろを鋭利の左腕に防ふせがれ、

「逃がさない」

　――ダァン！　左の退路に目をやった瞬間、鋭利の右腕によって絶たたれた。

　四方を完全に囲まれ、京輔はビクッと身体を震わせる。頰の辺りに強い視線を感じ、ゆっくり首を動かすと……。

「ねぇ、京輔……煉子の奴に色々されてるんでしょ？　だったら、あたしも色々させてもらうわ！　してやろうじゃないの!?　あんたがあいつに猛もうアピールされて、陥かん落らくされかけてるんなら……あ、あたしも黙っちゃいないんだからね？　徹てつ底てい的てきに攻めたてて、事情だろうが情事だろうが、全部あたしが忘れさせてやるわよ！」

　真っ赤な顔で叫ぶ鋭利の瞳は、据すわりきっていた。

（く、食われる!?）という本能的な危機感が、京輔の身体を硬こう直ちよくさせる。

　互いの息がかかるほどの距離。鋭利の甘ったるい香りが、鼻孔を通って頭の芯しんをしびれさせ、意識をクラクラさせてきた。

「～～～～～～っ!?」

　たまらず呼吸を止める京輔。心臓がバクバクと鳴なり、顔がみるみる熱くなる。微かすかにうるんだ瞳を直視できずにうつむけば、短いスカートから伸びる、長くしなやかな脚が飛びこんできた。

『スカート丈たけは変えないからね』と言っておきながら、話題にのぼった丈より五センチ短く切られた、メイド服のスカート。そこに、鋭利の想いがこめられているような気がした。それがますます、鋭利の艶つややかな美脚を輝かせていて……。

「……あ、あんたの……好きに、しなさいよ……？」

「へ？」

　京輔の視線に気づいた鋭利が、消え入りそうな声で呟く。鉄扉に両手をついたまま、黒いスカートとニーソックスの間に生まれた絶ぜつ対たい領りよう域いき――白くまぶしい太ももを、恥ずかしそうにモジモジ動かすと、

「あんたのッ、好きにッ、しなさいってば！　お、怒らないから……あんたが、煉子にしてること……ううん、してる以上のことを、あたしにもしてみなさいよ、ドスケベ！　じゃなきゃ、あたしが――」

　鉄扉から右手を離して、ドアノブの上へ。

　――カチャリ。鍵かぎをかけてから鉄扉に両ヒジをつけ、もっと身体を寄せてくる。互いの距離がゼロになり、胸と胸とが触れあった。柔やわらかい感触。

「…………ッ!?」

　さらに鋭利は京輔の肩かたにアゴを乗せると、頰をピッタリ密着させる。息を呑のむ京輔の耳元、緊張した声でささやいてきた。

「あたしが、させてもらうから……煉子にされてる以上のことを、あんたにしてやるんだから」

「え、鋭利――」

　頭の中に渦うず巻まいていた諸もろ々もろが、一瞬にして消し飛ばされた。

　鋭利の温かい息、艶なまめかしい声、柔らかい身体、甘ったるい芳ほう香こう、いじらしい想い――それら全てが渾こん然ぜん一体となって押し寄せ、理性の箍たがを弾はじけさせる。

「きゃっ!?」

　京輔はほとんど無意識のうちに、鋭利の身体を抱きしめて引き寄せ、




「いやああああああああああぁ～～～ん!?」




　直後、嬌きよう声せいがあがった。京輔たちの真上から。

「「えっ!?」」

　触れかけていた唇を離し、慌てて頭上を仰あおぎ見る。

　その視界に飛びこんできたのは――。

「だめだめ、必死で我が慢まんしてたのに声が漏もれちゃうっ！　やんやんっ、バカぁ！　栗くり栖すのバカあああぁん！　あのまま気づかれないでガン見してれば、絶対おっぱじまってたのに……台なしじゃねぇか、ＦＵＣＫ！　マジでＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！」

　出入り口の上、一段高くなっている場所からひょっこり顔をのぞかせて、極ごく彩さい色しきの髪を悔くやしそうにかきむしる女子生徒だった。

「げっ!?　確か、あんたは――」

　体育祭で実況を担当していた三年生の先輩、有あり栖す川がわ栗栖だ。

　京輔たちの視線に気づいた栗栖は「ハッ!?」と我に返って固まり、しばし沈黙。バツが悪そうに視線を泳がせてから、

「お、お構かまいなくぅ～」

「構います！」「構うわよ！」

　へらへら笑って引っこもうとする先輩に、京輔たちのツッコミが重なる。

　栗栖は「あー……」と言葉につまり、経けい緯いを説明し始めた。

「なんつぅか、その……ごめんねぇ？　邪じや魔まするつもりはなかったんだぜ？　先公とか風紀委員に隠れて昼寝してたんだけどさぁ……人の気配と話し声がしたから、やべぇ！　と思って飛び起きたんだ。そんで、こっそり様子をうかがってみりゃあ――」

　猫を思わす横おう着ちやくそうな目を細めると、声に力をこめて続ける。

「後輩たちが逢あい引びきしてやがるじゃねーか！　しかも、何やら怪あやしい雰囲気……コレは見逃せねぇと思って、隠れてたんだよ」

　……なるほど。煉獄祭をサボっていたら、偶ぐう然ぜん居いあわせたというわけか。

　沈黙する京輔たちに、栗栖がにんまりと笑った。

　うなだれたまま動かぬ鋭利を見下ろして、

「いやぁ～、ＨＡＨＡＨＡＨＡ！　恐おそれいったぜ後輩、さすが《美脚のビッチ》だな？　見てるこっちが恥はずかしくなる、見事な誘惑ぶりだった……アレはやべーわ、そりゃあ落ちるわ、陥落だわぁ～。最近流は行やりの肉食系っての？　私が男なら、あっという間にパコられてたね……特に『あんたの好きにしなさいよ』ってのがヤバかった！　自分の方からガンガン攻めといて、最後の最後で受けに回るとか……どんなテクだよ!?　何人ヤったら覚える技なの？　ああ、やるはもちろん『殺す』の方じゃなく――」

「…………。殺す」

　ペラペラしゃべる栗栖に構わず、鋭利がうなる。

「――パードゥン？」

　ほうける栗栖を見あげ、どこからともなく小こ刀がたなを取り出すと、

「あんな場面を見られたからには、口を封ふうじるしかないわ……恨うらむんだったら、こんなところでおサボりしてた、不ふ真ま面じ目めさを恨みなさいな……」

「ファッ!?　待て待て待て待て、ウェイト・ア・ミニッツ・ウェイトレス！」

　鋭い殺気を向ける鋭利に、栗栖が慌てた。

「このことはマジ秘密にしとくから……絶対誰だれにも言わねぇよ！　神かみ谷やのカノジョ――あのガスマスク女にも、お前が略奪しようとしたのは黙っとくから――」

「死ねばいいッ！」

　鋭利がついにブチキレる。

　小刀を口にくわえてはしごをのぼり、栗栖のいる場所まで行くと、

「ひいいいぃ!?　殺やられる、ビッチに殺られる！」

「ビッチじゃないわよッ！」

　逃げる栗栖に小刀を振るった。それをギリギリ避けた栗栖は、大急ぎで飛び降りて、鉄扉の前に突っ立つ京輔を押しのけ、

「あばよ、後輩。モッシュピットでまた会おう！」

「あっ!?」

　鍵を開いて扉を開けると、屋上から逃げ去っていく。その後ろを「待ちなさいッ！」と鋭利が追いかけていった。

　独りポツーンと取り残された京輔は、しばらくそのまま立たち尽つくして、吐息。肩の力を抜いた後、ずるずるとへたりこむ。

「た、助かったぁ……」
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「チョコバナナ～。黒くて太くて長い、立派なチョコバナナはいかがですのぉ～。黒人顔負けの大きな――おや、有栖川さん？　息を切らして、どうなさいましたの？」

「おおっ!?　風紀委員長、大変だ！　風紀が乱みだれてやがったぞ!?　聞いてくれ、さっき私が上でのんびり昼寝してたら、後輩が来て――」

「…………昼寝？　貴女あなた、お昼寝をしていましたの？」

「ああ、そうだ！　煉獄祭をサボって昼寝してたら、屋上に――もごっ!?」

「うふふふふふふ。有栖川さぁん……貴女、よっぽど調教されたいみたいですわねぇ？　ふふ、わかりましたわ。今からわたくしがこのチョコバナナを使って、生なま意い気きなお口を蹂じゆう躙りんして差しあげましょう！　上も下も、まとめて……ぐふふふふ」

「もがぁ――――っ!?」

　パトロールをしながら、チョコバナナを売り歩いている風紀委員長――紗しや魔ま夜や沙さ姫きに拘こう束そくされた栗栖が、廊下を引きずられていった。

　廊下の陰かげに隠れた鋭利が「……チッ」と小刀を引っこめる。

「殺やり損そこねたわ。余よ計けいなことしゃべらなきゃいいけど」

「鋭利」

「……何よ？」

　振り向く鋭利は殺さつ気きだっていた。射い殺ころすような半はん眼がんでにらまれ、京輔は「いや……」と目を逸そらす。

「なんつぅか、その……ごめんな？　オレ――」

「いい」

「……あん？」

「いいから！　わざわざ蒸むし返かえさなくても、別にいいから！」

　鋭利が耳まで真っ赤になってわめいた。

「ど、どうかしてたのよ、あたし……あんたに対して、あんなこと……あぁ……あああああああああぁ!?　何やってんのよおおおぉ、もおおおおおおおおおぉ!?」

　頭を抱えて悶もん絶ぜつし、鋭利がその場にしゃがみこむ。

「お……思い出したら、恥ずかしさで死にたくなってきたわ……お願い京輔、さっきのことは忘れてちょうだい？　忘れてえええぇ！」

「お、おう……」

　鋭利に懇こん願がんされた京輔は、困ったように頰をかく。

　もしもあのとき栗栖の邪魔が入らなかったら、自分は鋭利に何をしていただろう……と想像すると、罪悪感が胸を満たした。鋭利に対してだけじゃない。自分を一いち途ずに想い続けてくれている煉子に対しても――。




「あっ、お兄ちゃん！」




　暗く沈しずんだ京輔に、明るく弾んだ声がかけられる。見れば近くの女子トイレから出てきたツインテールの少女が、笑顔で手を振っていた。

「綾あや花か……」

「えへへ。偶然だね、お兄ちゃん……と、鋭利さんは何してるんですか？」

　小走りに駆け寄ってきた綾花が、わしゃわしゃ髪をかき乱している鋭利に気づいて、目をまたたかせる。鋭利が「ハッ!?」と正気に戻った。髪をなでつけ立ちあがる。

「……べ、別に？　な、なななな、なんにもしてませんけど」

「怪あやしい。じいいいぃ……」

　綾花がまばたきを止め、鋭利の顔を凝ぎよう視しした。

「……な、何よ？」とたじろぐ鋭利に鼻を近づけ、くんくんくんっと嗅かぐ。

　顔をしかめて呟いた。

「――発情したメスの臭においがしますね」

「えっ」

　ギクリと固まる鋭利を上うわ目め遣づかいにねめつけ、綾花が尋ねる。

「お兄ちゃんと何してたんですか？　お兄ちゃんに、ナニしてたんですか？　綾花の目がないのをいいことに。まさか、無理やり襲おうとしたんじゃ――」

「なぁ、綾花！　お前の展示は好評か？　ちょうどこの辺りの教室だったよな!?」

　綾花が「……うん？」と首を動かし、京輔を見た。

　虹こう彩さいからは案の定、理性の光が失われている。

「そうだね、すぐ近くだね。でもその前に、確かめたいことが――」

「へ、へぇ！　すっごく気になるわ！」

　鋭利がやたら大きな声を出し、たたみかけるように続けた。

「せっかくだから、このまま寄ってきましょうよ!?　そういえば、まだ見たことないし……ああ、見たいなぁ。案内してほしいなぁ～」

　白しら々じらしい棒ぼう読よみ口く調ちようの鋭利に、綾花が溜め息を吐つく。

「……もぉ、わかったよ。空気を読んで、今は詮せん索さくしないであげます。でも――」

　きびすを返す途中、綾花が京輔を見た。

　安あん堵どしかける京輔の鼻先に、人差し指を突きつけて、

「お兄ちゃん。二ふた股または、許さないんだからね？」





×　×　×






　透き通った子供たちの合唱ＢＧＭが、明るく響ひびき渡る教室。Ａ棟四階の端、初めて目にする綾花の展示は『凄すさまじい』の一言だった。

　壁、床、天井、窓、扉。それら全てに、写真が貼はりつけられている。

　板ばん書しよをノートに書き写しながら真面目に授業を受ける京輔、汗あせ水みず垂たらして刑けい務む作業に打ちこむ京輔、お昼ご飯の《残ざん飯ぱん丼どん》をかきこむ京輔、トイレの個室で踏ふんばる京輔、風呂場で身体を洗う京輔、ベッドの上でスヤスヤ眠る京輔、京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔京輔、全部京輔。

　プルガトリウム更生学院に入学してから撮とられたと思おぼしき膨ぼう大だいな数の写真が、まるで鱗うろこか何かのように、教室内をビッシリと埋うめ尽つくしていた。

　あまりに異質な世界観のせいか、来場客はほとんどいない。入り口付近で立ち止まっている京輔たちを振り返り、綾花が両腕を広げる。




「じゃ～ん、コレが綾花の《小さな世界》で～っす！　すごいでしょ？　全部、綾花が用意したんだよっ！」
















「「……………………」」

「先生たちや事務員さんに頼んで、撮ってもらったのもあるけどね？　クスクス。本当大変だったよ～。ビックリさせたかったから、ほとんど綾花一人で準備して……あっ、もちろん写真だけじゃなくってコレも！　コレも綾花が集めたんだよっ！」

　綾花が嬉き々きとして指し示すのは、壁際に置かれた長机の上――ガラスケースにズラリと並んだ品々だった。

　髪の毛、使用済みティッシュ、血が付着した絆ばん創そう膏こうや包ほう帯たい、食べかけのパン、汚れたハンカチ、制服のボタン、上うわ履ばき、靴くつ下した、ジャージ、リコーダー、下着……などなど、いつぞや行方ゆくえ知れずになったものまで飾られている。

「……お前が犯人だったのか」

「うん。ごめんね、お兄ちゃん……？」

　綾花が「……しゅん」とうなだれて、上目遣いにうるうるしてきた。

『――アァン？　また物を失くしたのか、神谷京輔……いい加減にしろ、バカタレが！　信じられないマヌケだな。そのうち命を亡なくすことになるぞ!?　死にさらせ！』

　などと何度も久く瑠る宮みやに叱しかられ、お仕置きされた苦い記憶を思い出し、こみあげてきた諸々の怒りは、綾花のうるんだ瞳を前にした途と端たん、消え失せてしまう。

　他にも、綾花に言いたいことは色々あったが……。

「……もういい……わかったよ、綾花……お前が重度のブラコンなのは、よおおおぉくわかった……ツッコミどころが多すぎて、オレにはさばききれねぇよ」

「あんたも重度のシスコンでしょうに……」

　げんなりする京輔にツッコミを入れ、鋭利が窓に近づいた。

　外の光をさえぎるようにベタベタ貼られた写真、それらをまじまじ観賞していた舞まい那なが「すごいですよね」と呟く。

「ここにあるもの全部、綾花ちゃんが一人で企画して、用意して、準備したんですもん……京輔くんへの愛情と、執しゆう念ねんみたいなものを感じます。あわわ」

「え、ええ……」

　うなずき、鋭利が舞那の隣に並んだ。二人で異様な展示物を眺ながめる。

　準備期間中、舞那や鋭利が手伝おうとしても、綾花はかたくなに拒こばみ続けた。恐らく綾花は、誰にも手出しをされたくなかったのだろう。小さな世界――大量の『京輔』で満たされている、綾花のセカイに。ただ、飾られている写真の中にはいくつか京輔以外の人物――煉子や鋭利、舞那が写りこんでいるものもあった。

　とりわけ多いのが煉子。辺りを見回してみると、二十枚に一枚くらいの割合で、黒いガスマスクとヘッドフォンをした女子生徒の姿が目に飛びこんでくる。

　休み時間に京輔たちと談笑している煉子、昼食を摂とる京輔の隣でパックゼリーを吸う煉子、京輔の勉強を手伝う煉子、京輔に抱きつき甘える煉子、京輔の背中におっぱいを押しつける煉子、京輔の背中を流している煉子、京輔と一緒のベッドに入って――。

「ぶっ!?」

「……どうかした、お兄ちゃん？」

　いきなり血けつ相そうを変え、壁に向かって突進していく京輔に、綾花が首を傾かたむけた。反対側の写真を眺めていた鋭利と舞那も、不思議そうに京輔を見る。

「何焦ってんのよ。マズイものでもあったわけ？」

「はわわ。お風呂とかトイレとか着替えとか、マズイものだらけだと思いますけど……それ以上にアブない写真が？」

「ハ、ハハ……お、おう……そ、そそそそ、そんなところだ……」

　大急ぎで回収した二枚の写真を後ろ手に隠し、京輔は引きつり笑いを返した。

　――なんで写真を撮られてるんだよ、盗撮か!?　背中に滝汗をかき、妹相手に抗議の視線を送るが、綾花はクスクス笑うだけ。

　件くだんの写真をポケットにしまい、京輔が綾花を問いつめようと歩き出したとき。

「…………は？　何よ、アレ……」

「ん？」

　鋭利が呟く。声と同じく震える鋭利の指が、さしているのは――。

　男子寮の風呂場に入りこんだ煉子が、胸をスポンジ代がわりに、京輔の身体を隅々まで洗っている写真だった。

「うぎゃああああああぁ!?」

　写真を目にした京輔の口から断だん末まつ魔まがほとばしる。慌てて回収しようとするものの、写真が貼られているのは天井だ。しかも、一枚だけではなかった。

　二枚、三枚、四枚、五枚……同じ場面を捉えた写真が合計六枚も、まとめて貼りつけられている。見えたらヤバイところこそ、ハートマークで隠されてはいるが……。

「あ、あんた……薄うす々うす感づいてはいたけど、まさかここまでドスケベとは思わなかったわ。殺されなくちゃ治んないほど、救いようのないドヘンタイね!?」

「ま、待て！　誤解だ、誤解ッ！　アレは煉子の奴がシしてきたことで――」

「あそこの写真もそうなんですかぁ？　京輔くんが自分から、煉子ちゃんのおっぱいを触ってるみたいに見えるんですけど……」

「ぐぎゃああああああぁ!?」

「クスクス。ラブラブだねぇ、お兄ちゃん。クスクス……」

　鋭利と舞那に冷たい眼差しを注がれ、綾花に邪悪な笑いを向けられて、京輔はその場に崩くずれ落おちていた。頭を抱え、耳を押さえて、情けない声を出す。

「……し、仕方がねぇだろう？　寮部屋だろうが風呂場だろうが、ガンガン攻めてくんだから……少しくらい、魔が差さすことだって――」

「少しくらい？　少しくらいねぇ、ふぅ～ん……あんなところにも魔が差しちゃってる写真があるみたいだけど？」

「ああっ!?　こんなところにもありましたよ、鋭利ちゃ――はうっ!?　コ、コレはまた一段と……し、刺激的です……あうあう」

「クスクス。いやぁ～、もっとスゴイのもあったんですけどね？　さすがにアウトかなと思ってお蔵くら入いりにしました。ヤるときはヤるんだね、お兄ちゃんっ！」

「……死ねばいいのに」

「あわわ。京輔くんは、やっぱりヘンタイさんです！　ドヘンタイですっ！」

「……………………」

　――数分後。

　教室の隅っこで体育座りをする京輔の耳に、女子三人の会話が飛びこんできた。

「もう、ほんとサイテー。なんなの、あいつ……信じらんないッ！」

「あうあう。男子寮には入れないはずなんですけどね……やっぱり零子先生が協力しているんでしょうか？　体育祭が終わってからは、京輔くんにも好意的ですし」

「うんうん。あの人もやっと、お兄ちゃんの魅力に気づいたんですよっ！　これからは是ぜ非ひ、お互たがい家族ぐるみの付きあいをしていきたいと――」

「……ハァ？　あんたたちの親、普通カタギなのよね？　煉子みたいな異常快楽殺人者サイコキラーとの仲を、許してもらえるわけないじゃない……」

「えー。やっぱり無理ですかねぇ？」

「ふ、普通は無理だと思います……なんでイケると思ったんですか」

「う～ん、パパもママも割と自由で放ほう任にん主義だから、子供のことにアレコレ意見はしてこないんじゃないかと。海外出張が多くて、家にもほとんどいないですもん……」

「……そうなの？」

「ですです。――ね、お兄ちゃん？」

　綾花に話を振られた京輔は、脚の間にうずめていた顔を持ちあげ、答える。

「……ああ、そうだな。オレと綾花が大きくなるまでは、オフクロが面倒見てくれてたんだけど……オレが中学生のときに、オヤジが事故で大おお怪け我がしたんだよ。酔よっ払ぱらっててホームに落ちたところを、急行電車にはね飛ばされて――」

「死ぬでしょ」

「向かいから来た特急電車に、空中コンボを決められたらしい」

「ふぇ!?　即死ですよね」

「いやいや。普通に元気だよ。当時は死にかけてたけどな……そのときからオフクロも働き始めて、今じゃ二人とも世界を飛び回ってる」

「し、信じられない……」

「《一般人を超越する者ピープル・イコール・シツト》です……」

　二人が驚きよう愕がくするのも無理はない。あの父親に比くらべれば、京輔など十分『普通の人間』なのだから。とはいえ――。

「いくら自由で放任主義だからって、自分らのガキがこんな目に遭あわされてるときに、何やってんだよ、あのバカ親は……」

「ねー。お兄ちゃんが捕まっちゃった後、綾花が連絡しても全然繋つながらなかったし……下へ手たしたらまだ気づいてないんじゃないかな、パパとママ」

「あわわ。い、いくらなんでもそんなこと――」

「どうかしら」

　鋭利が渋しぶい顔をする。京輔たちを気き遣づかうような口調で、

「無理やり入学させた生徒の家族や親族に、学院はなんらかの対たい処しよをしているはずよ。ご両親と連絡がつかなかったのも、もしかして……」

「大丈夫だよ」

　だんだん小さくなっていく声をかき消し、京輔はそう断言していた。

「よっこらせ」と腰をあげ、ズボンをはたきながら続ける。

「あのクソオヤジは、そんなにヤワじゃねぇ……オフクロだって同じだ。今頃ようやくオレらがいなくなってることに気づいて、血相変えてるのかもな。場合によっちゃあ、学こ院こまで直じか談だん判ぱんしに来るかもしれない」

「クスクス。あり得えそうだね～。色んな意味でモンスターだもん、パパとママ」

　能天気なやり取りをする兄妹に、鋭利と舞那が顔を見あわせた。

「ふ、ふぅん……あんたたちがそう思ってんなら、まぁ別にいいけど」

「も、もんちゅたあ……ですよね、二人を産んだご両親ですもん。なんだか、とっても強そうな気がします！」

「――いや」

　舞那の言葉に首を振り、京輔は苦笑。二人の姿を思い浮かべて、

「オヤジとオフクロ、特にオヤジは強いとかいうレベルじゃねぇよ……ウチのオヤジがマジでキレたら、久瑠宮でもチビると思うぜ？」





×　×　×






『ご自由にご見学ください。※ただし展示物を盗んだ場合は、極きよつ刑けいに処しよします』

　――と書かれた立て看かん板ばんを置き、綾花の教室を出た京輔たち四人は、多くの人が行き交う新校舎から出ると、寄り道せず体育館に向かった。

　落書きだらけの体育館にはパイプイスがずらっと並べられ、舞台上ではプログラムに従って、殺人犯の生徒たちによる様々なステージが行われている。

「べっぴんさん、べっぴんさん……一人飛ばして、べっぴんさん。ふひひ」

「ファッ!?　なんでわざわざアタシを見たし！」

「……あ。漫まん才ざいではツッコまれてますけど、プライベートではツッコむ方です」

「股こ間かん見ながら言ってんじゃねーし！」

「ヘイカノジョ！　僕と一緒に漫才しません？　ベッドというステージの上で――」

「相方、浮気してんじゃねーし！」

「ぶぺぇ!?」

　京輔たちが体育館に着いたとき、舞台上では紳しん士じと友とも美みによる夫婦めおと漫才が披ひ露ろうされているところだった。金属バットのフルスイングを頰に受けた紳士が、血ち反へ吐どをまき散ちらして吹ふっ飛とばされる。

「ちょっ、友美さん……ほ、本気でツッコミすぎ――」

「なんでやねんっ！」

「ぎゃあっ!?　と、友美さんッ!?　ちょっと！　こんなの台本にありませ――」

「なんでやねんっ！　なんでやねんっ！　なんでやねんっ！」

「なんでやねええええええぇん!?」

　断末魔。紳士が金属バットでなぐられまくる中、ゆっくり緞どん帳ちようが降りた。後ろの方の席に座った京輔たちは、煉獄祭のパンフレットを広げ、

「えーっと、今のが《ブラッドBloodベイルVeil・ブライズBrides》だから……」

「煉子さんの出番はこの後だね、お兄ちゃん。バッチリのタイミングだよっ！」

「はわわ。紳士くん、大丈夫でしょうか？　白目をむいて痙けい攣れんしてましたけど……」

「……ふわぁ」

　タイムテーブルによればこの後十一時半から煉子たち《ＧＭＫ48》のメンバーと一年Ｂ組の生徒をあわせた面メン子ツによる、バンドライブが行われるらしい。

　尚なお《ＧＭＫ48》というのは、煉子いわく――。

『私がフロントレディを務つとめてる、四十八人組のカオティック・デスエレクトロニコアバンドだよ。《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》のメンバーを中心にして、殺しの合間に活動してるんだ。頭の中に流れる殺意メロデイを、私が譜面に書き起こしてるのを発見したママが、せっかくだから……と提案してくれて。《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》の総人数と、私のトレードマークであるガスマスクをバンド名にして、華はな々ばなしくデビューしたのさ！』

　……とのことだった。どうせ煉子の冗談だろうと思っていたのだが、本当に存在していたようだ。しかも――。

「うわ、すげぇ人だな……オレらが来たときは、割わりと空すいてたのに」

《ＧＭＫ48》は裏社会でもかなりの人気を誇ほこっているらしく、体育館は超満員。パイプイスの前三分の二ほどが片づけられ、立ち見用の場が作られると、舞台の前に来場客が群むらがる。彼らの多くはＴシャツ姿で、首にタオルを巻いていた。

　シャツもタオルも《ＧＭＫ48》のロゴが書かれたバンドグッズだ。

「えっ。煉子さんって有名人なの？」

「さ、さぁ……学院内では有名人だと思うけど」

　京輔たちのちょうど目の前、パイプイスがどけられたフロアと見学席の間に、鉄てつ柵さくが並べられる。柵の向こうでごった返す人々の中には、京輔たちと同じくシフトの合間を縫ぬってきたであろう、学院の生徒もチラホラ交ざっていた。

　体育祭での活躍を経へて、一いち躍やく『時の人』となった煉子の人気は学院全体へと波は及きゆうし、今や紗魔夜を超える数のファンがいるとかいないとか……。

　そんな煉子が自分を想ってくれていることに、京輔はなんとも言えないむずかゆさと誇らしさを覚える。知らず気分が高こう揚ようし、落ち着きなくそわそわとした。

「なぁ綾花、始まるまであと何分くらい？」

「三分だよ、お兄ちゃん。時計見えてるよね、なんで訊きいたの？」

「はわわ。楽しみですけど、なんか緊張してきちゃいました……ライブとか、こういう空気にはあんまり慣なれていなくて……あうあう」

「……ふわぁ」

　などと雑談しながら、見学席のちょうど真ん中辺りで、待つことしばし――。

　ふいに流されていたデスメタルの音量が増し、全ての照明が落とされる。

　耳をふさぎたくなる爆音に、場内の喧けん騒そうがかき消された刹那。ＢＧＭが止み、舞台が真っ赤にライトアップされた。

　鮮せん血けつ色いろに染まった緞帳が、ゆっくり持ちあがっていく。そして、

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおォ！」」」

　舞台に立つ人影が見えた瞬間、弾ける歓声。

　京輔たちもパイプイスから立ちあがり、ステージに目を凝らす。

　まばゆいライトに照らし出される舞台の上、スタンバイしたバンドメンバーたち――真しん紅くのギターを提かかげる千ち尋ひろに、漆しつ黒こくのギターを携たずさえてポーズをキメた道みち郎ろう、上半身裸でベースを構える刺青タトウーだらけの男に、ターンテーブルのボブ、象ぞう牙げ色いろのガスマスクをしたドラムの煉れん児じなど、制服姿の生徒が七人、堂々とたたずんでいた。

　緞帳があがりきり、舞台上かみ手てからガスマスクをした煉子が登場すると、会場内の空気はますます沸ふつ騰とう。煉子がマイクを手に取るや否いなや、今度はシーン……と静まり返る。

　煉子の口からつむぎ出される言Ｍ葉Ｃを、聞き逃のがすまいとするように――。

『おっぱい！』

　舞台の前でひしめく観客たちがズッコケた。

『フシュー。マイクテストだよ？　あー、おっぱい、おっぱい！』

「「「おっぱああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁい！」」」

『五う月る蝿さいな』

　興奮する観客たちに失笑し、煉子が大きく前に出る。スピーカーに片足を乗せ、会場内を睥へい睨げいしつつ明るい口調で、

『皆、私たちのライブに来てくれてありがとう！《ＧＭＫ48》のメンバーは私と煉児だけしかいないけど……今日は、私のクラスメイトを交まじえたこの八人で《ＧＭＫ48》の曲を演やらせてもらうつもりだ！　バンド名は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……』

　吐き出される声音が突とつ如じよ、ディストーションをかけたように歪ゆがんだ。両手でマイクを包みこみ、煉子は上半身を深く前ぜん傾けいさせると、




『ＭマＵアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＤダＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＲアＦフＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＡエＩエＴイＨス！』




　絶叫。直後、それまで静止していた七人が皆一斉に動き出し、爆弾でも炸さく裂れつしたかのような重低音の嵐あらしが吹き荒れる。横おう隔かく膜まくを破らんばかりに突きあげてくるドラムとパーカッションの乱打に、重厚かつ軽快なベースサウンド、うねりながら鼓こ膜まくを切きり刻きざんでくる凶悪なギターリフに、機械的な電子音が重なり、錯さく綜そうしては乱らん舞ぶした。

　サンプラーから若い女の悲鳴が漏もれ出し、ターンテーブルがこすれる――次の瞬間、バックの演奏全てを呑のみこむケモノのような咆哮グロウルで、煉子が獰どう猛もうに唄うたった。

『――――――――――――――――――――――――――――――――ッ！』

「ひゃあっ!?」「ひいいいぃ!?」

　空気を震わすその声量に、綾花と舞那が耳をふさいでビクつく。

　凄すさまじいデスヴォイスだった。人間離れした喉のどを持つ《殺害機関マーダー・メイド》の声が、マイクを通したことにより、何倍にも増幅されているのだ。

　歌と呼ぶには暴ぼう虐ぎやくすぎるメロディ、詞しを聴き取れないほど歪みに歪んだボーカルが、ステージ両脇にある巨大なスピーカーから吐き出され、颶ぐ風ふうとなって吹きすさぶ。

　極彩色のステージライトと、宙を切り裂くレーザービーム。照らす光で影絵のように浮かびあがった人々が舞台に向かって腕を伸ばし、夢中で飛び跳ねていた。

　だだっ広い体育館を埋め尽くしている観客全てが、ステージ上で躍動する八人を見ている。彼らが奏かなでる音楽を聴き、彼らが放つ全てを受け取ろうとしている。

　舞台の最前面に立ち、暴れ、唄い――己おのれの一いつ挙きよ一いち動どうで観客たちを沸わかせているのは、他ならぬフロントレディの煉子だった。

　音にあわせて激しく身体を躍らせ、髪をなびかせ、タトゥーに彩られた腕を振るってしきりに煽あおる。その仕し草ぐさと歌声で、オーディエンスを狂乱させているのだ。

「…………すげぇ」

　煉子のライブに圧倒された京輔が、思わず呟いたとき。

「ぁ――」ステージ上の煉子と目があった。ガスマスクを被っているため、氷蒼色アイスブルーの瞳は見えない。闇を隔へだてて遠く離れた煉子の位置から、京輔が見えるとも思えない。

　しかし、確かに『あった』と感じる。

　――フシュー、と微笑む煉子の呼気が聞こえてくるようだった。

　次の瞬間。荒々しいデスヴォイスが一転、透すき通とおったクリーンヴォイスに切り替えられる。猛獣の咆ほう哮こうが少女の美声へと変わり、優しい詞を口にした。

「煉子…………」

　歌詞は英語でつづられているため、はっきりとはわからない。それでも端はし々ばしから聴き取れる『love』や『heart』や『kiss』や『smile』という単語、声音にこめられている感情などから、煉子が何を唄っているのかは十分すぎるほど伝わってくる。

　京輔への想い。

　自分に向かって腕を伸ばしている数多あまたの人々に構わず、真まっすぐ京輔を――京輔だけを見つめて唄い続ける煉子はまぶしく、京輔もまた、目を逸らすことができない。

　その歌声に、その狂想に、その純情に、その熱量に、その存在に――心奪われ、陶とう酔すいさせられてしまう。いっそ、このまま……。




　――殺されてもいい。




　京輔の胸に一瞬、そんな想いが浮かんだ。すると、

　煉子が再びケモノのごとく咆哮。狂ったように暴れ始める。煉子の想いに惹ひきこまれていた京輔は、我に返って頰を叩いた。

（いやいや、待て待てッ！　オレは確かにアイツのことが好きだし、惚ほれてるし、殺られる覚悟はしてるつもりだけど！　進んで命を投げ出すなんて、そんなこと――）

　……できるわけなかった。

　煉子は京輔が好きで、京輔も煉子のことが好き。面と向かってはっきり想いを伝えたことはないものの、京輔たちが『両想い』なのは、もはやほとんど明めい白はくだ。

　にもかかわらず殺されないのは、煉子の優しさゆえだろう。

　夏休みの前、綾花が自分の想いに任まかせて京輔を殺そうとしたとき、煉子は言った。

『京輔が悲しむことは、できる限りしたくないんだ』と。

　自分が想う相手のために、自分の想いを殺せないなら、所しよ詮せんその程度の想いだと。

　だからこそ、煉子は待っているのだ。京輔が、煉子に『殺されたい』と思ってくれるときを。そこまで深く、想ってくれることを……。

　だが京輔はまだ、その気持ちに百パーセントは応えることができない。明るく楽しい煉子のことは受け入れられても、荒々しく狂おしい、大量殺人犯マスマーダーの《殺害機関マーダー・メイド》を受け入れるのは難しく、もっと時間がほしかった。煉子と心を通わせる時間が。

　それなのに……。

　――と。

　煉子の咆哮が止み、曲の拍ひよう子しが変化した。ギュインギュインと跳ね回るギター、機械が壊れたように暴れ回るシンセサイザーにあわせ、白いストロボライトがまたたく。

　明めい滅めつするステージの上、黒く浮かんだ八人の影がコマ送りのように動いた。一ひと際きわ目を惹くライブ演出の、最さ中なか。

　暴れ踊っていた煉子の影が白光を浴び、ゆっくりと倒れる。

　初めはそういう趣しゆ向こうなのかと思った。だが、違う。ストロボライトの演出が終わり、曲の拍子が戻っても、煉子は起きあがらなかった。

　マイクを手放し、倒たおれ伏ふしたまま動かない。

　我を忘れて盛りあがっていた観客たちが異常に気づき、当とう惑わくし始める。

　バンドメンバーも演奏を中断し、煉子の元へと駆け寄った。

「煉子ッ!?　ちょ、ちょっと……大丈夫、煉子!?」

　ボブが煉子の身体を抱きあげ声をかけるが、無反応。ぐったり力を失くした煉子は、ピクリともしない。

「……煉、子…………？」

　ひどい耳みみ鳴なりがした。零子から告げられた言葉が脳のう裏りを過よぎる。




『近い将来、煉子は死んでしまうかもしれない』




　――まさか。

「あわわ。な、なななな、何があったんでしょう、煉子ちゃん!?」

「……熱中症じゃない？」

「早すぎませんか？　まだ一曲目ですよ……そこまで暑くもないですし」

「…………煉子」

「お兄ちゃん？　顔が怖いけど、どうかし――」

「煉子おおおおおおぉ！」

「ひゃっ!?」

「京輔ッ!?」「京輔くんっ!?」

　こちらの顔をのぞきこんでくる綾花をどかし、驚く鋭利と舞那を後に残して、京輔は動いた。鉄柵を乗り越え、フロアにあふれる人々を力任せにはねのけ、かき分けながらステージを目指す。

　降りかかってくる怒声も抗議の声も全て無視して、一直線に煉子の元へと向かった。激しい恐怖と焦しよう燥そうが、頭の中を埋め尽くす。狂ったように名前を呼んだ。

「煉子ッ！　煉子ォ！　煉子オオオォ!?」





×　×　×






「…………大丈夫？」

　体育館の外。地面の上でへたりこんでいる京輔に、綾花が声をかけてくる。

　全身汗まみれの京輔は「お、おう……なんとかな？」と弱々しく答え、腫はれあがった頰を押さえた。心配そうな綾花の背後、鋭利が「……ハァ」と吐息する。

「もう、何してんのよ……言ったじゃないの。熱中症なんじゃない？　って」

「ハハハ……そうだな。悪い、つい身体が動いちまって……」

　――京輔が最前列までたどり着いたとき、すでに煉子は意識を取り戻しており、落としたマイクを拾って事情を説明するところだった。

　今のは、ただの熱中症だと。初しよっ端ぱなから飛ばしすぎただけだと。

　煉子はストローチューブでミネラルウォーターを吸い、自じ虐ぎやく混まじりに嗤わらって気を取り直すと、中断されたライブを再開し、体調不良を感じさせることなく暴れ始めた。

　以降は何事もなくセットリストをこなして、六曲。

　煉子をあんじてステージ前まで出てきた京輔は元の場所まで戻ることも叶わず、狂乱状態の人々によって、もみくちゃのぐちゃぐちゃにされた。

　とりわけひどかったのが『ブレイクダウン』と呼ばれるモッシュパートだ。曲の途中でＢＰＭが一気に落ちるブレイクダウンに入ると、フロアに『モッシュピット』という空間が生まれる。そこでは、音楽に酔う観客たちがぶつかりあって押しあいへしあい、四し肢しを振り乱して滅茶苦茶に暴れるのだが、京輔は何度もこれに巻きこまれたのだ。

　横よこっ面つらをなぐられ、脇腹を蹴られ、時とき折おり舞台の上からも人がダイブして降ってくる。京輔がいたステージの前は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの戦場みたいな場所だった。

　ライブが終わる頃には全身傷だらけ。命からがら体育館から逃げ出してきた……と、いうわけである。舞那が「あうあう」と歯の根を震わせた。

「す、すごかったですねぇ……わたしたちが体育館を出るとき、お客さんが何人も担たん架かで運ばれてました。ち、血だらけになってる人もいて……」

「うう……煉子さんには申し訳ないけど、ああいう暴力的な音楽はやっぱり好きになれないよ。綾花は平和主義者だからね。微笑ましいＰＯＰソングしか聴かないの！」

「……そうね。あんたが平和主義者かどうかはともかく、あたしも好きになれないわ。歌詞は聴き取れないし、うるさいし……」

　顔をしかめる綾花に同意し、鋭利が耳を押さえる。

　煉子たち《マーダーフェイスMurderfaith》のライブを観み終おえた四人はくたくたで、しばらく動けないでいた。花壇に腰かけて、身体を休める。

　熱中症という煉子の説明に疑問を抱く京輔は今すぐにでも煉子と話し、様子を確かめたかったのだが――ライブが終わった後、煉子たちの元には大量のファンが押し寄せ、近づけなくなってしまった。また《歪曲酷死オーバー・ドライブ》に関する秘密を知らない鋭利たちが一緒ではイマイチ訊きづらく、京輔はもやもやしたまま空を仰ぐ。




「ドウシタ一年坊主ドモ？　疲レタ顔ヲシテイルガ」




　そこへ、近づいてくる者がいた。

　血色の毛で覆われた身体に、ぴょこんっと飛び出した耳。獣のきぐるみを着る異様な女子生徒は《殺人着》――《颶風孕みの狂獣ベイル・オブ・ゲイル》の田た中なか・ジェヴォーダン・春はる代よだ。

　その左手にはきぐるみ姿にふさわしく、色とりどりの風船が握られている。

「…………あ。た、たにゃかちぇんぱい……」

「否イナ。春代デ良イト言ッタハズダゾ、舞那？　我ト貴様ノ仲デハナイカ」

「あ、あはは……そ、そうでちゅね……春代先輩？」

「ウム。貴様ハ我ヲ完敗サセタノダ。誇ルガ良イ、強キ者ヨ」

　春代が満足そうにうなずき、モフモフした手で舞那の頭をポフポフ叩いた。

　一方、舞那は緊張した面持ちで、小さな身体を強こわ張ばらせている。

　……無理もない。

　先月行われた体育祭の《一◯◯◯メートル屠と競きよう走そう》で春代とぶつかった舞那は、彼女が被り続けているきぐるみの『頭部』を取ることで、見事勝利を収めたのだが――極きよく度どの恥ずかしがり屋である春代は、全校生徒に素顔を見られたことで発狂。目撃者を虐殺しかけるも、あまりのショックに卒倒し、記憶を失くしてしまったのだ。

　結果、春代はどうやら『舞那＝自分を負かした強者』と認識したようで、舞那を己の好敵手ライバルとして一目置くようになった。

　ただ、春代が記憶を取り戻したら即そく座ざに抹まつ殺さつされるのは間違いないため、舞那の方はいつもビクビク。傍はたから見ている京輔たちも気が気ではない。

　春代が怖いのはもちろん、舞那が殺やらかさないかも心配で……。

「あうあう。春代先輩は、ええっと……そ、その風船を配ってるんですか？」

「ウム。貴様ニモヤロウ。ホレ」

「……あ、ありがとうございまちゅ」

　差し出された黄色い風船を、舞那が恐きよう々きようと受け取る。

　春代は京輔たちにも各一つずつ、親切に風船を手渡してくれると、

「フフ。一ツ千円ナンダガナ？　先輩カラノサービスダ、特別ニ無料デクレテヤル」

「高すぎるだろ……」

「ぼったくりじゃーん！」

　春代が「フフフ」と妖あやしげに笑った。

「無論、普通ノ風船デハナイ。中ニハ気化シタ『薬』ガ詰メラレテイル。風船ヲ破裂サセ気体ヲ吸エバ、一瞬デ天国ニ『トリップ』スルコトガデキルゾ？」

　――そんなものを売るなよ。

「何ヤラ疲レテイルヨウダッタカラ……ソレデモ吸ッテ吹キ飛バセ。効果ガ切レルト鬱ウツニナルガナ？　マタ吸イタクテ仕方ナクナル。二ツ目の風船ハ二千円、三ツ目の風船ハ四千円デ、倍々ニ釣ツリアガッテイク寸法ダ！」

「売り方が汚きたねぇ！」

　薬物依存症にはなりたくないので、京輔たちは全員風船を返した。

　春代は残念そうに「……ムゥ」とうめくと、きびすを返して去っていく。

　途中、若い女性に連れられた子供が「ママ、僕ぼくあの風船ほしいっ！」と春代に近づくのを見て、なんとも言えない気持ちになった。

「……戻るか」

「そうね。そろそろシフトの時間だし」

「はわわ。や、やっぱり怖いところでちゅ……」

「薬入りの風船かぁ～。一応もらっておけばよかったかな」

　立ちあがり、新校舎へと帰る。

　来場客が行き交う敷地内を歩いて《デスソース焼きそば》やら《人肉ミートボール》やら《ファラリスの雄お牛うし丼どん》やら《臓ぞう物もつクレープ》やらの模も擬ぎ店てんが連なる広場を通り、昇降口に向かっていると、




「おや？　これは、これは――」

「神谷京輔と不ふ快かいな仲間たちじゃないか。クク」




　ちょうど真ん中辺りまで来たとき、聞き覚えのある声がした。

　見れば《陵りよう遅ちケバブ》と書かれた屋台からドクロスカーフで口元を隠した男子生徒が二人、京輔たちに近づいてくる。

「八やつ崎ざき先輩……」

「やぁ。後輩」

「愉たのしんでるか、後輩」

　二人は進路をふさぐようにして立ちはだかると、親しげにからんできた。

　短たん身しん痩そう軀くが三男・八崎鷹たか景かげで、長身巨きよ軀くが次男・八崎元もと遙はるだ。元遙は顔のほとんどを包帯でグルグル巻きにしている。

　綾花が「うわぁ～」と口に手を当てた。

「ひどい怪我ですね、先輩……誰にやられたんですか？」

「君だよ」

　元遙の目に殺意が宿る。綾花はひるむことなくペロッと舌をのぞかせて、

「あ、そうでしたっけ？　クスクス。すみませぇ～ん！　どうでもいいゴミのこととかいちいち覚えてないんでぇ～？　ごめんなさぁ～い、なんとか先輩？」

「…………。刻まれたいのかな」

　間ま延のびした口調で煽あおる綾花に、元遙がこめかみを痙けい攣れんさせた。

　舞那が「ふぇ!?　あ、綾花ちゃん……」と袖そでを引っ張り、鋭利が「……ハァ」と額を押さえる。京輔の背に冷や汗がにじんだ。

「コラ、挑ちよう発はつすんなって！」

「え？　別に挑発してないよ？　綾花は事実を言っただけだし？　誰こいつ」

「クク。相変わらずおもしろいね、君？」

　そこに新たな声が加わる。屋台の中から京輔たちのやり取りを眺めていた、中肉中背の長男・鷹たか元もとが、のんびりこちらに歩み寄ってきていた。

　手には刃渡り八十センチの湾刀シヤムシールが握られている。鷹元は右手で得物を弄もてあそびながら、綾花の目の前に立つと、

「あまり調子に乗るな、後輩。じゃなきゃ、あそこで君を『回す』よ」

　屋台の中で串くしに刺されて回る牛肉の塊かたまりを示した。こんがり焼けた表面は、幾いく度どとなく刃を入れられてズタズタに削けずられている。

　その光景を一いち瞥べつし、綾花が「うっ……」と顔を歪めた。

「……お、お兄ちゃん。綾花、お腹なかが空すいてきちゃった！　屋台で売られてるものは、食券で買えるんだよね？　せっかくだから、何かついでに買っていこうよ～。あ、でもあそこの《陵遅ケバブ》とかいうやつはパスっ！　だって、マズそうなんだもん」

　いけしゃあしゃあとのたまう綾花に、三兄弟が顔を見あわせる。

「殺すか」

「殺そう」

「殺してしまえ」

「はぁ!?　ちょっ――」

「クスクス。殺れるものならどうぞ。雑ざ魚こがまとめてかかってきても、綾花はちっとも怖くないですけどねぇ～？　叩きのめしてあげてよ、お兄ちゃんっ！」

「オレが!?」

　京輔の背中に隠れ、綾花が「あっかんべー」をする。元遙と鷹景も湾刀を取り出し、三方向から京輔たちを囲んだ。

　広場を行き交う来場者が「なんだなんだ」「お、見み世せ物ものか？」と興味を示す。殺る気満々の《八つ裂きジャック》を、京輔は必死になだめようとした。

「待ってください！　綾花のことは謝りますから――」

「「「死ねええええええぇ！」」」

　しかし当然、受け入れられるはずもない。

　振りかぶられる三兄弟の凶器から京輔が綾花を守ろうとした、次の瞬間。




「お邪魔しますよ」




「「「…………ッ!?」」」

　すべるように割りこんできた真紅の人影が、三兄弟の手首を連続で打ちすえ、凶器を取り落とさせる。鷹元の鼻先に、白銀色の鉄てつ扇せんを突きつけて、

「……失礼。手荒な真似をしました。さらに手荒な真似をされたくなければ、大人しくすることですね？」

　冷めた声音で脅おどす少女は、緋ひ色いろの和装束を着ていた。

　予期せぬ人物との再会に、京輔と綾花、そして鋭利が目を丸くする。

「神楽かぐら――」

「どうも姉さん、お久しぶりです。なんですか、その格好は。似あいすぎて危うく萌え殺されるところでしたよ？　スカートが若じやつ干かん短すぎる気もしますけど……相変わらず、素敵です。それに比べて――」

　鷹元に鉄扇を突きつけたまま、神楽がメイド姿の鋭利から視線を移した。

　京輔の背後、驚いている綾花に赤錆色の瞳を細め、

「……相変わらず低てい脳のうですね、クソ綾花？　バカは死ななきゃ治りませんか。あのまま殺らせていた方が、貴女のためになっていたかもしれません」

　あざけるように言い放つ。綾花はにっこりと笑い、

「あなたも変わらず鬱うつ陶とうしいです、ゴミ神楽。シスコンは死んでも治らないと思うけどそのまま萌え死んでた方が、世のため人のためになったんじゃないかな？」

　神楽の売り言葉に買い言葉を返した。

　しばし、無言でにらみあう。

「……チッ。わざわざ命を助けてやったというのに、小こ憎にくたらしいガキですね。自分の立場がわかっていないのですか？」

「わかってますけど？　あなたに助けてもらわなくたって、お兄ちゃんが助けてくれたもん！　綾花のお兄ちゃんは、あんな奴らに殺られないもんっ！」

「…………救いようのないブラコンですね」

「黙れシスコンっ！」

「貴様が黙りなさいブラコンッ！」




「これ、神楽」




　綾花と神楽の言い争いを止めたのは、しとやかな声だった。

「ふ、芙ふ蓉ようさま……」

　紅あか羽ばね芙蓉。暗殺者の名門《紅羽本家》の現当主にして、鋭利と神楽の母親だ。背後に従者らしき能のう面めんの男女を引き連れた芙蓉は、呆れるように苦笑し、

「神楽ったら、もう……いくら鋭利と綾花さんに再会できたのが嬉しいからって、少しはしゃぎすぎだわ。つつしみなさい？」

「「えっ」」

　芙蓉の言葉を聞いた綾花と神楽が、二人そろってギョッとなる。

「ゴ、ゴミ神楽がツンデレなのは知ってましたけど……えっ？　綾花のこと好きだったんですか。きもっ！」

「なっ……そ、そんなわけありません！　噓を吐くのは止よしてください、芙蓉さまッ！　誰がクソ綾花など好きますか。まったく……」

　ぶつくさ不平を呟いて、神楽が鉄扇をしまった。

　展開についていけず目を白黒させる三兄弟に、芙蓉が謝罪する。

「すみませんねぇ。ウチの者が乱暴をしまして。お怪我はございませんか？」

「は、はぁ……」

　芙蓉が柔らかく尋ね、地面に転がる湾刀を拾ひろった。困惑する鷹元に湾刀を手渡すと、その耳元に口を寄せ――。

「次、この方々に手を出してみなさいな？　首、落ちるわよ」

「…………ッ!?」

　ささやかれた鷹元がビクッと震え、青ざめる。芙蓉は「ふふ」と微笑んで、ゆっくり顔を離した。それきり興味を失くしたように、三兄弟から視線を逸らす。

　京輔たちに向かいあい、深々とお辞じ儀ぎした。

「お久しぶりです。京輔さん、綾花さん……それから、鋭利。隣にいらっしゃるのは、お友達かしら？　初めまして。鋭利の母です」

「ふえぇ!?　えっ、鋭利ちゃんのお母さん!?　は、はははは、はじめまちてっ！　わ、わたちはいがらちまいにゃでちゅ！　鋭利ちゃんとはくらちゅめいとで……あわわ」

　鋭利の家族とは初対面の舞那が、緊張でかみまくりの自己紹介をする。

　芙蓉が「あらあら」と破は顔がんした。

「ふふ。これはまた、可愛らしいお友達ですこと」

「いらっしゃったんですか、お母さま……来るだろうとは思ってましたけど」

　そそくさ逃げ去っていく三兄弟を尻しり目めに、鋭利が芙蓉に近づいていく。

「ええ。愛まな娘むすめの学校行事なんだもの、参加するのは当然よ。身内も来られるようだったから、神楽と刃ば更さらも連れてきたのよ」

「あのスケコマシは、別行動でナンパ中です」

「ブレない人だな……」

「……ほんとにね。あんたといい勝負じゃない、京輔」

「どこがだよ？」

「別に」

「あらあら、ふふふ。仲良しだこと」

　ジト目を向けあう鋭利と京輔を、芙蓉が微笑ましく見守っていた。

　その背後では、赤茶色の作さ務む衣えを着た能面の男女が大人しくひかえている。

　……気のせいだろうか？　のっぺりとしたお面の向こう側から、強い視線が注がれているように感じた。得体の知れない胸騒ぎがする。

「な、なぁ――」

「鋭利」

　従者について訊きかけとき。

　芙蓉が日ひ除よけの紅あかい和わ傘がさを広げ、小首を傾かしげる。

「ちょっとお時間、作れるかしら？　せっかくこうして会えたんだもの。妾わたしたちと回りましょうよ。京輔さんや綾花さんも、是非ご一緒に……」





×　×　×






「……お母さま。村むら正まさや繚りよう、乱らんたちは来てないんですか？」

「そうね。今回、あの子たちには屋敷でお留守番してもらっているわ。あんまり大所帯で来ても動きづらいでしょうし……念のため、ね」

「念のため……？」

「ふふ」

　微笑み、芙蓉が和傘を回す。

　あの後、冥土喫茶に戻ろうとしていた京輔たちは結局、紅羽家の面々と一緒に煉獄祭をめぐることにした。ただ、黙って仕事をすっぽかしていくわけにもいかず、

『シフトのことなら気にしないでください！　わたしが皆に伝えておきます。京輔くんと鋭利ちゃん、綾花ちゃんはちょっと用事で遅れそうだって……』

　――と、自ら申し出てくれた舞那を除のぞく五人（ずっと無言の従者を入れて七人）で、校舎を回り始めたのだが……。

「ねぇ、お母さん。どこにも入らないんですか？」

「……その呼び方はやめろと言ったはずです、クソ綾花」

　先導する芙蓉の背に問いかける綾花を、神楽がイラだたしげにたしなめる。

　芙蓉は気にせず振り向くと、

「ええ、綾花さん。個人的に是非、行きたい場所がありまして……少し寄り道する程度なら構いませんので、寄りたいところがあったときには遠慮なさらず」

「はぁーい！　了解です、お母さんっ！」

「…………チッ」

　意い気き揚よう々ようと答える綾花に、神楽が舌打ちをした。広場で購入した《臓物クレープ》をかじり、隣を歩く鋭利に手渡す。数口食べては渡しあいっこするという、仲むつまじい姉妹のやり取りを見ながら、京輔は密ひそかに首をひねった。

　――芙蓉が『行きたい場所』というのは、一体どこなのだろう？

　昇降口から校舎内へと入った芙蓉は、各棟各階を一通り見て回ったのだが、終しゆう始しどこにも興味を示すことなく淡たん々たんと歩き……。

「……お母さま？　この先にはなんにもありませんけど」

「ふふふ。まぁまぁ、ついてきなさいな」

　静まり返ったＢ棟四階《職員室》を通り過ぎると、いぶかしげな鋭利に構わず進み、赤いペンキで『立入禁止』と書かれた鉄扉を開ける。

　数時間前、京輔が鋭利に連れてこられた屋上とは別の棟だ。鋭利同様、ピッキングであっさり鍵を破った芙蓉は、

「どうぞ。お伝えしたいことがあります」

「は、はぁ……」

　戸惑う京輔たちを屋上に招き鉄扉を閉めると、再び施せ錠じよう。鉄柵と有ゆう刺し鉄てつ線せんで囲まれている屋上の真ん中で対たい峙じした。瞬間、




　なんの気配も前触れもなく、京輔は――いきなり顔をなぐられる。




「京輔ッ!?」「お兄ちゃんっ!?」

　悲鳴をあげることすらできない、突然の強襲。為なす術すべもなくブッ飛ばされた京輔は、鼻血を噴ふいて地面を転がり、鉄柵にぶつかった。呼吸が止まり反吐が散る。

　打たれた左頰が、火を噴ふくように熱くなっていた。

「ぐうッ!?　な、なん――」

　混乱しつつも起きあがろうとする京輔に、能面の男――今しがた京輔に右ストレートを叩きこんできた従者の一人が、拳をボキボキ鳴らしながら近づいてくる。

　――殺される。はっきりと、そう予感した。

「お母さまッ!?　どういうことですか、止めてください！　お母さまッ！」

「お、お兄ちゃ――きゃっ!?　何するんですか、離してッ！　離してくださいってば！　離せええええええエエエエエエェ！」

　鋭利が芙蓉にすがりつき、京輔に駆け寄ろうとした綾花が、能面の女――もう一人の従者に捕つかまり、四肢を振り乱して暴れる。

　神楽は「……ふわぁ」と生あくびしていた。

「ク、クソッ――」

　鼻血をぬぐってにらむ京輔を、表情のない能面が見下ろしてくる。身体中から怒ど気きを立ちのぼらせる男は、短く吐き捨てるように、




「クソはテメェだろうがクソガキ？」




　言い放つや両手で胸ぐらをつかみ、京輔を無理やり立ちあがらせた。どこかで聞いたことのある声だ。京輔は「……え？」と耳を疑う。

「噓、だろ……ま、まさか――」

「えええええええええぇ!?　マ、ママママ、ママあああぁ!?」

　そのとき、綾花の素すっ頓とん狂きような悲鳴が響いた。

　驚いている綾花の眼前、能面を取り、かつらを脱ぬいで顔の皮ひ膚ふ――極ごく薄うすの特殊マスクをはいだ女性がたたずんでいる。女性はソバージュヘアの茶髪に手ぐしを入れて綾花によく似た目を細めると、イタズラっぽく微笑んだ。

「イエス。久しぶりだね、綾花ちゃん？」

「…………は？　お、おい……なんでこんなところにいんだよ、オフクロ……」

「あ、京輔ちゃんも久しぶり。会いたかったよ！」

「どうして――」

「それはこっちのセリフだろうがあああァ!?」

　手を振る女性に唖あ然ぜんとしていたら、男が胸ぐらを引き寄せてきた。のっぺりした能面を近づけ、うなるように尋ねる。

「なんでテメェがこんなところにいやがる、クソガキ？　オレと早さ苗なえは留守番してろっつったよな？　綾花を頼むっつったよな!?　なのにどうしてこんなところにいやがるんだァテメェはああああああァ!?」

「んぎぎぎぎ!?」

「お兄ちゃあああぁんっ!?」

「直なお樹きくん、落ち着いて。京輔ちゃんが窒ちつ息そくしかけてる」

　駆け寄ってきた綾花と女性に止められて、男が京輔から手を離した。窒息どころか喉のどを潰されかけた京輔は、地面に崩れ落ちてせきこみ、酸素をむさぼる。

「お、お兄ちゃん……大丈夫？」

　綾花に介かい抱ほうされる京輔を見下ろしながら、男が「ハッ！」と鼻で笑った。

「相変わらず弱っちいなァ、クソガキ？　そんなんだから、テメェはいつまで経たっても『普通』なんだよ。それでもオレの息子か、京輔？　百年修行してこいや」

「テ、テメェ――」

　あざ笑ってくる能面を、歯を食いしばってにらみつける。

　…………間違いない。この傲ごう岸がんで不ふ遜そんな態度、粗そ野やで乱暴な言動、そして何より実の息子をなぐりつけて絞しめあげた挙あげ句く、悪びれもせず堂々としている暴ぼう虐ぎやくぶりは、




「うるせぇ、クソオヤジ！　今までどこで何してやがった!?」




　――神谷直樹。

　海外出張したまま音信不通になっていた、京輔たち兄妹の父親だった。




























「…………京きよう輔すけたちの、ご両親？」

「ええ。神かみ谷や直なお樹きさんと神谷早さ苗なえさん――正しよう真しん正しよう銘めい、二人の親おや御ごさんよ」

　芙ふ蓉ようがたたんだ和わ傘がさを差し直し、鋭えい利りの呟つぶやきに答える。視線の先では、早苗と同じく素顔を露あらわにした直樹が、京輔の胸ぐらをつかんでいた。

「――あァ？　どこで何してやがっただとォ、クソガキ……こちとら、テメェのおかげで危あやうく殺されかけてたんだろうがあああァ!?」

　短く刈られた黒髪とサイドに入れられた剃そりこみ、気の弱い人間が見たらそれだけで卒そつ倒とうしそうな強こわ面もてを、大小無数の傷きず痕あとが覆おおっている。怒りに歪ゆがむ直樹の顔を前にして、京輔は目を白黒させていた。

「えっ……こ、殺されかけてた？　オヤジが？　誰だれに？」

「テメェが今いるこの学院の連中だ、ボケッ！」

「「…………ッ!?」」

　直樹が叩きつけた言葉に、目をむく京輔と綾あや花か。すると、早苗が「正確には学院じゃなくて、背後についてる《組織》が差し向けてきた殺し屋らしいけど」と補ほ足そくする。

「仕事も終わって、そろそろ日本に帰ろうか～ってなってるときに、滞在中のホテルが襲われて……そこからはもう鬼ごっこだよ。本当しつこかったんだからっ！　どうして狙われてるのかもよくわからなかったし、逃げるだけでも精いっぱいでさぁ～」

「……だな。マジ災難だった。どんだけ飛び回ったか……」

「うん、危うく天国まで逝いくところだったよね」

　――あっ、でもでも！　と早苗が声を弾はずませ、直樹の背中に抱きついた。

「直樹くんと二人っきりで色んなところに行けたのは、すっごく楽しかったよ？　新婚旅行を思い出しちゃった。いっぱい一緒にいられて幸せだった！」

「さ、早苗ちゃん――」

　瞬間、直樹の強面がとろける。京輔から手を離し、

「オレも幸せだったよ、早苗ちゃんっ！　半年以上も二人っきりでいられて、マジ幸せだった！　結婚前から今も変わらず世界で一番愛してるよ、早苗ちゅわ～ん！」

「いやあああぁ～～～ん!?　私もだよぉ、直樹きゅう～ん。愛してるっ！」

　抱きしめあってキスをしまくる直樹と早苗に、周囲はドン引き。京輔たち兄妹はもちろん、鋭利と神楽かぐら、芙蓉までもが微笑を消して真顔になっている。

「…………おい」

「あァ？　なんだクソガキ、邪魔すんじゃねぇ」

「空気を読んでくれないかなぁ？」

「お前らが読めッ！」

「親に向かって『お前』とはなんだッ!?　ブッ殺すぞ、クソガキッ!?」

「子に向かって『ブッ殺す』ってなんだよッ!?　ブッ殺すぞ、クソオヤジッ!?」

「親に向かって『ブッ殺す』とはなん――」

「はいはいはいはい、もう結構です。お止やめください、二人とも」

　パンパンパンパンと手を叩き、芙蓉が口ゲンカを制した。













　額ひたいをぶつけてにらみあっている京輔と直樹に、深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐つく。

「話がまったく進みません。感動の再会はこの辺りで一いつ旦たん打ち止めにして、経けい緯いと状況の説明をしましょう？」

「――うん。芙蓉ちゃんの言う通りだよ。いい加減にしなさい直樹くん、京輔ちゃん。あなたたち、いつまで話を脱線させるつもりなの？」

「わぁ、さすがママ！　自分のことを棚たなにあげつつ素早く意見に乗っかって、さも自分は悪くないかのように振ふる舞まってるよ、すごい変わり身！」

「フフ。ありがとう、綾花ちゃん」

「……別にほめてはいないと思うけど」

「なんなんですか、この家族……」

　鋭利と神楽が置いてけぼりを食った様子で、一連のやり取りを見ていた。

　父親から距離を取り、気を取り直した京輔は、

「あの、すみません……なんでオヤジとオフクロが、紅あか羽ばね家けといるんです？」

　この場で最も事情を知っていそうな芙蓉に尋ねる。

　芙蓉たち紅羽家は暗殺者の名門、裏社会の存在である。なのにどうして、京輔たちの両親と行動を共にしているのだろうか。

「ふふ。それはね、京輔さん――《組織》の殺し屋から逃れ、各地を転々とするお二人の身柄を妾わたしたち紅羽が保護し、かくまわせていただいたからです」

「……紅羽家が、オレのオヤジとオフクロを？」

「ああ。ぶっちゃけ助かったぜ、芙蓉……」

　直樹が鉄柵にもたれ、芙蓉の名を呼び捨てにする。

「あのまま逃げ続けても、ジリ貧ひんなのは確実だったしな……何より、状況がよくわかんねぇ。オレらをしつこく狙ねらう奴らは何モンなのか？　誰の差し金なのか？　そもそも、なんで狙われてんのか？　調べてはいたんだが、イマイチ判はん然ぜんとしねぇ。そんなところに接触してきやがったのが、コイツら紅羽家っつーわけだ」

「…………なるほど」

「えー。でも、それっておかしくないですか？」

　納得しかける京輔に、綾花が首を傾かたむける。

「紅羽の人たちはどうして、パパたちが狙われてるって知ってたんです？　なんだか、妙みように親しげですし。まさかとは思いますけど、紅羽家と綾花のパパたちって……何か、繋つながりでもあるんです？　元々知りあいだったとか」

「はぁ？　んなわけ――」

「ええ。そうですよ」

　直樹の否定をさえぎり、芙蓉が首しゆ肯こうした。

「はぁ!?」と目をむく直樹を一瞥し、悪びれもせず肩をすくめる。

「この期ごに及およんで隠し続けるのは難しいかと。素直に教えて差しあげたらいかがです？　貴方あなたがた夫婦が、今まで秘密にしてきたことを」

「……………………」

　直樹が黙った。「――秘密？」と眉まゆをひそめる京輔たち兄妹を見やり、無言のままにうなずく早苗の顔を確認すると、嘆たん息そく。後頭部をかきながら言う。

「……だな。あー、京輔。綾花。お前ら二人に黙ってたことがあるんだが――」

「なんだよ」「なぁに、パパ？」

「オレと早苗がやってる仕事のことだ。外がい資し系の商社で働いてるサラリーマンだの海外出張で忙しいだの、適当な噓うそを並べてごまかしてたんだけどよ……オレと早苗の職業、実は《用よう心じん棒ぼう》なんだ」

「……用心棒？」「ＳＰってこと？」

「いや。ＳＰじゃねぇ」

　綾花の問いに首を振り、直樹は続けた。

「ＳＰは『セキュリティポリス』で警察、要は公務員だろ？　オレと早苗がしてる仕事はそんなに綺き麗れいなモンじゃねぇ。護衛するのは主に裏社会の要人で、相手取るのは主に殺し屋だからな」

「「殺し屋ああああああぁ!?」」

「イエス。殺し屋にはターゲットがいるでしょ？　その標ひよう的てきが殺されちゃわないように守って、返かえり討うちにしてあげるのが私たち《用心棒》のお仕事！」

「マ、マジかよ……」「すごーい！」

　驚愕する京輔の横で、綾花が無む邪じや気きに目を輝かせる。

　確かに直樹の常識外れな身体能力、鍛きたえ抜かれた肉体、やたらと生傷だらけの全身は『アンタ、絶対カタギじゃないだろ？』というものだったが、まさか本当にカタギじゃなかったとは……。どうりで色々普通じゃないわけだ。

「え、えーっと……じゃあ、その……もしかして、アレか？　オヤジが電車にはね飛ばされて大おお怪け我がしたって話は――」

「ああ、噓だ。実際には、質の悪い殺し屋に当たって半殺しの目に遭った。早苗が仕事に復帰したのも、オレを心配したからで……」

「当たり前だよ、直樹くんっ！」

　早苗が直樹の腕にしがみつき、上うわ目め遣づかいにうるうるとした。

「……死んじゃうかと、思ったんだから。あんなことが、もしまた起こったら……私がのんびり家事をしてる間に、直樹くんが殺されちゃったら……って思い始めたら、いても立ってもいられなかったの！　私も一緒に守りたい。クライアントを守る直樹くんを守って、身も心も支えてあげたい……って！」

「さ、早苗ちゃん……」

「直樹くん……」

「だから、空気を無視してイチャつくんじゃねぇよ！」

「ママが家庭をほっぽり出してくれたおかげで、綾花たちがこうなってるんだけどねぇ……まぁ、綾花はお兄ちゃんと二人っきりになれたし、構わないんだけど！」

「お前までイチャついてどうする!?」

「…………チッ」

　鋭するどい舌した打うちがした。見れば、芙蓉が笑顔でたたずんでいる。

「ふふふ。相変わらずラブラブですね。直樹さん、早苗さん……うらやましいですわ、ふふ。本当に……すでに夫を亡くしている身の妾としては、今すぐにでもどちらか一方を微み塵じん斬ぎりにして同じ気持ちを味わわせてやりたいくらいです、ふふふふふふふ」

「「――――――――」」

　直樹と早苗が抱きあったまま固まった。

　数瞬の後、飛びのくように身体からだを離して、芙蓉をなだめる。

「待て、早まるな！　イチャイチャすんのは自じ重ちようすっから……」

「ごめんっ！　ごめんね、芙蓉ちゃん!?　ほら、恋って盲もう目もくだから……あはははは……雅まさ人とくんのこと、考えてあげるべきだったよね……？」

「すまんッ！」

　直樹と早苗が二人そろって頭を下げた。

　芙蓉が「あら珍めずらしい」と面めん食くらい、不ふ穏おんな気配を引っこめる。

「早苗さんはともかく、直樹さんが素直に謝るだなんて。今日は大雨になるのかしら？　傘を持っててよかったわ」

「うるせーよ」

　直樹が芙蓉に三さん白ぱく眼がんを向け、身体を起こした。視線を逸らしながら言う。

「アイツのことは、オレも無念に思ってるんだ……今でもたまに『生きてりゃあ』って考えちまうぜ。雅人はオレの親友だからな」

「……………………え？」

　神楽と傍ぼう観かんしていた鋭利が、眠たげな目を見開いた。

「お、お父さまの……親友？」

「ええ」

　芙蓉が瞼まぶたを閉じる。六年前に他界した、夫の姿を思い描くように、

「紅羽家にやって来る前、雅人さんが《用心棒》の仕事をしていたことは知っているでしょう？　直樹さんとは元同業で同どう僚りようだったのよ」

「なっ――」

　鋭利が直樹を見た。直樹はなんとも言えない微妙な顔つきになり、

「よ、よう……雅人の奴が溺でき愛あいしてた長女だな？　鋭利ちゃんっつったっけ。六年前、葬儀のときにも顔をあわせてるんだが、覚えてないか」

「……覚えて、ないです」

「ハハ……だよな。あんときはまだ小さかったし」

　困惑しつつ答える鋭利に、直樹は苦笑。元同僚で親友だった男の娘相手に、いささか緊張しているらしい。鋭利は鋭利で、直樹のことをまじまじ観察していた。

　開いた口がふさがらない京輔に、チラチラ視線をやりながら、

「あたしのお父さまと、京輔のお父さまが……ふぅん？　そ、そうなんだ……へぇ……ならあたしの家のこととかも、少しは理解が得えられやすいのかしら……？」

　などとブツブツ呟く鋭利に、芙蓉が「ふふ」と目尻を下げる。

「娘のことは後ほど、また改めて紹介させていただくことにしましょう。ともかく以上のような繋がりがありまして、妾たち紅羽の方からお二人に接触を図はかったわけです」

「な、なるほど……」

　思えば二ヶ月前の夏休み、京輔が紅羽家に招かれたのも、その辺りの思惑がからんでいたのかもしれない。つくづく底の見えない人だと、京輔は思った。

　芙蓉はしとやかな物腰で続ける。

「そうやって無事ご両親の安全を確保した後、妾たちは次の話しあいをしました。即すなわち京輔さんと綾花さん、罠わなに嵌はめられ奪うばい取とられたお子さんがたを、いかにして取り戻すかという画かく策さくを」

「ああ――」

　……やっぱり、そうか。直樹も早苗も、自分たちの子供がこんな学院にブチこまれたと知って黙だまっている性格ではない。『直じか談だん判ぱんしに来るかもしれない』という冗じよう談だん混まじりの一言が、紅羽家の協力を経へて奇くしくも現実になった形だ。

「煉獄祭は学外の人間も堂々と入れるとのことで、従者に紛まぎれていただいたのですよ。暗殺の名門である紅羽は『あざむく』ことにも長たけておりますし……殺し屋と敵対関係にある用心棒のお二人が、妾たち紅羽と親交があろうなどとは思わないはず。接触にも細心の注意を払わせましたから無事、懐ふところまで入りこめました。残るは――」

「思いっきりブンなぐるだけだな」

　芙蓉の言葉を継ついで、直樹がボキボキ指を鳴らした。

「ヒトサマのガキに手ぇ出して、オレらのことまで殺ろうとしやがったんだ……土下座くらいじゃ済まねぇぞ？　片かたっ端ぱしから半殺しにして、有り金むしり取ってやる。慰謝料一兆円だボケ。全員潰つぶすッ！」

「……というわけにもいきませんので、責任者と話しあいをする予定です。強行突破は最後の手段というかやる前から失敗するのが目に見えていますし遺い恨こんも残りますので、言語道断。下げ策さくも下策、愚ぐの骨こつ頂ちようと言いますか、猿さるでも取らない手段かと」

「あァ!?　なんだとテメェ、ケンカ売ってんのかコラァ!?」

「はーい、どぉどぉ。落ち着こうねぇ、直樹くん」

　芙蓉に食ってかかる直樹を、早苗が羽は交がい絞じめにしてなだめる。

「芙蓉ちゃんの言う通りだよ。ていうかここにくる前、皆で決めたよね？　直樹くんのそういう熱いところも好きだけど、たまにはアタマを働かそうよ」

「…………す、すまん」

「あらあら。やっぱり尻に敷しかれているみたいですね」

「うるせぇ、性悪クソ女。テメェの尻に敷かれるよりかは、万倍マシだ！」

「心配なさらず。別に、妾も敷きたくありません」

「あの、お母さま……」

　直樹の悪あく態たいをしれっと弾き返す芙蓉に、鋭利が恐る恐る尋たずねた。

「京輔たちを取り戻すっていうのは、つまり……」

　芙蓉が「ええ」とにっこり微わ笑らう。

「京輔さんと綾花さんを、ここから退学させてもらうのよ」





×　×　×






「お二人の退学をお願いするに当たって、ひとまずこの学院の責任者――理事長に面会したいのですが、居場所がよくわからないんですよね」

「理事長室に行きゃ会えるんじゃねぇの？」

「ええ。ですから、その理事長室が見当たらないのです。体育祭で学院を訪れたとき、探してみたんですけれど……」

「教師に訊けばいいんじゃないかな？　さすがに知らないってことはないでしょ」

「そうですね。では、ひとまず職員室に向かいましょうか」

　短い話しあいの後、京輔たちは屋上から校舎内に戻り、四階の職員室をうかがうことにした。プルガトリウム更生学院では、各教師にそれぞれ個室が与えられている。廊下に並んだ部屋のうち、芙蓉が『久く瑠る宮みや聖ひじり』と書かれた扉をノックしてみるものの、

「……いらっしゃらないようですね」

　反応はない。残りの部屋も、同様だった。

　煉獄祭の最中ということもあり、教師たちは出払っているのかもしれない。面倒だが探しに行くか――と、京輔たちが下の階に降りようとしたとき。




「いやぁ～。本当にいいライブだったよ、煉れん児じ。君や煉れん子こはもちろんすごかったけど、クラスメイトの子たちも中々やるねぇ～。盛りあがりすぎてもうぐっしょりだ！　早く着替えてシャワーを浴あびた――うひゃあ!?」




　曲まがり角かどから女性が現れ、直樹とぶつかりそうになる。びっくりして避よけた女性は、直樹の顔を目にするや叫んだ。

「ひいっ!?　こ、ここここ、殺し屋だあああああああああぁ！」

「アァン!?　誰が殺し屋だ、このアマァ!?」

「ひいいいいいいいいいぃ!?」

　怒ど鳴なる直樹に飛びあがった女性が、近くにいた人物の背後に隠れる。

「……………………」

　象ぞう牙げ色いろのガスマスクを被った、制服姿の大男。その人物を認めた瞬間、今度は直樹が「げっ!?」とひるんだ。早苗も「やばっ――」と血けつ相そうを変え、京輔たちをかばって前に出る。直樹が威い嚇かくするようにうなった。

「テ、テメェ……オレらをつけ狙ってた奴だよな？　久しぶりじゃねぇか、オイ」

「……………………」

　大男は答えない。驚いたのは京輔だ。

「えっ!?　オヤジたちをつけ狙ってたって……煉児が？」

「――レンジ？　なんだクソガキ、コイツを知ってやがんのか」

「い、一応……」

　一ヶ月前、体育祭で煉児に殺されかけた京輔は、複雑な思いで答える。煉児の陰かげから顔をのぞかせた女性が「あっ！」と声をあげ、京輔に手を振ってきた。

「京輔くんっ！　そこにいるのは京輔くんじゃないか！」

「…………知りあい？」

「い、一応……」

　胡う乱ろんげな目で尋ねる早苗に、京輔は首肯。煉児の背中から半分だけ顔を出す人物――白銀色の髪に氷蒼色アイスブルーの瞳、伊だ達て眼鏡めがねをかけた女性に頭を下げて、

「どうも、零れい子こ先生」

「――先生？　このアマ、先公なのか」

「そうだよ。臨りん時じだけれどね」

　京輔がいたことで多少なりとも安心したのか、零子が首の辺りまで顔を出す。

　教師とはいえほとんど肩書きだけで、実際何かを指導しているわけではないのだが、その辺りには零子の娘――煉子の事情もからんでくるため、わざわざ言及するつもりはないらしい。零子は皆を見回すと、そこでようやく気がついたように、

「……あれ？　一体どこの殺し屋なのかと思えば、標的さん――もとい京輔くんの両親じゃないか！　後ろにいるのは、ええっと……紅羽家？　えっ、何この組みあわせっ！　ていうか、どうしてこんなところにいるの!?　じょ、状況がよくわからな――」

「わからねぇんなら、わからせてやるよッ！」

「ひゃああああああぁ!?」

　戸惑う零子に直樹が近づき、首根っこを捕まえた。力任せに煉児の背中から引きずり出すと両手で胸ぐらをつかみ、零子の身体を持ちあげる。

「――先生。オレらはテメェらに奪われた、ガキどもを取り戻しに来たんだよ……いいから、黙って理事長んとこに連れてけ」

　素直に言うこと聞かねぇと――と顔を近づけ、

「痛い目、見ることになるぜ？」

　直樹に凄すごまれた零子が絶ぜつ句くし、顔がん面めん蒼そう白はくになった。恐怖に引きつる零子の顔がなぜかみるみる紅潮していき、艶つややかな唇くちびるがわななく。

「い、いいいい、痛い目……って、いうのは……ま、まままま、まさか……!?」

「ああ。決まってんだろ？　オレがテメェを屈くつ服ぷくさせて、力ずくでも言うこと聞かせてやるっていう意味――ん？」

　答えかけ、直樹がふと眉をひそめた。

　いぶかしげな目で自らの手元、つかみあげている零子の胸元を見る。

「…………ッ!?」

　直樹が目をむいた。《ＧＭＫ48》のバンドロゴが描かれた青い半袖Ｔシャツの布地を、これでもかと突きあげているＪカップのふくらみ。それが直樹の腕に押しつけられて、柔やわらかく歪ゆがんでいる。直樹がごくりとつばを呑のみこんだ。

「ひぃ!?　おっ、おおおお、犯おかされるっ！　組くみ伏ふせられて無理やり屈服させられて、上にも下にも言うこと聞かせて、痛い目見させられちゃうううぅ～～～っ！」

「はぁ!?　いや、そういう意味じゃね――」

「煉児いいいいいいぃ！　この強ごう姦かん魔まをひねり潰せええええええぇ！」

　零子が絶叫した、直後。

「オヤジ、危ねぇ！　避けろおおおおおおおおおぉ！」

「パパあああああああああぁ!?」

　不動の怪物が動き、直樹に右腕を振るう。分厚い筋肉に鎧よろわれた腕が、主あるじを巻きこまないよう振りあげられて叩きつけられ、直樹の頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さい――。




「しゃらくせぇ」




　……できなかった。煉児が叩きつけた右腕は、直樹が無造作に持ちあげた左腕で冗談のように止められている。

「蚊かでも止まったのかと思ったぜ？　へなちょこじゃねぇか、クソ坊ぼう主ず。やっぱりそのマスクを取らなきゃ太た刀ち打うちできねぇか？　取っても押さえこむけどよ……今まで散さん々ざんオレらをつけ回してきやがった借り、この場でまとめて返してやろ――ぶふぅ!?」

　低い声音で凄んでいる途中、直樹が頰をなぐりつけられた。

「なッ――」と驚く直樹の鼻はなっ柱ぱしらにもう一発、左のストレートをブチこんで、

「直樹くううううううぅん？」

　直樹をなぐりつけた早苗が、満面の笑みを浮かべる。さらに右の拳を引きながら、

「ねぇ直樹くん、さっきさぁ……鼻の下、伸ばしていたよねぇ？」

「…………は？　伸ばしてねぇ――」

「噓だッ！」

「――おぶぅ!?」

　早苗の右ストレートを食らった直樹がなぐり飛ばされ、廊下に倒れこんだ。すかさず馬乗りになった早苗が、直樹の顔に往おう復ふくビンタの嵐を見舞う。

「バカバカバカバカバカバカバカバカ、直樹くんのバカああああああぁ！　絶対鼻の下伸ばしてたっ！　おっぱい教師のおっぱいに、鼻の下伸ばしてたもんっ！　不ふ倫りんだぁ！　これは立派な不倫だよ、直樹くん!?」

「はあああぁ!?　お前、何巨乳に嫉しつ妬と――」

「してないッ！　話をすり替えるな、この浮気者がああああああああああああぁ！」

「えっ、冤えん罪ざいじゃねぇかあああああああああぁ――げぶぅ!?」

「……………………シュコー」

　ターゲットを横取りされた煉児が、困こまったように主を見やる。零子はシャツの上から羽は織おった白衣を直しながら「……あー、もう平気だよ。煉児、ストップ」と呟いた。

　鋭利と神楽は呆あつ気けに取られ、芙蓉は呆れ返り、綾花は「ママ嫉妬深すぎ……」と自分のことを棚たなにあげている。

「やれやれ。なんなんだい、あのイタい夫婦は……」

　――処女をこじらせてるアンタも大たい概がいイタいですけどね。という言葉を呑みこんで、京輔は気になっていることを尋ねた。

「零子先生。煉児がオレの家族を狙ってたのは本当ですか？」

「……うん、本当だよ。ごめんね？　仕事だったんだ。煉児の運用実験も兼かねて、標的二人を抹まつ殺さつするように指示されててさ。煉児の前にも殺し屋は送られてたんだけどね、仕し留とめられなくて……しびれを切らした上の連中が《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》を動かしたんだ。私は直接顔をあわせていないけど、煉児は何度か交戦してる」

「……《安全装置リミツター》は？」

「着けてナイナイ。それでも始末できなくて、正直かなり手こずってたんだよ」

「マジっすか……」

　さすがオヤジだ。巷ちまたで《鋼鉄の肉体メタリカ》《百万人殺しメガデス》などと畏おそれられていた京輔も、家に帰れば『弱小』『貧弱』などとなじられ、こき下ろされる……。

　京輔がことさらに自分を『普通』と卑ひ下げするようになったのも、こうした家庭環境が多分に影響しているのだった。

「――それで？　私も訊きたいんだけどさ、なんで彼らがここにいるんだい？」

「妾が手引きしたからですわ」

　零子の疑問に芙蓉が答える。芙蓉はにっこりと微笑み、

「妾たち紅羽家が全面的に協力し、手助けをしているのです。京輔さんと綾花さん――友人夫妻のお子さんを、貴女がたから取り戻させていただくために」

「…………へぇ。なるほど、そういうことかい」

　零子の瞳が細められた。

　芙蓉の瞳も細められ、緊きん迫ぱくした空気が充みちる。

「そういうことです。貴女がたとて紅羽を敵に回したくなどないでしょう？　直樹さんが先ほどおっしゃった通り、理事長のところへ連れていきなさい。従わなければ、どうなるか……痛い目だけでは済ましませんから、ね？」

　零子の耳に口を寄せた芙蓉がささやき「ふっ」と息を吹きつけた。

「ひゃひぃ!?　わ、わかったよ……」

「ふふ。いい子です」

　芙蓉が笑い、身体を離す。処女の零子が耳を押さえて、真っ赤になっていた。

「さて――早苗さん」

「……うん？　どうしたの、芙蓉ちゃん」

　直樹を廊下にはいつくばらせて土下座させ、足で頭をゲシゲシ踏ふみつけていた早苗が振り返る。直樹はすでに全身ボロボロだった。

「このかたが、理事長に会わせてくださるそうです。おっぱい好きの腐くされ亭主は放っておいて、早く行きましょう？」





×　×　×






「……着いたよ。ここが理事長室だ」

　零子に連れてこられたのは、新校舎の地下。Ｂ棟一階、階段近くの物置きに隠かくされていた階段を降り、四つの鉄扉を開けた先にある扉の前だった。『理事長室』と書かれたプレートの下には、英字で『Cocytusコキユートス』と記しるされている。

　頰に残ったビンタの痕あとをなでさすりつつ、直樹がぼやいた。

「どんだけ奥に潜ひそんでやがんだ、ここの理事長は……」

「どうりで、探しても見つからないわけです。用心深いかたなのですか？」

「う～ん。用心深いというか、まぁ……重度の『引きこもり』だね」

　答え、零子がインターホンを押す。尚なお、あまり大人数で押しかけるのもなんなので、鋭利と神楽には席を外してもらった。今頃、姉妹で煉獄祭をめぐっているはずだ。

「……出ないね」

　もう一度インターホンを押す。金庫を思わすスイング式の扉は堅けん牢ろうで、内側からしか開かないらしい。扉の上には、監視カメラまで備そなわっていた。

　しかし、いつまで経っても反応はない。零子がインターホンを連打した。

「おい、引きこもり！　お客さんだよ、反応しろよ。まさか寝てんじゃないだろうなぁ……おいってば、おいっ！　早く返事を――」




『うるさい黙れ、黙れうるさい』




　インターホンのスピーカーから、かったるそうな声が漏れ出す。女にしては低音で、男にしては高音な、性別不ふ詳しようのハスキーボイスだった。

『連打しなくても聞こえてますから。聞こえてますから、連打しなくても！　あーあーうぜーな、めんどくせーな。激おこぷんぷん丸ですわマジ、これだから巨乳は！』

「つべこべ言わずにさっさと開けろ、ガキ！」

『やだぁー、オバサン超怖いんですけどぉー。ウケる』

「ウケるな。開けろクソガキ！」

『へいへい』

　短いやり取りの末、扉のロックが解除される。煉児が開いた扉の中に零子がズカズカ踏みこんでいき、京輔たちも後に続いた。直後、

「うおっ!?　な、なんじゃこりゃ……」

「ひゃあ!?　何これ、きったない……」

　視界に飛びこんできたのは、ゴミと衣類と漫画とＤＶＤとぬいぐるみ――その他よくわからない諸もろ々もろが床一面に散らかった、荒れ放題の広い部屋。

　そして――。




「いらっしゃいませー。ゆっくりしていかないでね！」




　混こん沌とんとした部屋の中央、ゴミと衣類と漫画とＤＶＤとぬいぐるみの海に浮かぶ孤島のようなベッドから、パジャマ姿の女性が声をかけてくる。

　年齢はよくわからない。京輔たちと同年代くらいにも二十代前半くらいにも見える、端たん正せいな目鼻だちをしていた。ただ、紫し黒こく色のミディアムヘアーは寝ね癖ぐせがついてあちこち跳ねており、髪と同じく紫黒色の瞳も眠そうだ。













　その両目が捉とらえているのは、客人ではなく手元の黒い携帯ゲーム機。

　零子が床のゴミを蹴散らし、ベッドに近づいていく。

「おい、真ま紀き奈な！　呑のん気きにゲームしてる場合じゃないよ、この人たちが――」

「わーってる。全部カメラで視みえてますから。視えてますから、全部カメラで！」

　叫び、理事長らしき女性がアゴをしゃくった。

　リクライニング機能で上半身を起こした女性のちょうど目の前、背もたれからアーチを描いて伸びる先せん端たんに、モニター画面がくっついている。

　女性はベッドに寝そべりながらゲームをしているのだが、女性の手が届く範はん囲いに様々なものが置かれていた。システムコンポ、電子ブックリーダー、ティッシュ、耳かき、リップクリーム、美顔ローラー、コーヒーメーカー、スナック菓子、ミニ冷蔵庫……。

　腰の辺りに張り出している机には、ノートパソコンとペンタブレットまである。

「すげぇ生活環境だな、アレ……」

「……ん？　おお、京輔っちじゃん！　初めて生で見た」

　呆気に取られる京輔に、女性が手を振ってきた。携帯ゲーム機を適当に放り捨てると、眠たげだった目をキラキラさせて、

「うほっ、画面越しに見るよりいいオトコじゃないですか、やだー。ほれほれ、もっと近ちこう寄れ」

「――真紀奈」

「あん？　お前じゃないです、寄るなおっぱい！　垂たれて死ね、野の垂たれ死ね！」

　女性が「チーン！」と鼻をかみ、丸めたティッシュを投げつける。ティッシュは零子の左胸に当たって床に落ち、ゴミの山に新しく積つもった。

「ちくび。二百点。テッテレー♪」

　零子のこめかみ辺りから、プツンッと何かが切れる音。

「おーい、煉児ぃ？　悪いんだけどさ、このクソガキをくびり殺――」

「失礼。貴方がこの学院の理事長なのですか？」

　ブチキレかけた零子を押しのけ、芙蓉が女性の前に進み出る。女性は「あぁん？」と眉をひそめて芙蓉を仰ぐと、途と端たんに愛想のいい笑顔を浮かべて、

「――はい、こんにちは。ようこそ、おいでくださいました！　いかにもボクがプルガトリウム更生学院《理事長》の檻おり伽が真紀奈です」

　にこやかにあいさつをした。明らかな営業スマイルだ。

　芙蓉を射い貫ぬく瞳は微塵も笑っていない。それは芙蓉も同じで、

「そうですか、ふふ。いつも娘がお世話になっております。《紅羽本家》二十九代当主の紅羽芙蓉ですわ。そして、こちらのお二人が――」

「神谷直樹。テメェら畜ちく生しようどもにガキを盗られて、命を狙われてた被害者Ａと……」

「被害者Ｂの神谷早苗でーす。三人あわせて『モンスター・ペアレンツ』だよ？　京輔ちゃんと綾花ちゃん、二人の退学をお願いしに来ちゃいました」

　三方向から生徒の保護者に囲まれ、理事長――檻伽の表情が強こわ張ばる。くしゃくしゃの髪をわしゃわしゃかいて、

「なるほど、了解。ちょっと待っててくださいね。今、書類を準備しますので」

「――あァ？　あっさり許しすぎだろ」

「う、うん……もっとこじれるかと思ってた。理事長ちゃんって意外にいい人――」

「んなわけないっしょ！」

　――べちゃり。

　ベッド近くの棚をゴソゴソしていた檻伽の手から何かが投げられ、早苗の顔にヒットした。ネバネバした緑みどりの半固形物。スライムだ。

　檻伽は「あっかんべー」と舌を出し、小指で耳をかっぽじりながら、

「生徒を退学させる？　やなこった！　学費も払ってない親が、勝手なこと言わないでもらえます？　これが話題のモンスターペアレントですか、やだやだ。ボクがせっかく集めた人材を何奪うばおうとしているの？　ありえませんわマジ、これだから貧乳は！」

「ふっ」と耳みみ垢あかを飛ばして煽あおる檻伽に、早苗が無言でベッドを離れる。

　近くの床から重量のある据すえ置おきゲーム機を拾ひろいあげると、嫌いや味みったらしくグラビア雑誌（巨乳）をめくる檻伽の頭に叩きつけようと――。

「抑えてください、早苗さん」

　振りかぶったところで芙蓉の手に止められた。

「芙蓉ちゃん離して。こいつ殺せない」

「落ち着きましょう。相手のペースに呑まれては――」

「モミモミ。う～ん、Ｃくらいかな？　中途半端なおっぱいですねぇ、奥さん」

「…………。殺しましょうか」

「やめろ、落ち着け」

　胸を触られ殺気だつ芙蓉を、直樹が抑える。「……うん、やっぱりＦ未満はおっぱいじゃないな」と呟く檻伽からグラビア雑誌を奪い取り、

「理事長さんよぉ……真面目にやろうや？　こちとら大事な家族に手ェ出された上に、何度も殺されかけてんだ。そういう風にナメた態度を取られっと……」

「イテテテ!?　おいっ、髪をつかむんじゃねぇ、ハゲ――」




「黙れ。学こ院こごと潰つぶすぞ、クソアマ？」




　ドスをきかせて脅す直樹に、檻伽が固まった。

　至近距離にある血走った瞳を凝視して、紫黒色の目を大きく見開いている。その口元にふてぶてしい笑みが浮かんだ。

「――できるんですか？」

「できるさ。少なくとも今ここで、テメェの頭を握にぎり潰してやることならな？」

　直樹が檻伽の頭をわしづかみにする。檻伽が直樹の腕をタップしながら「ギブギブ、ごめん！　わかったよッ！」と叫んだ。

　しめつけられた頭を押さえて涙目になり、直樹をにらむ。

「し、信じらんねぇ……暴力反対っ！　平和にいこうよ、平和にぃ～っ！」

「ええ。是非そうしましょうか」

　するとすかさず芙蓉が同意し、頰に手を当てた。

「妾としても、なるべく手荒な真似は避けたいところですし。血を流さず済むのなら、そうしたいと思っておりますよ」

　檻伽が「……チッ」と舌打ちをする。

「あーあー、うぜーな……マジめんどくせーな。だけど、仕方がないですね。フリーの用心棒が二人だけならサクッと殺して、はい終わり！　なんだが……紅羽家がバックについてるとなると、そう簡単にはいかないですもんね」

「ええ。ここのバックも相当大きな組織フアームみたいですから、正面きって衝突するのは避けたいところです。なるべく遺恨が残らぬように、それでいて面メン子ツが保たもたれるように……お互いじっくり話しあい、妥だ協きよう点てんを探るべきかと」

「……同感ですね。――おい、巨乳！」

「うん？　私のことかな」

「お前しかいないだろ。残りはオトコか微乳なんだし」

「…………理事長ちゃんも、おっぱいないじゃん」

　胸元を見てツッコむ早苗を放置し、檻伽が零子を呼びつけた。棒立ちする煉児の隣で手持ち無ぶ沙さ汰たにしていた零子が、ゴミを蹴りつつベッドのそばに寄る。

「何か用？」

「保護者三人ここに残してどっか行け」

「呼びつけといて『どっか行け』とか……ほんといちいちムカつくガキだな」

「お前こそ。歩くたびに揺れるとか、ほんといちいち目め障ざわりな乳ちちだな」

「う、うるさ――」

「――って、あの人たちに思われてるよ？」

「「……………………」」

　早苗と芙蓉の瞳に殺意が宿るが、檻伽はどこ吹く風だった。呼吸のように他人を煽る人物らしく、零子はうんざりした顔だ。

「やれやれ。まぁ、邪魔なら出てくけど……挑発しすぎて殺されないように」

「へいへい。そんときゃお前が理事長やってね、おっぱい」

「無理無理、私は忙しいんだ」

　ひらひら手を振る檻伽に背を向けて、零子が京輔のところへ近づいてくる。大人たちから少し離れた位置で、事態を見守る京輔の肩に手を置き、

「――じゃあ、私たちは部屋を出ようか。後のことはご両親に任せて」

「は、はあ……」

「心配すんなクソガキ」

　退室するのをためらう京輔に、直樹が声をかけてきた。いつも通りの不ふ遜そんな態度と、不ふ敵てきな表情で言う。

「オレらがなんとかしてやるからよ？　必ずここから出してやる。任せとけ」

「オ、オヤジ…………」

　不覚にも一瞬、ウルッと来そうになってしまった。

　家にいればケンカが絶たえず、家を空あければ連絡一つ寄よ越こさない――はっきり言って、あんまり好きではない父親だったが、それでもやはりこういうときは泣きたくなるほど頼もしい。早苗も、元気よくガッツポーズしてみせてくる。

「…………ごめん。頼むよオヤジ、オフクロ……それから、芙蓉さん」

「ふふ。『お母さん』と呼んでくれても構いませんのよ」

「ハハハ……」

　微笑む芙蓉に京輔は苦笑。部屋を出るべく辺りを見回し、

「おーい、綾花！　戻るぞ？」

　部屋の隅、透とう明めいなケースに飾られている、紫黒色の物々しい甲かつ冑ちゆうを眺ながめていた綾花が「はーい！」と答える。

　数分前には部屋に散らばる雑多なものの中からエレキベースを掘り出し、弦げんを弾はじいてみたりしていた。相変わらず、マイペースな性格だ。

　去り際、零子が思い出したように「……あ、そうそう」と立ち止まる。腰かけられるものを探してキョロキョロしている直樹と早苗を振り返り、




「言うタイミングを逃してたけど、真紀奈はそれでも一応『男』だからね？」





×　×　×






「京輔くん」

　三つの扉を開いて戻り、地上の鉄扉に手をかけた零子が、前を向いたまま呼びかけてきた。その手は止まっている。

「もし、交渉がうまくいったら……君は退学するのかい？」

「え？　そんなの――」

　即答しかけ、口をつぐんだ。

　プルガトリウム更生学院からの退学。それは京輔が『十二人殺し』の冤罪をかけられ無理やり入学させられてからずっと、目指し続けてきたことだ。

　久瑠宮に『誰も殺さず、誰にも殺されずに卒業式を迎えられたなら――そのときは、表社会に卒業させてやる』と告げられたときから、見つめ続けてきたゴール。

　遙はるか遠くにあったはずのそれが今『保護者の介かい入にゆう』という、予想外のショートカットで目の前にある。それなのに、どうして……。




「……綾花はちょっと嫌だなぁ」




　うまく言葉を続けられない京輔に代わり、綾花が呟いた。

「だって毎日楽しいんだもん。殺人犯のヒトたちは怖いし、先生たちはもっと怖いし、刑けい務む作業はツラいし、ご飯はんはマズいし、ベッドの寝心地は悪いし、お買いものには行けないし、テレビは見られないし、お菓子は食べられないし……不満をあげたら、キリがないところだよ？　だけど、綾花は――」

　小さな拳こぶしが、握にぎりしめられる。

「綾花は毎日楽しいよ？　ここに入ってくる前はヒトなんて皆ゴミクズで、学校なんて掃はき溜だめみたいなとこだと思ってた……だけど、綾花はここに入って少し変わったよ？　ゴミじゃないって思えるようなヒトとも出会えたし、そんなヒトたちと毎日一緒に過ごせる学校ってところが、好きだと思えるようになったよ？」

「綾花…………」

「――お兄ちゃんは？」

　澄すんだ瞳をうるうるさせて、綾花が見つめてきた。

「お兄ちゃんは、どうなの？　楽しくないの？　鋭利さんとか、あっちゃんとか、煉子さんとか、皆と過ごした毎日を楽しく思ってないのかな？」

「ん――」

　息を呑む。これ以上ないほどストレートな問いだった。問いと同様、真っすぐすぎる眼差しから目を逸らしつつ京輔は答える。

「そ、そりゃあ……なんていうか、まぁ……」

「……………………」

「……………………」

「お兄ちゃ――」

「出るよ」

　零子が扉を開いた。京輔たちを振り返って微笑し、

「煉獄祭に戻ろう？　私はこれからひじりんたち教師の人を捕まえて、アレコレ事情を説明しなくちゃだけど……ああ、ただ生徒の皆には黙っているように！　君たち二人の退学は、まだ決定事項じゃないからね。今は、ゆっくり結果を待とうじゃないか」





×　×　×






「逝いらっしゃいませ、ご愁しゆう傷しようさま♪」




　零子と別れ、冥土喫茶に戻った京輔たちを、メイド姿の少女が笑顔で出迎える。だが次の瞬間「……チッ」と舌打ち。フリルのリボンで一つに結ゆわえた髪を払いのけ、

「客かと思えば貴方たちですか。後ろの出入り口から入ってくださいよ、まったく……まぎらわしいことこの上ないです。死んでください」

「え、えーっと…………」

「…………何してるんです、ゴミ神楽？」

　京輔たちを迎えてくれたメイドはどういうわけか、鋭利の妹――紅羽神楽だった。

　神楽は、短い袖から伸びる白くて細い腕を組み「ハッ！」と嘲笑。

「見てわかりませんか、クソ綾花？　シフトをサボった貴女たちの代わりに、わたしが接客をしてあげてるんです。他ならぬ姉さんからのお願いなので、仕方なく……別に、姉さんの可愛いメイド姿を見てたらわたしも着てみたくなり、自分の方から頼んだわけではありませんから。今も嫌いや々いや――」

「神楽ちゃーん！　一緒に写真撮ってよ」

「はぁい♪　ちょっと待っててくださぁ～い♪」

　客に呼ばれた神楽がキャピキャピした声を出し、笑顔を弾けさせる。しかし京輔たちに向き直る頃には、元の不機嫌そうな仏ぶつ頂ちよう面づらに戻っており、

「――嫌々やっていますので」

「ノリノリじゃねーか！」

「きもっ！」

「なっ……き、きもくなどありません！」

　ノリノリなのは否定しないのか……。ドン引きしている綾花に柳りゆう眉びを逆立て、神楽がキレた。頰が真っ赤に染まっているのは、恥ずかしいからだろう。いつもは着物の裾すそに隠かくされている生脚が、太ももまで露出している。

　……なるほど。さすが鋭利の妹だけあって、かなり見事な美脚っぷり――。

「邪じや魔ま。引っこみなさい」

「イデデデデデデ!?」

　割りこんできた姉の鋭利に耳を引っ張られ、パーテーションで区切られている厨房へと連れて行かれた。飲み物を持ち、厨房から出てきたメイド姿の舞那が「はわぁ!?」とぶつかりそうになる。

「痛いてぇな！　もっと優しくしてくれよ!?」

「……フンッ。あたしの妹をやらしい目で見てたあんたが悪いのよ、バーカ」

「うっ――」

　言い返せない。そっぽを向く鋭利のふくらんだ頰を見て、京輔が言葉につまっていると、綾花が厨房に入ってきた。パーテーションの陰かげから顔をのぞかせ「可愛いよなぁ、神楽ちゃん……」「姉と同じで貧乳なのが残念だけどな」などと客席をうかがっている鬼き頭とうと向こう坂さかを「仕事してください」とせっつき、

「鋭利さん。ゴミ神楽のこと、妹だって話したんですか？」

　と問いかける。神楽に衣装を貸しているのか、メイド服から制服に着替えた鋭利が、ジュースとお菓子を準備してうなずいた。

「……実家のことは伏せてだけどね。今なら面めん倒どう臭くさい奴らもいないし」

『面倒臭い奴ら』というのは大おお野の木ぎや宇う佐さ見み、紳しん士じのことだろう。確かにあの男どもが神楽の存在を知ったら、ギャーギャー騒ぎ立てそうだった。

「……で。あんたたちの方はどうなったのよ？」

　鋭利が京輔と綾花を隅の方まで引っ張っていき、声を潜ひそめて訊きいてくる。

「理事長と会ってきたんでしょ。退学させてもらえそう？」

「ん――」

『退学』とはっきり口に出されて一瞬ひるんだ。

　しかし、すぐ気を取り直し、

「そ、そうだな……この学院の理事長だけあって厄やつ介かいそうな人だったけど、芙蓉さんが協力してくれたおかげで、ドンパチだけは避けられたっぽい……今は理事長室で、大人の話しあい中だ」

「……そう。安心したわ」

　鋭利が肩の力を抜いて微笑む。零子からは黙っているよう言われたが、鋭利は事情を知っているため秘密にしておく必要はない。

　思えば、鋭利にはいつも助けられてばかりだ。

　右も左も異常者だらけの学院にブチこまれてから、これまで何度も――。

「なんつぅか、その……ありがとな、鋭利」

　思い起こしたら、感謝の言葉が自然と口をついて出た。

　鋭利が「えっ」と面食らい、京輔から一歩離れる。

「な、何よいきなり……気持ち悪いわね。なんかあったの……？」

「いや。別に、なんにもねぇんだけどさ――」

　照れ隠しに頰をかいた。鋭利の目を見て、京輔は言う。

「もうすぐ退学するかもしれねぇって思ったら、なんとなくそう感じたんだよ。オレ、お前に助けてもらってばかりだったな……って。今回だって鋭利がいなかったら紅羽家との繋がりなんてなかったし、オヤジたちが学院から狙われてることにも気づかないでいたかもしれない……つぅか最悪、入学して一週間も経たずにリンチで殺されてたかもしれない。だから、ありがとう。お前がいてくれて、本当によかったよ」

「～～～～～～っ!?」

　鋭利が目を見開いて固まった。赤らんでいく顔を背そむけて視線を泳がせ、舞那みたいに慌てふためきながら、しどろもどろになって答える。




「な、なななな、何言ってんのよ……べっ、別にいいわよ！　あたしが好きでやってるんだし……あんたのことが、その…………す、すすすす、好――」




　ガラガラガラガラ。

　――と。

「あああああああああぁ、いたっ！　やっと見つけたあああぁ！　会いたかったよぉ、京輔えええええええええぇ！　好き好き大好き愛してる、好きいいいいいいぃ！」

「おわあああぁ!?」

　教室前方、スタッフ以外立ち入り禁止のドアが開いて、制服姿の煉子が厨房に入りこんできた。煉子は京輔の姿を発見するや走り寄り、思いっきり飛びついてくる。

　勢いよく押し倒された京輔は、後頭部を強打して気絶しかけた。

「ぐぁ!?　お、落ち着――」

「もうっ！　今までどこにいたんだい!?　学院中を走り回ったじゃないか！　一ミリ秒でも早く君に会いたくて、ファンの皆を蹴け散ちらしたのにぃ～っ！　だけどこうして無事に会えたから全部チャラ！　えへへへへへへ。京輔さぁ、私のライブを観に来てくれただろ？　途中からはステージの前まで来て盛りあがってくれて！　私ってば嬉しくて、テンション爆ばくアゲでさぁ～。君をモッシュで揉もみ殺ころしてやる勢いで、オーディエンスを煽りまくってあげたんだっ！　フシュー。仕返しに、私を揉み殺してくれても――」

「煉子ッ！」

　馬乗りになってまくしたてる煉子に、京輔も絶叫。

「落ち着けってば！　とりあえず、どけ！」

「えー。なんだよぉ～、ノリが悪いなぁ……倦けん怠たい期きかい？」

　ぶつくさ文句をこぼして立ちあがる煉子を、鋭利が物凄い目でにらみつけている。

　煉子が「殺気ッ!?」と身体を震わせ、飛びのいた。

「……って、ああ。なんだ、鋭利か……どうしたんだい、親の仇かたきでも見るみたいな目をして？　そんな顔ばかりしてるとシワが残るよ。モミモミ」

「死ねばいい」

　眉間に伸びた煉子の指を払い、鋭利が「……チッ」と舌を打つ。煉子が「うひゃあ、怖い……ぶるぶる」とわざとらしく怯おびえた。

「だけどさ、君もライブを観に来てくれていたよね！　どうだった？」

「……チッ」

「ありゃ……気に入らなかったのかな。ああいう音は好きじゃないのかい？」

「……チッ」

「そ、そうかい……まぁ好みは人それぞれだもんね！　鋭利はどんな音楽が好きなの？　イメージ的には甘い恋愛ソングだけど、アクセとかパンクっぽいよね」

「……チッ」

「チッじゃなくて。いい加減にらむのをやめておくれよ？」

「……チッ」

「舌打ちするのもやめてほしいな」

「……チッ」

「ねぇ、綾花ちゃん……どうしよう？　鋭利と会話が成り立たないんだけど」

「……煉子さんが邪魔するからですよ。すっごいインターセプトでしたもん。せっかく勇気を振りしぼっていたのにっ！　あのタイミングであんな好き好き猛もうアピールを見せつけられたら、鋭利さんが舌打ちＢＯＴ化するのも仕方ないです」

　少し離れて成り行きを見守っていた綾花が、肩をすくめて首を振る。

　煉子が「シュコー……」と溜め息を吐いた。

「……そ、そうかい。なんだかよくわからないけれど、悪いことをしたみたいだね……ごめんよ、鋭利？」

「死ねばいい」

「うう。ご、ごめんって……」

「死ねばいい」

「ああ、今度は死ねばいいＢＯＴになっちゃった！」

　鋭利と交流するのをあきらめたのか、煉子が京輔たちへと向き直る。




「ところで京輔、綾花ちゃん。さっき刃ば更さらとばったり会って、聞いたんだけど……君ら二人がこの学院からいなくなっちゃうかもしれないって話は、本当なのかい？」





×　×　×






「……シュコー。そうかぁ、いなくなっちゃうのかぁ……」

　綾花の計はからいで教室から離れ、煉子と二人で学院内の敷地を歩く。煉獄祭の主な会場は新校舎とその周辺であり、その他の場所は閑かん散さんとして人が少ない。

　旧校舎がある方面に向かいつつ、京輔は後頭部をかいた。

「いや、まだいなくなるとは決まってねぇよ。学院側が退学するのを認めてくれるとは限らないんだし。だから、ほら……元気出せって！」

　はげまし、煉子の頭をなでてやる。しかし、煉子はその手をすげなく払った。

「出ないよ。だって――」

　言いよどんでから、すねるように呟く。

「もしもこのまま退学できるってなったら、大喜びで外に出るんだろ？　当然だよね。当たり前だよ。君は望んでここに来たわけじゃなくて、違う世界の住人で、君が殺したことになってる十二人を始末したのも本当は私で、そんな私は正しよう真しん正しよう銘めい、大量殺人犯マスマーダーの異常快楽殺人者サイコキラーで……あとどれだけ生きられるのかわからない、壊れかけなんだもん。シュコー……」

「煉子――」

「……倦怠感っていうのかな、最近やたら身体が重くてね？　動どう悸きがするし、息切れもする……頭痛はするし、吐き気はするし、眩め暈まいもするしで大変さ。マスクで顔が隠れていてよかったなって思う機会も増えたよ」

「マ、マジか……」

　……わかっていたはずなのに、今の今までまったく気がつかなかった。むしろ前より元気でよかったとすら、思っていた。

　けれど、違った。

　煉子はただ隠していただけだった。事情を知る京輔を心配させまいとして、あるいは事実を知らない者にいぶかしがられまいとして……。

　なのに、どうして気づけなかった？

「ごめん。煉子、オレ――」

「なぁんてねっ！」

「――は？」

「噓だよ噓噓、体調不良は噓なんだ。君が私に同情してくれるのを狙って咄とつ嗟さについた噓っ！　私の方こそごめんよ、京輔。こんなつまらない真似をして。実際にはもう健康そのものさ！　ライブで倒れたのも、単なる熱中症だしねぇ。フシュー」

　などと明るい声でのたまう煉子に、京輔は黙った。反論しようと口を開くより早く、煉子が「――だけど」と先を続ける。




「私が壊れかけなのは本当。ママの話では、あと一度でも《歪曲酷死オーバー・ドライブ》を解放したら、次こそ終わりみたいだし？　使わなくても半年生きられるかどうか……」




　――あああああああああぁ、もうっ！

　煉子が突然両手で髪をかきむしり、ガスマスクの上からペシペシ頰を叩いた。

「まただっ！　また同情を引こうとしてるっ！　ごめん京輔、本当にごめん……大丈夫だよ、大丈夫っ！　あのとき《歪曲酷死》を解放したのは百パーセント私の意志だし、こうなることも何もかも、全て覚悟の上なんだ。なんなら、あのまま死んじゃっててもよかったくらいだし！　だから京輔、君が気を病やむ必要なんて――」

「無理だ、バカ」

「――え？」

　ペラペラしゃべる煉子を抱きしめ、黙らせる。

　何に対してなのかはわからない。ただ、無む性しように腹が立っていた。腹の辺りに溜たまった怒りが収まりきらなくなってこみあげ、吐き出す言葉を熱くする。

「無理に決まってんだろ、バカかお前は……お前が命を投げ打ってまでオレを助けようとしてくれたのは嬉しいし、そこまで強く想ってくれてるのもすげぇ嬉しいよ。心の底から感謝してる。けど――」

　回した腕と吐き出す声に力をこめて、伝えた。




「オレは、お前が好きなんだッ！」




「シュコッ!?」

　煉子の身体がビクンッと震える。

　その温ぬくもりを抱きしめて、

「好きだから。辛つらいし、気に病むんじゃねぇか……お前が納得してるとか、覚悟してたとか、そんなの関係ねぇんだよ。好きな奴が今こんなことになってて、その原因が自分にあるっていうのに……ヘラヘラ笑ってられるほど、オレは図ず太ぶとい人間じゃねぇ。同情なんてするわけないだろ。できねぇよ」

「京輔――」

　煉子が身体を弛し緩かんさせ、京輔の背中に両腕を回してきた。

　愛いとおしげになで「フシュー」と笑う。

「……そうかい。ありがとう、京輔……私も嬉しいよ。君が私を想い返してくれてて、鼓動が止まるくらい嬉しい。今この瞬間にでもそうなってくれたら、どれだけ楽で幸せだろうねぇ……？」

　煉子が呟いたきり、静せい寂じやくが訪れた。どれだけの時間そうしていただろう。

　ふいに、煉子が身体を離す。そして、言った。

「京輔。君が、もし退学することになったら……私の前からいなくなってしまうことになったら。私はきっと、君を殺すよ？」

「…………そうか」

「うん。綾花ちゃんには悪いけど。後で謝らなくっちゃなぁ……色々考えたんだけれどさ、私が思い描えがく未来は結局のとこ一つだけ――この手で愛しい君を殺して自分のものにする、ただそれだけなんだ。どんなに殺意を殺そうが、存在理由を殺そうが……君を殺したいっていう、私の想いは殺せない。殺したくはないから。できることなら、君が私に『殺されたい』と想い返してくれるまで――ホンモノの両想いになれるまで、待ちたかったんだけれどね？　そうなるには少しだけ、時間が足りなさそうだから……私のことが好きと言っても、まさか進んで殺されたくはないだろう？」

「…………悪い。オレ――」

「いいよ、謝らなくたって。悩んでくれてるだけでも十分だ。それに――」

　煉子がヘッドフォンを外し、身体を寄せてくる。むき出しになった右耳を京輔の胸に押し当てながら抱きしめ、

「……今は《安全装置リミツター》のおかげで殺意が奏かなでられない。だから私は君を殺そうなんて思わない。殺したいとも思えない。今の私が思い描いてるのは、平凡な――私にとってはこちらの方が異常なんだけれども――君とめでたく恋人になって、結婚をして家庭を持って子供を産んで、一緒に幸せを育はぐくんでいく……そんな未来だ」

「煉子――」

「たとえ絶対実現しない未来で、仮かり初そめの感情で、このマスクを外した瞬間覚めちゃうような夢でも……少なくとも今の私は、心の底からそう思えているからさ。君がいなくなっちゃうかもしれないんだったら尚さら、こういうひとときを大切にしたいよ」

「……そうだな」

　煉子の身体を抱きしめ返し、目を閉じる。感触、体温、匂におい、呼吸、鼓動、感情……。それら煉子の全てがどうしようもなく愛しくて、離れたくない。ずっとこうしていたいと強く感じた。幸福な明めい晰せき夢むを見ているような、淡あわくせつない充じゆう足そく感かんに包まれる。

　だから。

　――退学したくない、と。

　このときばかりは京輔も、そう思わずにはいられなかった。




























「学院側との交渉ですが、すみません……まだ少々かかりそうです」

　十六時。ほとんど全ての来場客が引きあげ、煉れん獄ごく祭さいも終わりかけた頃――校内放送で《応接室》に呼び出された京きよう輔すけと綾あや花かは、芙ふ蓉ようの口からそう伝えられた。

　檻おり伽がはやはり理事長室にこもっているようで、この場には来ていない。三時間以上も話し続けて疲つかれたのだろう、ソファにもたれかかった直なお樹きが盛大な溜ため息いきを吐つく。

「お互たがい一歩も譲ゆずらなくてな……生徒の一人や二人退学させるくらいなら、別に大して難しくもねぇだろうと踏ふんでたんだが」

「学院っていうか、バックについてる《組織》の方が嫌いやがってるっぽいんだよねぇ……面メン子ツがどうとか体面がどうとか、とにかくすんなり渡したくないみたいでさ」

　早さ苗なえも隣となりで嘆たん息そくを漏もらし、困ったように頰ほおをかいた。

　今は久く瑠る宮みやたち教師陣が集まり、臨時の職員会議を開いているらしい。零れい子こもそれに出席しており、応接室にいるのは京輔たち家族と芙蓉の五人だけ。

　外では生徒が後片づけをしている真まっ最さい中ちゆうで、微かすかに喧けん騒そうが聞こえる。

　煉獄祭の間、来場客に迷惑をかけないよう拘こう束そくされ、監かん禁きんされていたモヒカンが自由になり『ヒャッハアアアアアアアアアァ！　どこだァ!?　どこにいるんだよォ、久瑠宮ちゅわあああああああああぁん!?』とわめく声と一緒に、何かが壊れる音と生徒たちの悲鳴が響ひびいたが、誰だれも反応しなかった。

　芙蓉が「……まぁ」と口を開いて、ソファ脇に立つ京輔たち兄妹を見やる。

「心配なさらずとも結構ですよ。若じやつ干かん難なん航こうしてはいますが、頓とん挫ざしているわけではありません。早ければ明日にでも、なんらかの結論は出るかと」

「出したいってのが本音だな。こんなところに長居はしたくねぇし、寝ね首くびをかかれないとも限らねぇ。さっさと話をつけて切りあげたいぜ、ったく……」

「ん？　てことはオヤジたち、泊まるのか？」

「おう。来客用の宿舎に泊まる予定だ」

「野宿は嫌だからねー。しかも、芙蓉ちゃんのおかげでＶＩＰ待たい遇ぐうだよ、ＶＩＰ待遇！　スイートルーム！」

「そ、そんなものがあるのか……」

　てっきり学生寮と同じ鉄格子つきの部屋に泊まるのかと思いきや、名前からして快適そうな場所だった。綾花が「えーっ!?」と声をあげる。

「ずるい、何それっ！　ママたちだけずるい！　綾花とお兄ちゃんは毎日毎日、刑務所みたいなお部屋に閉じこめられて、硬かたい布団ふとんと薄うすい毛もう布ふと臭くさいお水と汚いトイレでただれた夜を過すごしてるのに、ずるーい！　ぶーぶー」

　綾花が頰をふくらませて怒った。

　すると、早苗は実にさらっとした物言いで、

「大丈夫だよ、綾花ちゃんもこっちに泊めてもらうから」

「――へ？」

　綾花のジト目が点になる。

「え、ええっと……そう、なの？」

「うん。綾花ちゃんだけじゃなくって京輔ちゃんも、私たちがこっちに来てる間は同じお部屋に泊めてもらえるようにお願いしといたの」

「ああ。そっちの方がいざっつーとき守りやすいし……何よりオレらの大事な娘をこれ以上、刑務所みてぇなとこに入れさせとくのは我慢ならねぇ！」

「……息子はいいのか、クソオヤジ？」

「あァ？　うるせぇよ。檻おりに入って反省してろクソガキ」

「なんだと、テメェ!?」

「やんのか、コラァ!?」

「はーい、どぉどぉ。落ち着こうねぇ、二人とも」

　そのままケンカに発展しかける息子と父親を、早苗が止めた。引き離された後も互いをにらみ続ける京輔と直樹に、芙蓉が「あらあら」と苦笑する。

「素直じゃないですねぇ、直樹さん。京輔さんも……ふふ。雅まさ人とさんを思い出すわぁ。あの人ったら本当にツンデレで、中々本音を口にしてくれませんでしたもの」

「……いや。それ、絶対本音じゃねーから。お前に『言わされた』だけだから……」

　亡き友人を憂うれい、直樹が引き気ぎ味みにツッコんだ。

　それで気勢を削そがれたのか、ガシガシ後頭部をかいて、

「……まぁ、とにかくそういうわけだ。お前ら、今日はこのままオレらと泊まってけ？　ちゃんとしたもん食えるだろうし、溜まった疲れも取れるだろ」

「やだ」

「よっしゃ！　じゃあ、早速移動して――や、やだぁ!?」

　直樹が素すっ頓とん狂きような声を出す。直樹の申し出をはねのけた綾花は「うん、やだっ！」とくり返し、悪びれずに堂々と答えた。

「だって綾花たち、今日はこれから煉獄祭の《後こう殺や祭さい》と打ちあげがあるもんっ！」

「……はぁ？　いいだろそんなの、出なくても。どうせ退学するんだし――」

「やだああああああぁ！」

　叫び、綾花が京輔の背中に隠かくれる。半分だけ顔を出し、

「綾花が出たいんだもんっ！　皆とわいわいやりたいんだもんっ！　だから、やだっ！　夜遅くまで楽しんで、皆と一緒に汚い寮に帰って、汚いお風呂に入って、汚いベッドで眠るんだもんっ！　退学するまでそうするよ」

「なっ――」

　直樹が絶ぜつ句くした。直後、

「何を言ってやがんだああああああァ、お前はあああああああああァ!?」

　直樹がブチキレる。「ひゃあっ!?」と引っこむ綾花をにらみつけ、こめかみに青筋を浮かべて怒ど鳴なり散ちらした。

「ここがどういう場所だかわかってんだろッ!?　わかってんだよなァ、オイ!?　お前が何をやらかして、ここに入ったのかは聞いてるぞ？　聞いてるけど、お前なりに辛つらくて悩んで苦しんで……いっぱいいっぱいだったから、あんな無茶をやらかしたんだって。そう思ったから、早苗と話しあって、事が落ち着くまでは叱しからずいてやることにしたんだろうがッ！　なのになんだ、その言い方は？　その態度はなんだ？　あァ!?」

　直樹がソファから立ちあがり、隠れたままの綾花につめ寄る。

「まるで、ここが気に入ってるみたいじゃねぇか？　殺人犯の連中と、仲良くやってるみたいじゃねぇか！　退学したくないみたいじゃねぇか!?」

「…………く、ない……」

　綾花が京輔の制服をつかむ手に力をこめ、呟つぶやいた。「――何？」と眉まゆをひそめる直樹をにらみ返して、綾花が金切り声をあげる。




「綾花は、退学したくないッ！」




「「…………ッ!?」」

　直樹の顔から憤ふん怒どが消え失せ、動どう揺ようが浮かんだ。京輔も同じような顔つきをしていただろう。思わず綾花のことを見やると、

「……退学、なんて……したく……ない、もん……っ！」

　綾花は泣いていた。大きな目から涙をボロボロこぼして、直樹をにらみつけたまま、変色するほど強く唇くちびるをかみしめていた。

「「――――――――」」

　険けわしい顔で見下ろす直樹を見あげる綾花。緊きん迫ぱくした時が流れる。

　ややあって。

「……おい。テメェはどうなんだ、京輔？」

「え？」

「退学したいのかしたくないのか。どっちだ？」

「…………。オレは――」

　尋ねられ、京輔は口をつぐんだ。直樹の鋭するどい瞳を見つめ返して、




「オレは、退学したいと思ってる」




「お、お兄ちゃ――」

「正直」

　綾花が何か言いかける。

　それをさえぎり、京輔は続けた。

「オレも『退学したくない』気持ちはあるよ？　ここは確かにとんでもねぇ場所だし、ろくでもねぇ奴らがほとんどだけど、中にはいい奴もいる。面白い奴もいる。憎にくめない奴もいる。尊そん敬けいできる奴もいる……だからぶっちゃけ、割と楽しい。あと二年半ここで過ごして青春するのも、案あん外がい悪くねぇんじゃないかっていう気にもなる」

　だけど――。

「……オレらの居場所はここじゃねぇんだよ。それがどれだけ楽しくて、どれだけ心地よくても、やっぱり間違ってるんだよ。オレらは殺人犯じゃない。ただの一般人なんだ。ここで退学しなかったとしても、最終的には違う世界の住人になる……遅かれ早かれ、離れ離れになっちまう。表社会と裏社会、オレと綾花が『卒業』しようとしてるのは、どっちだ？　表社会だろ」

「うううぅ～～～。そ、そうだけど……」

　綾花が唇を突き出してむくれる。

「別に今すぐ退学しなくてもいいんじゃないかな？　久瑠宮先生の言う『卒業条件』を守れば、ちゃんと卒業させてもらえるんだし！」

「無理だよ」

「……どうして？　誰も殺さず、誰にも殺されなきゃ――」

「そうじゃねぇ」

　綾花の目を見て、京輔は諭した。

「考えてもみろ。オヤジたちは学院に命を狙われてたんだぞ？　オレらを表社会に卒業させてやるとか吐ぬかしておきながら、裏ではこっそりオレらが帰る居場所を奪い去ろうとしていやがったんだ。そんな奴らを信用できるか？　信用してあと二年半、この学院に通い続けられるのか？」

「……………………」

　綾花が黙る。しばらく待っても、返答はなかった。

　直樹が「フンッ……よくわかってんじゃねぇか、クソガキ」と呟き、ソファに戻る。その隣、早苗が小さく吐息した。微笑ほほえみ、穏おだやかに言う。

「入学してもう半年だもんね？　住めば都なんていうことわざもあるし、多少の未み練れんは仕方がないよ。京輔ちゃんの言う通り、悪い子たちばかりでもないだろうしさ！」

「人殺しだぞ？」

「人殺しでも人は人だよ。わかってるでしょ？」

「……………………」

　直樹は答えず、顔を背けてしまった。

「それで？　京輔ちゃんはどうするの。綾花ちゃんは打ちあげに参加して、退学までは寮のお部屋で過ごしたいって言ってるわけなんだけど？」

「ん――」

　逡しゆん巡じゆんは一瞬。

「ごめん、オフクロ……オレもそうする。せっかく許可を取ってくれたのに、悪いけど……退学するまでの間は、これまで通りに過ごしたいんだ。それくらいのワガママは、大目に見てくれないか？」

「――だって。どうする、直樹くん？」

「勝手にしやがれ」

　吐き捨て、直樹が京輔をにらむ。

「……けど、これだけは言っとく。オレと早苗が、お前らガキに仕事を隠してたこと、主に海外からの依頼を請うけて、家には極きよく力りよく帰らないようにしてたこと……なんでオレらがそうしてたのかよく考えてみろ。綾花もな？」





×　×　×






《大講堂》での後殺祭――ステージ上でのスプラッター演劇やスプラッター漫まん才ざい、煉れん子こたち《ファッキンFUCKIN・パークPARK》の殺人ラップや仕事をサボっていた生徒の公開処刑などが終わり、新校舎《食堂》。旧校舎の倍以上あるそこには現在プルガトリウム更生学院の全校生徒が集まって、打ちあげを愉たのしんでいた。

　食べ放題のビュッフェに飲み放題のドリンク、吸い放題の怪しげな薬まである。打ちあげが始まって二時間、大半の生徒はすっかりできあがっており、

「京輔さまああああああぁ～ん！」

「うわっ!?　ちょっ、紗しや魔ま夜や先輩……な、何してる――」

「いやああああああぁ～～～ん！　嫌ですわ『愛してる』だなんてっ！」

「言ってねぇ！」

「イってない？　ではイかせてあげますわ、ぐふふふふふふふ……」

「死んでおくれよ」

「ぎぃやあああああああああああああああぁ、ですのおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　京輔を押し倒した紗魔夜を煉子が引きずり倒して、マウントポジションを取る。

　そのままジョッキグラスで乱打される紗魔夜を横目にバーカウンターへ行き、台なしになったドリンクをもらい直してテーブルに戻った。

「あっ、おかわりお兄ちゃんっ！」

「それを言うなら『おかえり』だ。いや、まぁ間違いじゃねぇけど……」

　テンション高くグラスを掲げる綾花にツッコみ、端の席につく。

　脱●ハーブチキンやはらわたソーセージや脳のう漿しようバーニャカウダ（煉獄祭の余り物）をつまみ、のんびりグラスを傾かたむけた。

　斜ななめ前には、なぜか生徒ではないメイド姿の神楽かぐらがおり、

「ねェねェねェねェ、神楽ちゃんっていくつなン？」

「……十三ですが」

「マジで!?　見えねェ！　大人びてるわァ、神楽ちゃん！」

「ヒッ、ヒヒ……ただし、胸以外……ヒッ、ヒヒヒ――ギャア!?」

「死ねばいい」

　しつこくからむ大おお野の木ぎと宇う佐さ見みに、鋭利が箸はしを振るった。

　眼球に箸を突きたてられた宇佐見がのた打ち回る。近くの床には三十分前まで神楽を口く説どいていた紳しん士じが血だるまになって転がされており、そのかたわらでは「ぐああああああぁ!?　やめろおおおぉ！　やめるのだ、千ち尋ひろッ！　こ、このままでは奴が……我が左腕に眠りし《片翼の死天使アズリエル》が――」「がぶっ」「うぎゃああああああぁ!?　死ぬッ！　喰くい殺されるうううぅ!?」「あっ、コラ……何してるのよ千尋、もぉ～っ！」などと、席を離れていたボブが、道みち郎ろうの左腕にかみつく千尋を慌てて引きはがそうとしていた。それを見て、綾花がケラケラ笑っている。

　あまりの混こん沌とんっぷりに、京輔が軽くドン引きしていると、

「やぁ！　強ごう姦かん未み遂すいの痴ち女じよを撲ぼく殺さつしてきたよ、京輔？　フシュー」

　鮮せん血けつしたたるジョッキグラスを放り捨て、煉子が正面の席に座った。見れば、顔中血だらけにされ「……ピクピク」と弱々しく痙けい攣れんしている紗魔夜を仁に王おう立だちで見下ろし、

「フハハハハ、無事か沙さ姫き？　どれ、あたしが消毒してやろう……フハハ！」

　頰に油性ペンで『無敵』と書いた先輩が、グラスの中身を浴あびせかけている。しかし紗魔夜が意識を取り戻すや否や「五ご槍そうさん!?　貴女あなたそんなに殺されたいんですの!?」と襲いかかられ「あああぁ!?　ちっ、ちちちち、違うのだ沙姫！　こ、これは消毒で――ふんぎゃああああああぁ!?」「落ち着け、委員長。五槍が白目をむいてるじゃないか！」「…………そうですね」綺き里り雨うと黒くろ城きが止めに入っていた。

「るんっ・るんっ・らあっ♪」と素すっ裸ぱだかで踊るピエロや「アチャチャチャチャチャ！」と武術の型を披ひ露ろうしているきぐるみ、湾刀シヤムシールを呑む隠し芸を披ひ露ろうしている男や「リア充は死ね、爆発しろっ！」とグラス片手にくだをまく先輩もいる。

　それをぼんやり眺めていたら、

「どうしたんだい、京輔？　元気がないけれど」

　ストローチューブを準備しながら、煉子が話しかけてきた。

「ああ、ちょっとな……考えごとしてた」

「……退学のこと？」

　声をひそめて尋ねる煉子に「そんなところだ」と答え、グラスを空からにする。

　宿泊施設に向かった両親たちと別れてから、六時間ほど――隣の綾花はすっかり元気を取り戻したようで、神楽と壮そう絶ぜつな舌ぜつ戦せんをくり広げていた。

「ゴミ」「クソ」「バカ」「アホ」などと言いあい、ジュースをかけあい、つかみあいに発展。互いのほっぺを引っ張りあって、微笑ましくケンカしている。

　一方、京輔は時間が経たつにつれ妙に頭が冴さえてきてしまい、後から後からとりとめもないことが浮かんだ。

　学院のこと、両親のこと、退学のこと、そして……。

「……悪い。ちょっとトイレだ」

「へ？　あ、うん……じゃあ、私も――」

　なんだか妙にしんみりしてしまいそうだったので煉子から目を逸らし、そのまま席を立つ。煉子が面食らって何か言いかけ、鋭利がこちらを一いち瞥べつしたが、

「イエ――――イ、皆あああぁ！　エンジョイしてるぅ？　キャハハハハ！」

「うひゃあ!?」「きゃっ!?」

　他のテーブルから戻ってきた友とも美みが、二人の肩に腕を回して体重を預あずけた。その際、床で倒れる紳士が「ぐぇ!?」と踏みつけられていたのは、たぶんわざとだと思う。

　騒々しい食堂から抜け出すと、京輔はのんびりトイレに向かった。

　――その途中。




「あっ……京輔くん」




　トイレ帰りの舞まい那なとはちあわせる。舞那は、水玉模様のハンドタオル――林りん監かん学校の後、紗魔夜から贈られたものだ――で手をふきながら、

「お疲れさまです。皆さん、すごい盛もりあがってますよね」

　立ち止まり、少し疲れたように笑った。

　京輔も「だな……」と苦笑し、足を止める。

「一年生はまだマシだけど、上級生の弾はじけっぷりが半はん端ぱねぇ……有あり栖す川がわ先輩とか悪ノリしすぎて、美み槌づち先生にヘッドショットされてたし」

「ふえぇ!?　あの人、後殺祭で電気イスにかけられてましたよね？　もう復活してたんですか……モヒカンさんみたいです」

「両方とも問題児だもんなぁ。モヒカンは……あれ？　そういえば、どこ行ったんだ。後殺祭でも見かけてねぇぞ」

「あうあう。久瑠宮先生もいないですし、監禁＆拷ごう問もんされてるのかもしれません」

「……ああ。二週間ぶりだもんなぁ～。よろしく殺やってるんだろう」

　そんな風にしばらく雑談してから、京輔がそろそろトイレに行こうとしたとき、

「京輔くん、あの……退学、するかもしれないんですよね」

　言い出すタイミングを見計らっていたように、舞那が切り出してきた。口にしかけた別れのあいさつを呑みこみ、京輔は溜め息を吐く。

「…………知ってたんだな」

「はい、すみません……鋭利ちゃんから、教えてもらいました――あのっ！」

　舞那が面おもてをはねあげた。間かん髪はつ容いれずに声をあげ、




「わたしのことは気にしないでくださいっ！」




　――と告げてくる。なんのことだかわからず「……え？」とほうける京輔に近づき、周囲に人気がないのを確認してから、

「京輔くんたちがもしこのまま退学しちゃっても、わたしは大丈夫ですから」

　言われて初めて気がついた。そうだ――京輔たちは退学すればそれで終わりなのかもしれないが、残された皆はどうなるのだろう。

　実家の後ろ盾だてがあり、暗殺者として圧倒的な実力を持つ鋭利はいい。現役の殺し屋であり、生きつ粋すいのサイコパスである煉子もまったく問題はない。

　しかし、舞那は普通の女の子なのだ。普通に殺人犯を怖がり、普通に殺人を嫌がり、普通に罪の意識を抱いた、ごく普通の女の子。

　そんな舞那があと二年半、平穏に学院生活を送り、無事に卒業できるのかと思うと、正直かなり心配だった。

「……本当に？　こんなところでやってけるのかよ」

「はい、たぶんっ！」

「た、たぶんって……まぁオレと綾花がいなくなっても、煉子や鋭利が助けてくれるとは思うけど――」

「あ、いえ。鋭利ちゃんは、京輔くんたちと一緒に退学するんじゃないかと思います。できるんですよね？　実家の力があれば」

「……は？　なんで――」

「わたしがすすめたんですよ」

「えっ」

　それこそ意味がわからない。

　呆気に取られる京輔が、疑問を口に出すより早く。




「だって殺してないじゃないですか」




　答えた舞那の顔には苦笑が浮いている。

「京輔くんも綾花ちゃんも鋭利ちゃんも、誰も殺してないんですから……こんなところにいたらダメです。いなくてもいいんです。だけど、わたしは――」

　そこで一旦口をつぐんで、舞那が目を伏せた。

　苦笑を笑顔に変えて言う。

「わたしは、殺しちゃってますから。京輔くんや綾花ちゃん、鋭利ちゃんがいなくてもやっていくしかないんです。やっていかなきゃいけないんです」

　京輔を見る舞那の瞳に悲ひ痛つうな色はない。

　舞那はそれが当然だと言わんばかりに、自ら苦難を受け入れようとしていた。

　たぶん、とっくに覚悟を固めていたのだろうと思う。いつも何かと気弱な舞那が内に秘める強さを、京輔は改めて知った。

　だから。

「…………そうか。わかったよ、ありがとな？」

　黙って受け入れ、感謝する。舞那の優しさと気遣い、何よりもそのひたむきな強さに憧どう憬けいを覚え、心の底からエールを送った。

「余計な心配しちまって、悪い……舞那なら大丈夫だよ。できれば、助けになってやりたいところなんだけど……」

「はい、ありがとうございます。でも大丈夫です！　京輔くんには、今まで十分助けてもらいましたから。それに――」




「あら。舞那ちゃんと京輔くんじゃない」




　そのとき、声がかけられる。振り返ると、小麦袋を頭に被った女子生徒――ボブが、千尋を抱きかかえて立っていた。

「……ぺろぺろ」

　口の周りをしきりに舐なめる千尋の顔は真まっ赤かに汚れていて、舌の届く範囲だけが綺麗になっている。

　舞那が「はわぁ!?」と目をむいた。

「どっ、どどどど、どうしたんですかそれ、千尋ちゃんっ!?」

「……ミチローくんの返り血。ぺろぺろ」

「ふえぇ!?　まさか、ミチローくんを食べ――」

「そうなる前にわたしが止めたわ。ちょっとかじっただけよ」

「か、かじっただけ……す、すごい血の量でちゅけど。あうあう」

「ウフフ。大丈夫よ、腕だから。命に別状はないわ」

「あ。そ、そうなんですね……」

　舞那が胸をなで下ろす。千尋が血走った目で「じぃ～……」と舞那を見つめ、

「舞那も一口……食べてみていい？」

「めっ！」「ダメですっ！」

「……ちぇ。ケチぃ」

　ボブと舞那が同時に軽くチョップを入れた。打たれた頭を押さえ、千尋が唇をとがらせる。なんだか、随ずい分ぶん親しげだった。













「もぉ……千尋の人肉食にも困ったものだわ。目を離すと、すぐコレなんだもの……。とりあえず、わたしはトイレでこの娘この顔を洗ってこなくっちゃ」

「お、おう……ご苦労さん」

「ボブちゃんって、千尋ちゃんのお母さんみたいですよね？」

「あらやだ。まだお母さんって歳としじゃないわよ、わたし。もぉ～。じゃあ、またね」

「はい。ボブちゃん、千尋ちゃん、また後で！」

「ばいばいっ！」

　トイレに向かうボブと千尋を見送った後、京輔は訊く。

「……舞那、あいつらと仲良かったっけ？」

「はい、夏休みのとき仲良くなりました。京輔くんたちが、鋭利ちゃんの家に呼ばれていなくなっちゃってたとき……」

「ああ――」

　あのときか。一人ぼっちで取り残されていたから、大丈夫かと心配していたのだが、楽しく交流できていたらしい。

「わたし、意外と友達多いんですよ？　ボブちゃん、千尋ちゃん、ミチローくん、真ま理りさん、入いり墨ずみくん……」

　京輔の知らない名前が出てきた。一年Ｂ組の生徒だろうか……。

「体育祭が終わってからは、友美ちゃんとも仲良くしてます。上級生では、紗魔夜先輩とか春はる代よ先輩、五槍先輩も！」

　あのスケバンみたいな三年生か。舞那とはドジっ娘こ同士、気があうのかもしれない。体育祭での頑張りを経て、クラスメイトとの関係も変わったし、京輔が思っているよりずっと、舞那はこの学院に馴な染じんできているようだった。

　なので――と、舞那が相そう好ごうを崩くずす。

「全然心配いりません！　たとえ京輔くんと綾花ちゃん、鋭利ちゃんがいなくなっても平気ですから。わたしはわたしで一生懸命頑張って、自分の罪をつぐなって、意地でも表社会に戻って、そして――」

　深呼吸。京輔の目を真っすぐに見つめて、

「もう一度、皆に会うんです。卒業してから皆に会って、こういう風に話して、楽しく笑いあうんです。それが、わたしの目標ですよ」

「舞那……」

「本当は京輔くんに話しておきたいことも、あるんですけど……」

　京輔から視線を外し、舞那がモジモジとした。しかし、すぐさまブンブン首を振り、晴れやかに微笑む。




「そのときまで黙っておこうと思います。今はまだ、やっぱり色々後ろめたいですから……京輔くん。無事に退学できるといいですねっ！」





×　×　×






「…………ふわぁ。ねむ」

　冥土メイド喫きつ茶さに使った衣装をたたみながらあくびし、鋭利が半分下りた瞼まぶたをこする。

　煉獄祭が終わり、翌日。朝方近くまで打ちあげを愉しんでいた生徒たちは、企画物の後片づけと大掃除に追われていた。

　時刻は十三時過ぎ。大量のゴミを焼しよう却きやく炉ろまで持って行き、京輔がこの辺りで一旦休憩するべく、鋭利に一声かけようとしたとき。

「お兄ちゃんっ！」

　自分の展示を片づけていた綾花が現れ、慌ただしく走り寄ってくる。ちょうどいい、わざわざ呼びに行く手間がはぶけた――と浮かべかけた笑顔が、

「パパたちが呼んでる！」

「……オヤジが？」

　一瞬にしてかき消えた。ドクンッと心臓が跳ねる。

　綾花はクラスメイトに聞かれないよう顔を近づけ、声をひそめると、

「うん。話しあいの結果が出たんだってさ」

「…………マジか」

「ねぇ。そろそろお昼でも行く？」

　メイド服をたたみ終えた鋭利が伸びをしながら問いかけてくるも、京輔たちの空気がおかしいことに気づいて眉をひそめた。

　友美と小道具を片づけていた舞那も手を止めて、心配そうにこちらを見ている。鋭利が近づいてきて「……何か、あったの？」と尋ねた。

　綾花が、鋭利にも状況を伝える。

「話しあいの結果が出たみたいなんです。鋭利さんも呼んでこい、って言われました。今から理事長さんのところに行って、そこで詳くわしく聞かせてもらうからって……」

「……そう、わかったわ。いい結果が聞けるといいわね？」

「だな。綾花はもう聞いたのか？」

「ううん。まだ、だけど――」

　綾花が顔をくもらせた。

「……パパたちの様子からして、あんまり期待しない方がいいかも？」





×　×　×






「プルガトリウム更生学院は、生徒の退学を許さないっ！」

　散らかりまくった広い部屋の真ん中。

　直樹、早苗、芙蓉、零子と合流し、京輔たちが理事長室を訪れてすぐ――開口一番、檻伽が言い放つ。相変わらずベッドに寝そべって漫画雑誌をパラパラめくり、スナック菓子をつまみながらの一言だった。

　鋭利が「……ハァ？」と顔を歪ゆがめる。

「何こいつ、本当に理事長？　まったく威い厳げんが感じられないんだけど」

　すると檻伽は分厚い漫画雑誌から顔をあげ、

「……ハァ。何こいつ、本当に十六歳？　まったく成長が感じられないんだけど」

　薄っぺらい胸元を見て嘆息し、またすぐ手元に視線を戻した。

「さて――」

「止よしなさい」

　鋭利が静かにベッドを離れる。近くの床から武器になりそうなものを探しに行こうとしたのだろう、それを芙蓉がやんわり制して、

「対する妾わたしたちは、なんとしてでも京輔さんたち二人を取り戻したい」

　檻伽の手から漫画雑誌を奪った。鮮血色の瞳を細め、続ける。

「アレコレ話しあってはみたものの結局、互いの意志は変わりませんでした。資金援助や人材派遣など、様々な交換条件を持ちかけてみたのですが――」

「全部却下です」

　漫画雑誌を没収された檻伽が、ムスッとして切り捨てた。

「物や人、お金は失くしてもまたすぐ取り戻せますけど、信用や信頼、面目は中なか々なか取り戻せない。《組ウ織チ》と紅あか羽ばね家は同業者ですが、同時に競合者でもあります。そんな相手に出し抜かれたとなれば、ネームバリューに疵きずがつく……いや、もうこうなっちまった時点で十分ついてるんだけど。保護者ターゲツトは仕し留とめ損そこねるわ、紅羽家にかすめ取られるわ、それに気づくのが遅れるわ、懐ふところまでもぐりこまれるわで、もう散さん々ざんですわ……」

　だからこそ――と、檻伽が芙蓉をねめつける。

「引くわけにはいかないんですよ。やられた分は、やり返させてもらいます。こちらがつけられた以上の疵を貴方がたにつけ、ズタズタに切り刻みます」

　静かな瞳で檻伽を見返す芙蓉の隣、直樹がボキボキと指を鳴らした。

「上等だ！　互いに一歩も譲らねぇんなら、ぶつかりあうしかないもんな？　そんなに面子が大事なら、ボコボコにしてやんぜ」

「お、おい!?　ちょっと待ってくれ、オヤジ！　芙蓉さんッ！」

　緊張しつつ成り行きを見守っていた京輔は声をあげ、二人の前に躍り出る。

「強行突破は最後の手段じゃなかったのかよ!?　失敗するのは目に見えてるとか、芙蓉さんも――」

「ええ、言いました。そんなことをすれば組織間の抗こう争そうに繋がり、死力を尽くした全面戦争にまで発展しかねませんもの。疵どころでは済みません……。学院側も妾たちも、そういう事態を避けたい思いは一致しています」

「だったら――」




「だから『死験』を行うことにしたのさ」




　檻伽が言った。「……試験？」と訊く京輔にニヤリと笑い、

「うん、死験。『試す』じゃなくて『死ぬ』の方だよ？　お互い正面衝突は避けたい、けど話しあいでは共に譲らず、埒らちがあかない――なら、勝負の結果で決めようじゃん？　ってなったわけ。体育祭のとき、零子の奴が取った手段と同じようにね」

「な、なるほど……」

「――ただ、ボクはアイツみたいにヌルくない」

　檻伽の瞳に鋭い光が宿る。

　零子をさしていた親指を、自身の喉元で横に引き、

「退学死験の内容は、命を賭かけた『殺人』鬼おにごっこだよ。追うのがボクらで逃げるのがお前ら。正門から出て、定められたゴールポイントに京輔っちと綾花っちが無事たどり着けたら退学させてやる。けど――」

　檻伽が親指を下へ向けた。傲ごう慢まんに笑う。




「着けなかったら退学はなし。表社会への卒業条件も取り消し。お前ら兄妹には殺し屋として卒業してもらい、死ぬまで《組ウ織チ》に尽くしてもらうことになる」




「なっ――」「ええっ!?」

　動揺する兄妹に、檻伽は肩をすくめて、

「それがこっちのメリットってわけ。その代わり、もしもボクらが負けた場合は、今後一切お前らには干かん渉しようしない。死験の結果にかかわらず《組織》も紅羽家もお互い遺恨を残さず、今まで通りの関係に戻る……要は、勝負に勝てばいいんだ。わかりやすくて、いい感じでしょ？」

　京輔は、綾花と顔を見あわせた。恐る恐る尋ねる。

「え、えーっと……それってつまり、オレらが逃げ切れればいいんですよね？　追ってくるのは誰なんですか。先輩？」

「プラス教師だね」

「――は？」

　プルガトリウム更生学院の教師は全員、超一流の殺し屋だ。そんな奴らが本気で追いかけてきたら、一般人に過ぎない京輔たちはあっという間に潰されるのでは……。

「ご心配なく」

　みるみる血の気を失う京輔の肩に、温かな手が添そえられた。

　芙蓉が力強く言い、穏やかに笑む。

「退学死験に参加するのは、京輔さんと綾花さんだけではありません。直樹さんと早苗さんはもちろん、妾たち紅羽家もお二人をサポートさせていただきますから」

「おう。安心しとけクソガキ。相手がどんな殺し屋だろうが、オレと早苗が守ってやるからよ？　指一本触れさせやしねぇ」

「うんうんっ！　私たち用心棒は殺させないプロだもんねぇ～。平気平気っ！」

　不敵に歯を見せる直樹と、微塵も不安を感じさせない早苗。

　鋭利が「お母さま」と声をかけた。

「……その死験、あたしも参加できるんですか」

「ええ」

　芙蓉が首肯する。

「貴女だけじゃなく、京輔さんの退学死験に協力したいという生徒の方々は、何人でも参加することができるわ」

「ただし」

　檻伽がスナック菓子をつまみつつ口を挟んだ。挑発的にアゴを反そらせ、

「殺やられる覚悟があれば、だけどな」

　かみ砕く。くっちゃくっちゃと咀そ嚼しやくしてから、




「それとこっちの人数は、そっちの二倍でやらせてもらう。逃げる側のが有利なルールだし、そもそもそっちはお願いしてる側。お願いされてる立場のボクらにハンデがつけられるのは、当然だよねぇ？　常識的に考えて」




　厭いや味みったらしく「フッ」とドヤ顔。

　ベッドに寝そべる檻伽を見下ろし、直樹が「ハンッ！」と鼻で笑った。

「増えるつっても生徒だろ？　半人前がいくら増えようが、ハンデになんざならねぇよ……むしろ後悔することになるぜ。無駄な犠牲を出しちまった……ってな？」

「わかりませんよ？　ウチの生徒は優秀ですからね」

　直樹たちには一応敬語を使い、檻伽が笑いに嗤わらいを返す。食べ終わったスナック菓子の袋を無む造ぞう作さに投げ捨て、

「――死験開始は、四日後の土曜。まぁそれまでゆっくりしててください。奇襲や襲撃なんて真似はしないので、せいぜい愉しむがいいです……残り少ない人生を」





×　×　×






「京輔さまあああああああああああああああぁ!?　京輔さまが退学するかもしれないという話は本当ですの、京輔さまああああああああああああぁ!?」

　京輔たちが理事長室から教室に戻り、身が入らない掃除を続けていると、早くも話を聞いたらしい紗魔夜が、慌ただしく駆けこんできた。

　ピシャ――――ン！　と戸を開け放つや否や、真っすぐ走り寄ってきてヘッドスライディングをキめ、京輔の片足にすがりつく。

「行かないでくださいまし、行かないでくださいまし、紗魔夜を置いていかないでくださいましいいいいいいぃ！　ふええええええぇん、ですの！　嫌ですのっ！　離れ離れになりたくありませんのおおおおぉ！　ふわああああああぁん、ですのおおおぉ！」

「ちょっ!?　しゃ、紗魔夜先輩――」




「失望したぞ、神かみ谷や京輔ッ!?」




　泣きわめく紗魔夜に狼ろう狽ばいしていたら、今度は教室後方の出入り口から魔ま境きよう院いん喰くう餓が――もとい道郎が現れ、憤怒の形ぎよう相そうを浮かべた。

「己おのが身を焼く断罪の業火インフエルノに耐え切れず、赦ゆるしという名の蜘く蛛もの糸にすがる……だと？　ふざけるなッ！　なんたる脆ぜい弱じやく、なんたる臆病、なんとうらやま――否、情けないッ！　良かろう京輔、貴様がつかんだ蜘蛛の糸……我がこの手で絶たち切きってくれるッ！　さぁ哭なけ《片翼の死天使アズリエル》！　裏奥義《希望を刈り取る絶望の大鎌ホープス・ダイ・ラスト》最終楽章――」

「京輔くん、綾花ちゃんっ！」

「ぐはあああぁ!?」

　出入り口に突っ立ったまま叫ぶ道郎を突き飛ばし、ボブが入ってくる。

「二人が退学するって話を聞いたんだけど、本当っ!?」

「……本当だったら、食べちゃうよ？　我慢しないで、食べちゃうよ……じゅるり」

　ボブの背中には千尋もくっついており、血色の瞳をギラつかせていた。

　さらに――。

「ホワアアアアアアッツ!?　退学？　なんだそりゃ！　家庭の事情か何か知らねぇが、そんなの聞いたことねぇぞ!?　アンビリィバボオオオオオオォ！」

「賄わい賂ろだな？　賄賂を使ったのだな、貴様たち？　ゆ、許すまじ……必ず成せい敗ばいしてやるから覚悟しておけ!?　ジャスティ――――ス！」

「フハハハハ！　なんだなんだ、あたしが怖くて逃げるのか。この腰抜けどもめ！」

「…………そうですね」

「表シ社ヤ会バニ戻ル、ダト？　貴様ト我ハ同ジ穴ノ狢ムジナト思ッテイタノダガナ、京輔……ドウヤラ間違イダッタヨウダ。モハヤ躊チユウ躇チヨモ慈悲モナイ。徹底的ニ潰スノミ！」

「逃さないよ」「うん、逃がさない」「二人まとめて、八やつ裂ざきだ」

「あ……あぁ……」

　紗魔夜たちに続いて話を聞いたと思しき二・三年生たちまで押しかけ、またたく間に人口密度があがる。

　舞那が「はわわ」とほうきを握りしめた。

「せ、先生たちに聞いたんでしょうか……すごい人でちゅ。わたしたちのクラスでは、まだ知らされてないのに――」




「ファッ!?　退学って何よ!?　京輔クンたち、退学しちゃうんッ!?　まじかしっ！」




　友美が声をあげるのと同時、一体何事かと当とう惑わくしていたクラスメイトたちが、掃除や片づけを止め、一斉に群むらがってくる。

「おいッ！　どういうことだよ、神谷ァ!?　ちゃンとオレらに説明しやがれッ！」

「ヒッ、ヒヒ……笑えない冗談。兄はともかく妹ちゃんは退学しないでっ！」

「うわあああぁん！　退学だなんてひどいじゃないですか！　神谷さんがいなくなってしまったら、僕……僕っ……嬉しすぎて、ふひっ……涙が出ちゃうじゃないですかぁ!?　ふひひひひ。これでようやく僕にモテ期が――」

「来ねーし！　紳士クン、まぢありえんてぃ～だわ。やっぱり京輔クンだわぁ～」

「やめないでよ、神谷くうううぅん！」「綾花ちゃあああぁん！」「ＧＭＫが可か哀わい想そうじゃないかぁ！」「そうだそうだっ！」「可愛い娘たちにチヤホヤされてモテモテで……何が不満だっていうのさ!?」「そうだそうだっ！」「煉獄なのに天国じゃないかあああぁ！」「ここの女子にはあらかた手をつけたから、次はシャバってか!?」「なんて贅ぜい沢たくな――」「殺せ、誰かこの女ったらしを殺せェ！」「じゃあオレが」「いや僕が」「いやいや私が」「じゃあ、俺が――」「「「どうぞどうぞどうぞ！」」」「嫌だよ、殺されるじゃん!?」

　などなど。クラスメイトのほとんどが、なんだかんだ言いながらも京輔たちの退学に驚き、嘆き、躍やつ起きになって引き止めようとしてくれていた。

「お、お前ら…………」

　そんな彼らの反応に京輔は戸惑う。

　この学院に入学したばかりの頃は、周りの奴ら全員アタマのおかしい狂人で、自分と同じ人間だとは思えなかった。知りあいになどなりたくないし、できることなら関わりたくもない。頭の中には恐怖と嫌悪しかなく、逃げ出したくて仕方なかった。

　だが、今は――。

「ふえっ、ふえええぇん……ですの。やめないでください、京輔さまぁ……ひっく」

「ぐわああああああ!?　鎮しずまれ！　鎮まるのだ、涙るい腺せんよ！　鎮ま――ぶわっ」

「や、やだっ……小麦袋が濡ぬれちゃうわ。二人がいなくなるって思ったら、わたし……寂しくて。もう会えなくなっちゃうのかしら……」

「……やだ。そんなの、嫌だもん……おあずけのまま、ばいばいなんて……」

　紗魔夜が京輔の脚に頰をこすりつけ、道郎が左手で目元を押さえる。ボブが小麦袋をふやけさせ、千尋が指をくわえてほっぺをふくらませた。

　別れを惜おしむ殺人犯の生徒に対して、京輔が感じているのは寂しさとせつなさ。

　退学後は、恐らく二度と会うこともないだろう彼らに、

「……ありがとうございます。ありがとうな、お前ら……けど、ごめん。退学するのは本当なんだよ。実は、オレ……」

　これまでひた隠しにしてきた秘密――《十二人殺した殺人鬼》は冤罪だということ、自分は一人も殺していないということを明かそうとした、そのときだ。




「神谷は退学などせんよ」




　低いロリータボイスがとどろく。騒がしかった教室内が一瞬にして静まり返り、皆の視線が教室前方に集まった。人ひと垣がきが割れ、道が生まれる。

　その向こうから現れたのは、ブランド物のスーツを身にまとい、鉄パイプを引きずる幼女――京輔たち一年Ａ組の担任教師、久瑠宮聖ひじりだった。

　久瑠宮は生徒を睥へい睨げいしながらゆっくり教室に入り、教きよう壇だんにのぼると、

「いいか、よく聞けブタ野郎どもオオオォ!?」

　教卓に平手を叩きつけ、恫どう喝かつ。

　硬直する生徒たちを見回し、うなるように断じる。

「神谷も神谷妹も、退学などしない。できない。このわたしが許さない。本日から四日後の土曜、我がプルガトリウム更生学院は二人の退学死験を行う。それに合格できれば退学、不合格なら退学はなしだ。そして――」

　久瑠宮が京輔をにらんだ。八や重え歯ばを牙きばのように光らせ、




「貴様らが合格することはない！　わたしが踏みにじってやるよ……完かん膚ぷなきまで蹂じゆう躙りんしてやる。手加減なしの本気で、な？」




　――ぼぎんっ。久瑠宮が両手に力をこめて、鉄パイプをへし折った。小さな身体から殺気があふれ出し、苦しいほどの圧迫感に襲われる。

　戦せん慄りつする京輔たち兄妹に、久瑠宮は「ククク……」と喉を鳴らして、

「貴様らが今まで過ごしてきた学院は、わたしたち教師が支配している牢獄だ。ゆえに貴様らブタが勝手な真似をしないよう恐怖で抑えつけ、無む駄だな犠牲が出ないよう暴力で押さえつけてきた。だが、学院を出る――退学するというなら、話は変わるぞ？　覚悟しておけ。退学死験は林監学校や体育災などという『お遊び』じゃない……正真正銘、命を賭けた『殺しあい』になる」

「「…………ッ!?」」

　クリクリとした久瑠宮の目つきが、教師から殺し屋へと変わるのがわかった。舞那が「ひうっ――」と息を呑み、鋭利までもが声を失う。

　今まで京輔たちをいびり続けてきた鬼教師の久瑠宮が、優しく思えるほどの重圧だ。

　生徒の中にはガタガタ震えている者や、腰を抜かしている者もいた。

　理解する――たとえどれだけ暴力的で嗜し虐ぎやく的てきであっても、久瑠宮はやはり『教師』として振る舞っていたのだと。

　京輔たちを『生徒』として見てくれていたのだと。

「神谷の退学死験に参加し、協力するのは貴様らの自由だ。だが、忘れるな――奴らに力を貸す連中を、わたしは生徒ではなく殺害対象だと見なす。調教ではない。殺害だ。命を捨てる覚悟がある者は、神谷と一緒に退学死験を受けろ！　一人残らずブチ殺し、残ざん飯ぱん定食の材料にしてやる。死にさらせッ！」





×　×　×






　久瑠宮の恫喝を受けて尚、京輔たちに協力しようとする者は皆かい無むに等しかった。

　元々『退学してほしくない』という生徒がほとんどだったし、そうでなくとも進んで命を投げ出す者などそうそういないのだから、当たり前だろう。そんな中、

『そうかい……退学死験を、ねぇ……シュコー。ごめん京輔、綾花ちゃん……私も力になってあげられないよ。君たち二人と、別れたくない……このまま離れたくないから。むしろ――』




　私は皆を潰つぶす側として、退学死験に参加するんじゃないかと思う……と。




　煉子は悲しそうに告げ、京輔たちの前から去っていってしまった。

　以来、一度も顔をあわせていない。表社会に戻ることを選んだ京輔にとって、煉子は別世界の住人。どうせ離れ離れになるなら、そっちの方が楽かもしれない――と思い、京輔もまた意識して避けた。煉子との関係と、煉子への未練を断ち切るために。

　それでも。

「……………………退学、か」

　考えずにはいられない。囚しゆう人じんみたいなジャージ姿で、独房みたいな寮部屋のベッドに寝転がる。消灯から三時間、眠気は一向に訪れてくれない。

　紺こん碧ぺき色いろの夜空が見える窓には、太い鉄格子。入学してから幾いく度どとなく眺め続けてきたこの光景も、あと少しで見られなくなるかもしれない。そう考えると寂しくて、寂しいなどと感じる自分に苦笑した。

　いつからだろう。寮で一人になったとき、ここから出ることじゃなく、ここでの日々に思いをめぐらすようになったのは。

　いつからだろう。恐怖し、嫌悪していた殺人犯の生徒と気き兼がねなく接し、あまつさえ好意を感じるようになっていたのは。

　舞那が犯した殺人と、彼女が抱える苦悩を知ってから？　鋭利が殺人犯ではなく暗殺者で、殺せないと告白してくれてから？　煉子の正体を知り、本性を知り、怖いくらいに一途な想いを知ってから？　紗魔夜に殺されそうになりつつも、林監学校を無事生き延びてから？　それともやはり、綾花が転入してきてからだろうか？　あるいは体育祭で初めてクラスメイトと本格的に交流し、一いつ致ち団だん結けつしてからだろうか……。

　よくわからない。

　――けれど、わかったことがある。

　思い返せば本当に、死の危険と隣あわせの毎日で、我ながらよく無事生き延びられたものだと感心してしまうのだが、それでも楽しかったのだ。

　おかしな場所でおかしな奴らと過ごすおかしな日々が可お笑かしくて、あっという間の半年間だった。綾花の言葉を思い出す。

『お兄ちゃんは、どうなの？　楽しくないの？　鋭利さんとか、あっちゃんとか、煉子さんとか、皆と過ごした毎日を楽しく思ってないのかな？』

　あのとき、すぐには答えられなかったが……。




　京輔も、綾花と同じ気持ちだった。




　できれば、退学したくない。まだもう少しだけここの連中と、一緒に過ごして一緒にバカをやりたい。散々な目に遭わされながらそれを皆で共有して乗り越えて、刺激あふれる『非日常』の学院生活を送り続けていたい。

　だけど。

「まぁ、無理だよな……そんなこと」

　非日常か日常か。一つを選べと言われたら、後者を取るに決まっている。

　自分は、普通の一般人なのだ。殺人犯や殺し屋みたいな連中と、一緒の世界に生きることはできない。自分の居場所はここじゃない。

　そう思っているから、余よ計けいに――。

「……………………煉子」

　彼女を想うと、胸が痛んだ。先ほど感じた寂しさ以上のせつなさがあふれ、心がかき乱されてしまう。固めたはずの決意が揺らぎ、ここにいたいと感じてしまう……。

「あああああああああぁ、忘れろッ！　煉子のことはあきらめろ、オレ！」

　ぐしゃぐしゃ髪をかきむしり、枕に顔を押しつけた。閉じない瞼を無理やり閉じる。やがて眠りにつけたのは、空が白しらみ始めた早朝。




　短い眠りの中で京輔は、煉子に絞殺される夢を視た――。




























「おい。なんつぅ顔してやがる、クソガキ……ちゃんと寝ろって言ったよな？」

「…………悪い。ほとんど眠れなかった」

「どんだけメンタル貧ひん弱じやくなんだ、テメェは……ったく」

　退学死験、当日――目の下に濃こいクマをこしらえ、だるい身体からだを引きずりながら歩く京きよう輔すけに、直なお樹きが呆あきれる。黒の革かわジャンにジーンズ、サングラスをつけた直樹は葡萄酒色ワインレツドの革手袋を嵌はめ、くわえ煙草たばこを吐き捨てた。地面に落ちた吸すい殻がらをコンバットブーツの底で踏ふみにじり、校門を目指す。

　京輔たちの後ろを歩む綾あや花かが「あーっ！」と指をさした。

「パパが煙草のポイ捨すてした！　い～けないんだぁ、いけないんだぁ♪　せぇ～んせいに、言ってやろぉ～♪」

「あはは。別にいいのよ、綾花ちゃん。困るのはこの学院なんだし。ここに勤つとめる先生の方が、もっと悪いことしてるでしょ？」

　綾花の隣、直樹とおそろいの革ジャンを着た早さ苗なえが、クスクス笑う。

　尚なお、京輔と綾花は二人ともプルガトリウム更生学院の制服姿だ。この制服に袖そでを通すのも、これが最後の機会になるかもしれない――否、してみせると誓ちかった。睡眠不足で重い頭を振り、頰ほおを叩たたいて、たるんだ気持ちを引きしめる。

　――この三日間、京輔たち退学死験に参加する生徒は、授業や刑けい務む作業を免めん除じよされ、各おの々おの自由に過ごした。死験に備そなえて直樹にしごかれまくった京輔は、諸もろ々もろの未み練れんを振り払い、退学の決意を固められた……と思う。

　だから昨晩眠れなかったのは不安や緊張のためで、躊ちゆう躇ちよや葛かつ藤とうが原因ではない。三夜続けて煉れん子こに殺される夢を視みたのも、たまたまだ……。

「おはようございます」

　アレコレ考えながら歩いているうち、校門に着いた。

　敷地をぐるりと取り囲んでいるコンクリート壁とフェンス、固く閉ざされた鉄格子の前に、芙ふ蓉ようたち紅あか羽ばね家けが勢ぞろいしている。

　直樹が「よぉ」と手をあげた。

「はえーな。昨日はよく眠れたか？」

「ええ、もちろんですとも。それはそれは、ぐっすり――」

「……ふわぁ」

　どうやら眠れなかったらしい。紅あかい和わ装しよう束ぞくの中、一人だけ制服姿の鋭えい利りは眠そうで、瞼まぶたの半分下りた目をゴシゴシこすっている。

「あらあら。鋭利は寝不足みたいねぇ……やっぱり緊張してるのかしら？」

「いいえ、芙蓉さま」

　神楽かぐらが否定し、笑みを浮かべた。

「夜遅くまで鍛たん錬れんしていたのです。わたしは先に眠ってしまったのですが『京輔たちはあたしが守る』と、寝ねる間まを惜おしんで刀を振るい――」

「余よ計けいなこと言わないで」

　ペラペラしゃべる神楽の頭を、鋭利が鞘さやでぽこんっと叩く。鋭利の右手には一振りの日本刀が握にぎられていた。綾花が「なんですか、それ？」と尋ねると、

「紅あか羽ばね刀とう《緋ひ艶えん》。伝でん家かの宝ほう刀とうみたいなものよ。こうなることを予想して、お母さまが用意しといてくれた業わざ物もの。爪の《朱す裂ざく》はあくまで奇襲用だし、今は外はずしてあるわ」

「ふぅ～ん、なんかすごそうっ！　鋭利ちゃんって強いの、芙蓉ちゃん？」

「ええ、それはもう。妾わたしと雅まさ人とさんの娘ですから……ふふ。殺せないのを加か味みしても、紅羽家で鋭利に太た刀ち打うちできる使い手は妾を除のぞいて他におりません」

　早苗の問いに首しゆ肯こうして、芙蓉がきっぱりと言い切る。

　直樹が「……へぇ？」と鋭利を見やった。

「芙蓉の奴がそこまで言うなら、マジなんだろうな……頼たよりにしてるぜ、鋭利ちゃん？　オレと早苗にもしものことがあったら、コイツらのことよろしく頼むわ」

「えっ」

　直樹に笑いかけられ、鋭利は硬直。

　赤あか錆さび色いろの瞳をわずかに見開いた後、恥はずかしそうに頰を染そめ、

「……は、はいッ！　任まかせてください、ええっと……直樹お父さま？　あたしが絶対、京輔たちを退学させてあげますから！　し、幸せに……してみせますから！」

「――幸せ？　お、おう……ありがとな？」

　息巻く鋭利に直樹は困こん惑わく、物言いたげな目で京輔を見てくる。

　綾花が「おおー。鋭利さんが追いあげてきたっ！」と拍手し、早苗が「隅すみに置けないわね、京輔ちゃ～ん」とヒジで脇わき腹ばらを突つっついてきた。

　その様子を神楽は複雑な顔つきで、芙蓉は満足気に見守っている。そして、

「……………………」

　壁に背中をもたれさせる少年――緋ひ色いろ袴ばかまに臙えん脂じの羽織をまとった刃ば更さらは、皆から少し離れた場所で、髪と携けい帯たい電でん話わをいじくっていた。

　綾花が「あーっ！」と声をあげる。

「ホ、ホモのお兄さんだああああああぁ！」

「やぁ。犯おかすぞクソガキ」

　携帯電話から顔をあげ、刃更がさわやかに微笑わらった。

　神楽がギョッとした目で兄を見た。

「ば、刃更兄さん……貴方あなたはホモでロリコンだったのですか？」

「んなわけないだろ。俺は至いたってノーマルだからな。今だって、ほら……文化祭で知りあった娘ことメールしてるし？　錐きり柄えちゃん、朽くち歯はちゃん、裂さ夜や華かちゃん――」

「あー、はいはい。わかりましたよ、救いようがないたらしっぷりです。鬱うつ陶とうしいのでそのまま黙ってメールをしててください」

「うぃ～っす」

　返事してすぐ携帯電話に目を落とし、刃更がニヤニヤとする。女の子とメールをするのに夢中な刃更は放置して、直樹が腕時計を確認した。

「八時五十七分か……あと三十分で死験開始だが、アイツらはまだ来ねぇのか？」

「九時に来るはずなんですけれどねぇ……遅刻かもしれません。その場合、何かしらのペナルティを受けていただこうかと――」




「ごめ～ん、待ったぁ？」

「はわあああぁ……ま、間にあいまちたぁ……」




　そのとき敷地内の遊歩道を駆かけ、零れい子こが校門へとやって来る。ブランド物のスーツに白衣をまとった零子と一緒に現れたのは、

「……あっちゃん？」

「舞まい那な？　お前、どうして――」

　久く瑠る宮みやに脅おどされた後、京輔たちは舞那にお願いしたのだ。

『退学死験に参加するのはやめてほしい』と。久瑠宮が口にしていた通り、退学死験は生死不問のデスゲーム。わざわざ命を危険にさらさなくていい、合格できるのを祈っていてくれればいいから……と。にもかかわらず、

「あ、あはは……ごめんなさい京輔くん、綾花ちゃん。わたし、やっぱり待ってるだけなんて無理です。できませんっ！　わたしも協力させてくだちゃい！」

　舞那は本気で参加をするつもりらしい。

　勢いよく頭を下げる舞那に、京輔たちは顔を見あわせた。

「きょ、協力するっつったって……」

「正直、荷にが重すぎるんじゃないかなぁ？　足手まといになっちゃうんじゃ――」

「なりませんっ！　もしもなったら、見捨ててください！」

「いやいや……」

　そんなのできるわけがない。しかし、舞那は強ごう情じようだ。どうしたものかと後頭部をかく京輔に、直樹が小声で問いかけてくる。

「おい……この女の子、強つえぇのか？　虫一匹、殺せなさそうなんだが」

「ん？　あ、ああ……弱くはないよ。けど……」

　直樹・早苗・芙蓉・鋭利・神楽・刃更――このメンバーに比べると、見み劣おとりするのは否めなかった。直樹が「お嬢ちゃん？」と目線をあわせる。

「気持ちはありがたいんだけどな、相手はプロの殺し屋なんだぜ。お嬢ちゃんみたいな素人しろうとは、あっという間に死んじまうぞ」

「構いまちぇんっ！　覚悟はできていますからっ！」

「あのな……お嬢ちゃんは構わないかもしれねぇが、殺されちまったら後味悪いだろうが。周りの気持ちを考えるなら、悪いことは言わねぇ。大人しく――」




『はーい。参加者一人、追加しておきますね！』




　――と。直樹が舞那を説得する前に、どこからともなく檻おり伽がの声がした。

　見れば、零子が手に持つタブレットの画面に、パジャマ姿の檻伽が映りこんでいる。ベッドの上でくつろぐ檻伽は、キーボードを叩いて言った。

『逃走側に五十嵐いがらし舞那、追加っと……オーケー、これで九人ですね。追走側は十八人になりました。他に、飛び入り参加の人います？』

「ちょっ――」

「待ってくださいッ！」

　直樹を押しのけ、抗議する。

「何、勝手に認めてるんですか!?　舞那はまだ――」

『うるさいなぁ。いいだろ、本人が参加するって言ってんだから。我がプルガトリウム更生学院は生徒の意思を尊そん重ちようします！』

　檻伽がもっともらしくのたまい、ドヤ顔をした。「ア、アンタなぁ――」とつめ寄りかける京輔の肩に、芙蓉が手を添そえる。

「まぁまぁ、いいではございませんか。多少なりとも合格できる見こみが増えるなら、彼女の好意に甘えさせていただきましょう」

「ふ、芙蓉さん……けど――」

「心配いりませんとも」

　微笑み、芙蓉が舞那に歩み寄った。鮮血色の瞳を細めて、

「体育祭のとき見せていただきましたが、可か愛わいらしい見た目によらず強いかたです……同じ生徒が相手であれば、そう簡単に殺やられはしないはず。教員相手ではわかりませんが……妾たちの手で仕し留とめればいいだけのこと。無問題ですわ」

「え、鋭利ちゃんのお母さん……」

「芙蓉さまの言う通りですよ」

　すると、それまでメールしていた刃更が携帯電話をしまって芙蓉に同意し、

「……ふぇ？」と不思議がる舞那に近づいていく。

「人の好意を無下にするものじゃない。それがこんなに可愛らしい女の子のものなら、尚さらね？　大丈夫だよ、舞那ちゃん……」

　刃更が舞那の眼前に片ヒザをつき、手を取った。舞那を見あげてキメ顔になり、

「君のことは、この俺――紅羽刃更が守ってあげるから」

「ふえええぇ!?」

　歯をキラーンと光らせる刃更に、舞那が慌てた。

「はわわ。あ、ありがとうございまちゅ！　え、ええっと……ば、刃更しゃん？　と、とっても心強いでちゅ！　だけど、わたちは……わ、わたしには、あにょ……ほ、他に……ほっ、ほきゃにちゅきにゃひちょがいちぇ、だからあにょ……あわわ」

「……ハァ。どれだけ節せつ操そうがないんですか、貴方は……」

「本当よ……けど、まぁそうね。舞那がいてくれると、心強いのは確かだし……いざとなったら、あたしもフォローしてあげるわよ。それなら構わないでしょ、京輔？」

　鋭利に訊きかれて、京輔は閉へい口こう。意見を求めて直樹を見やると、あきらめるように手を振ってきた。早苗は何事かを綾花に耳打ちされて「京輔ちゃあ～ん？」とニヤニヤしていた。……なんだ？　意味がわからない。

　最後に舞那を見た京輔は、その瞳に宿る覚悟が揺るぎないのを認め、うなずく。

「…………わかったよ。けど、絶対死ぬんじゃねぇぞ？　一人も犠牲を出さないように頑がん張ばろう。じゃなきゃ笑ってここを出れねぇ……舞那も、鋭利も、綾花も、オヤジも、オフクロも、芙蓉さんも、神楽も、刃更も、全員だッ！」

「あァ？　何言ってんだ、クソガキ――」

　直樹が京輔をにらんだ。傲ごう岸がん不ふ遜そんに唇くちびるを吊つりあげ、

「最初からそのつもりだよ。わざわざテメェに言われるまでもねぇ」

　革手袋に包まれた手を握りしめる。

　早苗も「うんうんっ！」と同意し、空に拳こぶしを突きあげた。

「全員返り討ちにしちゃおーっ！　モンスター・ペアレンツの力を見せてあげるよ！」

「クスクス。さすがパパとママ、綾花とお兄ちゃんを産んだだけあるね！」

「……確かに。自じ信しん過か剰じようなところが貴女あなたにそっくりです、クソ綾花」

「俺の名前を呼び捨ててもいいのは、美少女だけだよ。京輔くん……死ぬかい？」

「これ、二人とも。突っかかるのは止よしなさい」

「……ふわぁ」

「あうあう。頑張りますっ！」

　意い気きごむ舞那たちに、画面の檻伽が肩をすくめる。

『まぁ、せいぜい頑張りな？　ゴール地点は事前に話した通り、ここから島の最西端にある船着き場。死験時間は、一時間目の授業が始まる九時三十分から五時間目の授業が終わる十六時までです』

　つまり、タイムリミットは六時間半。

『こちらが放つ追手は全部で十八人。そちらが校門を出てから三十分後に最初の五人をスタートさせ、以後三十分ごとに最大五人ずつ送りこませてもらいます。ちなみに追走側のメンバーは各クラスの担任教師六人に、選えりすぐりの生徒十二人……詳くわしい面メン子ツは追いつかれてからのお楽しみっつーことで！』

「…………。わかった」

　超一流の殺し屋である教師は六人。久瑠宮と毒ぶす島じま以外はほとんど面識がないが、あの二人と同等、もしくはそれ以上の実力者であるのは確実だろう。

　生徒の方も大体予想がついた。恐らく体育祭で久瑠宮が作成した《レッドリスト》に載のっている十人と、留学生という扱いの煉れん児じ。

　そして――。

（煉子……お前も、オレらを追ってくるんだよな？）

　四日前、退学死験のことを話して以来の彼女に思いを馳はせる。

　――煉子は追いかけてきてくれるのだろうか？　追いついたとして、どうするつもりだろうか？　京輔たちの退学を阻そ止しする？　学院へと連れ戻す？　あるいは……。

『京輔。君が、もし退学することになったら……私の前からいなくなってしまうことになったら。私はきっと、君を殺すよ？』

　何度か夢で視たように、煉子は自分を殺そうとしてくるのだろうか。自分は、煉子に殺されるのだろうか。そのとき、自分は――。

「……京輔くん？」

　呼びかけられて我に返った。

　煉子によく似た氷蒼色アイスブルーの瞳が怪け訝げんそうに京輔を見ている。零子は何やら手て錠じようのようなものを差し出しながら、

「はいコレ。ＧＰＳがついてる道具。両手じゃなくて、片手に嵌めてくれればいいよ。真ま紀き奈なが説明した通り、追走側が逃走側の現在地を把は握あくするためのものだから。死験中は外したりしないこと。それから――」

　京輔の耳元に口を近づけ、こっそりささやいてきた。




「煉子は君を殺すつもりだ。今回ばかりは説得しても無む駄だだと思う……あの娘の想いを受け止めるのか、受け止めないのか。覚悟を決めておくんだね」




　それだけ告げて、すり抜ける。京輔はしばらく手錠を嵌めることも忘れて、その場に立ち尽くしていた。

『さて、と……これで準備は整ったかな？』

　各々が手錠を装着し終えると、檻伽が一同を見回す。

『死験開始まであと二十分、どんな結果になっても互いに恨うらみっこなし！　殺やるか殺られるか、狩かるか狩られるか、勝つか負けるかの真剣勝負といこうじゃないですか』




　きいいいいいいぃぃぃん、こおおおおおおぉぉぉん、

　　かアあああああァぁぁん、こおオおおおおぉぉォン……。




　九時三十分。始業のチャイムが鳴り響くと同時、逃走側の九人が、開け放たれた校門から一斉に飛び出し――。

　学院史上初となる、退学死験が始まった。





×　×　×






「走れッ！　稼かせげるだけ距離を稼ぐぞッ！」

　鬱うつ蒼そうとした森林地帯を貫つらぬく林道。踏ふみ均ならされた土の地面を蹴けりつけて、京輔たちはひたすら駆ける。

　直樹と早苗を先頭に、芙蓉たち紅羽家がしんがりを務め、京輔を挟みこむ隊列で全力疾走し続けた。綾花は直樹が、舞那は刃更がそれぞれ抱え持っている。

　学院からゴール地点までは、長く見積もって四～五時間。悪路が多く追手側の邪魔も入るため、六時間半という死験時間には、それほど余裕があるわけでもない。

　直樹が叫ぶ通り、スタートから最初の追手が放たれる三十分の間にできるだけ距離を稼いでおく必要があった。あわよくば、そのまま逃げ切りたいところだが……そう簡単に行かせてくれるはずもない。

　果たして――。

「……おや？　どうやら、いらっしゃるみたいですよ」

　学院を出て、まだ一時間と経たっていないとき。最後尾を走る芙蓉が呟いた。

　直樹が「はぁ!?」と後ろを振り返り、迎え撃つべく速度をゆるめる。

「もうかよ、速すぎるだろ!?　どんな脚力してやがん――」

　怒鳴りかけたところで、直樹がハッと口をつぐんだ。遠く、葉は擦ずれの向こうから低いエンジン音のようなものが聞こえ、みるみる近づいてくる。

　直樹が「……チッ」と舌打ちを漏らした。

「乗り物なんかに頼ってんじゃねぇよ、ゆとりが……おいテメェら、止まれッ！　追手の奴らを迎え撃つ！」

「ええ。追手の数は四人です」

　芙蓉があっさり気配を読んで立ち止まり、身をひるがえして和わ傘がさを広げる。

　神楽と、舞那を下ろした刃更がその両脇から進み出て、芙蓉を守るように立ち、

「一人二秒で十秒かかりません。わたし一人で斬きり殺しましょう」

「俺ならその半分で全員殺れるけど。まぁ、仲良く殺ろうじゃないか」

　神楽が鉄てつ扇せんを抜き、刃更が着物の袖に手を入れた。

　――そこへ。




「あ……あぁ……」

「クク。見つけたよ？　思う存分、狩らせてもらおうか！」

「体育祭でも煉獄祭でも殺せなかったからねぇ……」

「今度こそ、八やつ裂ざきだ！　先生がたの手をわずらわせるまでもない。僕ら《八つ裂きジャック》の刃やいばで、奴らをズタズタにして殺る」




　網あ走ばしり亜あ門もん・八やつ崎ざき鷹たか元もと・八崎元もと遙はる・八崎鷹たか景かげの四人が、オフロードバイクにまたがり、追いついてくる。神楽が「ハッ！」と鼻で笑って、両手に握る鉄扇を開いた。

「どこかで見たことのある顔だと思えば、文化祭のときクソ綾花に煽あおられて、真っ赤になってたド三流ではございませんか？　わたしの敵ではありません！」

「だね。容姿からして並以下だ。かませ犬にもならないだろうよ」

　嗤わらい、刃更が肩をすくめる。そんな刃更の顔を目にした瞬間、大人しかった網走亜門《顔無しフエイスレス》が突とつ如じよとして発狂し、

「あ……あぁ……あああああああああああああああぁ!?」

　バイクを乗り捨て、地面に降りた。網走がハンドル代がわりに握りしめるのは、巨大なチェーンソー。ドドドドドッと重低音をとどろかせ、刃の群むれがうなりをあげる。

　その騒音をかき消すほどの金切り声を出し、網走が刃更に突撃していった。

「かおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！　おまえのかおをよこせええええええええええええぇ、かおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」

　そして、一方――。

「……ああ。あれ、僕らの邪魔をしてきた娘じゃないか」

「うん。神かみ谷や妹に負まけず劣おとらず生なま意い気きだよね？」

「僕らのことをナメ腐くさっているみたいだし、殺すか」

「殺そう」

「殺してしまえ」

《八つ裂きジャック》は、神楽に狙ねらいをしぼったらしい。バイクから降り、二振りずつ湾刀シヤムシールを抜く。三兄弟で計六本の刃を光らせ、駆けてきた。

　神楽と刃更、二人の笑みが同時に消える。

　次の瞬間。

「翻ひるがえれ《疾はや舞ぶ裂さ》」

「舞まえ《紅雀くじやく》」

　――斬ッ！　両刃刀ブレイドと鉄扇刀、目にも留まらぬ速度で振るわれた得物が、
















　獲物の首を斬り飛ばしていた。




　擦すれ違ちがいざま刃更が両刃刀で網走を、神楽が鉄扇刀で元遙と鷹景を――まばたきの間に絶命させる。唯ゆい一いつ、死をまぬがれた長男・鷹元の眼前、

「……………………ぁ？」

　弟たちの首が舞う。鷹元が目を見開いた。刹せつ那な、

「死んでください」

　神楽の鉄扇刀が躍り、鷹元の首筋に迫る。だが、

「あああああああああああああああアアアアアアアアアァ！」

「…………ッ!?」

　鷹元が激げつ昂こう。刀を振るって神楽の刀を弾はじくと、バックステップで距離を取り、

「元遙ッ!?　鷹景えええッ！　ぎっ……貴様ああああああアアアァ！」

　首が斬り離された箇所から血の噴水をあげて倒れる、二つの胴体――弟たちの亡なき骸がらから視線を外し、憤ふん怒どの形相で神楽をにらみつけた。いつもしているドクロスカーフがずれ、歯は茎ぐきをむき出した素顔が露あらわになる。

　射い殺ころすような鷹元の眼光を注がれ、神楽が「……チッ」と舌を鳴らした。刃についた血を払い落としつつ、顔をしかめる。

「一匹、殺り損なってしまいましたか……ムカついてるのはわたしの方です。この程度の雑ざ魚こに刀を防がれるなど、恥ずべき失態ですよ」

「あははッ！　本当だなァ、オイ？　しっかりしてくれよォ、神楽……紅羽の名を穢けがすつもりかい？　一人だけしか殺ってない俺が、言えることでもないんだけどさ」

　チェーンソーのエンジンを切り、刃更が手にブラ下げている首を見た。左手で髪の毛をつかみ、顔に巻かれている包帯を外すと、

「げっ!?　火傷やけどか、ひどい面つらだな……『顔よこせ』とかほざく気持ちも理解できるぜ。ご愁しゆう傷しようさま」

　呟つぶやいた後、無造作に放ほうり棄すてる。びちゃ、と水音がした。斬り離された頭部と胴体、六つの断面からあふれ出る血が、林道を染めあげている。ほんの数瞬、わずか数秒で、周囲の景色は一変してしまっていた。

「うっ――」

　呆あつ気けに取られて一部始終を見ていた京輔は、風に乗り漂ただよってきた臭気を嗅かいだ瞬間、吐き気に襲われヒザをつく。舞那がぺたんっと尻しりもちをつき、鋭利が「……大丈夫？」と気遣った。綾花は死体を凝視していたが、早苗に「あんまり見ちゃダメよ？」と手で目隠しされる。直樹がうめいた。

「生徒だろうが容よう赦しやなしかよ。えげつねぇ……」

「えげつない？　ふふ。嫌ですわぁ」

　芙蓉が着物の袖を振り、口を隠して「ふふふ」と笑う。

「神楽も刃更も、一太刀でしたでしょ？　苦痛を感じる暇ひまはなかったはずです。極きわめて人道的な殺し方かと。大体――」

　そこで一旦言葉を止めて、芙蓉が鷹元を見た。

「次、この方々に手を出してみなさいな？　首、落ちるわよ」

「…………ッ!?」

　鷹元はビクッと身体を跳ねさせ、神楽から視線を外す。

　芙蓉が嗤った。

「――と、妾は申しあげたはずです。その上で手を出そうとしたのですから、こうなることは自明の理。恨うらむのなら妾たち紅羽ではなく、未熟で脆ぜい弱じやくで浅せん慮りよで陳ちん腐ぷで矮わい小しような、自分自身を恨むのですね……ふふ。――神楽？」

「はい、芙蓉さま」

「殺して差しあげなさい」

「はい」

　神楽がうなずき、再び鉄扇を構える。鷹元が「ヒッ――」とひるんだ。弟たちの死にいきどおっていた表情は、芙蓉の冷たい圧力を受け、恐怖一色に染め抜かれている。

　刃更が「……ふわぁ」とあくびした。

「次はきっちり仕留めろよ？　また殺り損ねたら、俺がお前を殺ってやるからな」

「ハッ！　戯たわ言ごとを。あんな奇跡は、もう起こりませんよ。兄さんごときにわたしが遅れを取るのもあり得ないです。黙ってメールでもしていたらどうです？」

「うぃ～っす」

　刃更が両刃刀を引っこめ、代わりに携帯電話を取り出す。神楽が「……フンッ」と鼻を鳴らして、鷹元へと向きあった。

「では、殺らせていただきましょうか」

　――さようなら。

　身体を沈めながら呟き、神楽が地面を蹴ろうとした、

　次の瞬間。




「はぁ～い、貴女たちもさよなら」




「「…………ッ!?」」

　視界の外から飛ひ来らいしてきた二つの影が、神楽と刃更を同時に襲う。咄とつ嗟さに飛びのいた神楽の足元を銀色の――蛇へびを思わす長い影がのたくり、真ま一いち文もん字じに過ぎた。他方、

「うわッ!?」

　メールに集中していた刃更は反応が遅れ、上空から襲いかかってきた影に喰くらいつかれてしまう。刃更の手から真しん紅くの欠片かけらが飛び散った。のけぞるように飛びすさる刃更、体勢を立て直そうとする神楽目がけて、

「くッ――」「うおおおぉ!?」

　ひるがえる影。角度を変じ、軌道を変じ、速度を変じ、避けたそばから襲いかかってくる影から逃れ、神楽と刃更が距離を取る。地面すれすれの宙を薙なぎ、突如としてはねあがった影を神楽が鉄扇で防いで、

「翔とべ《夜や断た烏がらす》」

　バックステップで下がりつつ、刃更が袖から暗器を放った。空を切り裂く黒い手裏剣は、頭上を覆うようにしげる木々の枝えだ葉はに吸いこまれ、

　――キィン！

　銀色の影により弾かれる。刃更が「……チッ」と頭上をにらんだ。

　その視線を受け止めるのは――。




「あらあら。アタシも殺り損なっちゃった……イケると思ったんだけどねぇ、ウフフ。さすが紅羽、一筋縄じゃあ逝いかないわぁ～ん？」




　真っ赤なドレスシャツに真っ白なスキニーパンツ、派手派手しい金髪にケバケバしい化粧を施ほどこしている若い男性。ルージュに艶つやめく唇を歪ゆがめ、マスカラで縁ふち取どられた双そう眸ぼうを細めて枝の上に立ち、刃更を見下ろす男の両手には、奇妙な得物が握られている。

　――蛇、蔦つた、あるいは鞭むちのような銀色の凶器。男がたたずむ枝の上からだらりと垂れ下がったそれは全長十メートル近くあり、その表面には刺とげのような刃の群れが林立し、重なりあって生えていた。鞭ではなく剣。

　見れば、男の凶器が通り過ぎた後の地面や木肌はズタズタにえぐられ、斬り裂かれ、無数の傷に蹂じゆう躙りんされている。凶器がかすめた刃更の右手も同様だ。ボロボロになった袖の端から、血の滴しずくがぽたりぽたりと垂れていた。

　半ば放心状態のまま、鷹元が「ば、薔ば薇ら園ぞの先生……」と男を仰ぐ。

　男は「鷹元ちゃあ～ん？」と微笑ほほえんで、

「なぁにその顔、弟ちゃんたちが殺られてブルってるのぉ？　うふふ、可愛い……鷹元ちゃんがそんな表情するなんて、珍しいわぁ～。でも――」

　男の笑みが消え失せた。冷れい酷こくな目で鷹元を見下ろし、

「……がっかりよ。もっと殺れる子たちだと思っていたのに、瞬殺だなんて。唯一残る貴方もその体ていたらくじゃ、もうダメね？　役立たずは失せなさい。教え子ちゃんたちの仇かたきは、アタシが――《千片万華カレイド・ブレイド》の薔薇園ダリアが討うってあげるから」

　不敵に言い放つ薔薇園を、神楽が「ハッ！」とあざ笑う。

「この人数を独りで相手にするおつもりですか？　自信過剰にも程があります。そんなに死にたいのなら、望み通り――」

「下がってろ」

　神楽を押し留めたのは、刃更の低い声だった。

　神楽が「――はい？」と胡う乱ろんげに振り返る。刃更は――。




「このカマ野郎は、俺がブチ殺す。苦しめながら殺してやるさ。よくも……よくも俺の大事な連絡先を全滅させてくれやがったなァ、貴様アアアアアアアアアァ!?」




　歯を食いしばり、こめかみに青筋を浮かべてブチキレていた。血ち濡ぬれた刃更の右手には、袖と一緒に上半分がごっそり切り飛ばされた携帯電話が握りしめられている。

「「……はぁ？」」と声をそろえる神楽と薔薇園。

　だが、刃更は本マ気ジだった。身体中から殺意をあふれさせ、うなる。

「錐柄ちゃん、朽歯ちゃん、裂夜華ちゃん、死し姫きちゃん、アリッサちゃん、慄りつちゃん、マキシマムザ亮りよう子こちゃん――文化祭でナンパした娘だけじゃなく、麻ま衣い子こに万ま里り亜あに庵あん沙ざに優ゆ羽うに綺き季きにソフィアにインゲルに奈ナ緒ヲ姉ねえ、その他大勢ッ！　全員連絡取れなくなっちまっただろうがアアアアアアアアアァ!?　あああぁ……ねぇ、コレどうすんの？　どうしてくれんの、マジで!?　わざわざ会いに行ってまた連絡先聞くのとか超だるいんだけど……ていうか、家知らない娘はどうしろと？　おい、どうするんだよッ!?」

「ア、アタシに訊かれても……」

「……知りません」

　声を荒らげて怒る刃更に、神楽と薔薇園が呆れた。刃更は背後を振り向くと、壊れて使い物にならなくなった携帯電話を投げ捨てて、

「芙蓉さま」

　左の袖から円月輪チヤクラムを取り出す。そして、

「神楽たちを連れ、先に行ってください。彼奴は俺が処理します」

「あらあら……平気？」

「無論です。苦しめながら殺るつもりですので、すぐには終わらせませんけど――」

　芙蓉の問いに答えると、刃更が京輔たちを見た。鋭利に肩を抱かれて震える舞那に、困ったような笑みを浮かべ言う。

「ごめん、舞那ちゃん……君を守ってあげられなくなった。俺は彼奴きやつを殺さなくっちゃいけないからさ。だけど、待ってて。終わらせたら必ず追いつく……だから、それまで生き延びてほしい。女の子の連絡先が全滅した今、俺に残されたのはもう君だけなんだ……君まで失ったら、俺は……俺は……ッ！」

　悲痛な顔で奥歯をかみしめる刃更に、生なま温あたたかい視線が注そそいだ。鋭利が「……ハァ」と嘆息し、舞那を立ちあがらせる。

「兄さん」

「ん？　どうした鋭利。『兄さんにはあたしがいるじゃないですか』って？　いやぁ、いくら俺でも近親相そう姦かんはキツイなぁ～」

「……死ねばいい」

「そうですね。相あい討うちになって、死ねばいいんですよ。ただ――」

　神楽が鉄扇刀をしまい、きびすを返しつつ吐き捨てた。

「貴方が殺られてしまったら紅羽の名に疵きずがつくので、絶対に負けないでください……ご武運を」

「――ハハッ。任せとけ！」

　応え、刃更が円月輪を投げ放つ。輪っか状の刀が空を斬り裂いて翔び、薔薇園に襲いかかった。しかし、

「ウフッ。嬉うれしいわあああぁ！」

　薔薇園が左腕を振るうと、鞭のような剣がはねあがり、刃更の円月輪を弾く。さらにそのまま得物をひるがえし、続けて飛来してきた手裏剣の群れも残らず弾き返して、

「こんなにイイ男が相手をしてくれるだなんて！　じっくりたっぷりなぶってあげる。失くした女の子たちの代わりに、アタシが可愛がってあげるわぁ～ん？」

　枝を蹴り、薔薇園が美しく舞った。

　身体をひねって両腕を動かした瞬間、二本の剣が生き物のようにうごめき、躍動し、のたくりながら暴れ狂った。

《千片万華カレイド・ブレイド》という異名通り、自由自在で千変万化な薔薇園の剣技。甲かん高だかい金属の咆ほう哮こうをあげ、襲い来る二振りの刃を、

「哭なけ《不如斬ほととぎす》」

　刃更は、着物の袖や袴の裾から多種多様な暗器を繰り出し、迎え撃つ。金属と金属、刃と刃がぶつかりあって奏でられる剣けん戟げきの音を聴き、京輔たちは駆け出した。

　振り返らず先へと進んで、離れていく一同の背後――。

「あああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！」

「…………ッ!?」

　鷹元の絶叫がとどろく。思わず振り返った京輔の目に、湾刀シヤムシールを振りあげ、刃更に躍りかかっていく鷹元が映うつり、直後。

「ぁ――」

　刃更が抜き放った鎖くさり鎌がまによって、その首はあっさりと刎はねられてしまった。





×　×　×






　――バシャッ。両手にすくった冷たい水で顔をすすぐと、少し気分が楽になる。

　刃更と別れ、走り続けること一時間。京輔たちは、森を流れる川のほとりで小休憩をとっていた。川幅二十メートルくらいの浅あさ瀬せで、水の流れはそれなりに速く、大振りの岩石がゴロゴロと転がっている。川と河原かわらの境界辺りに鎮ちん座ざしている一際大きな岩の陰で、京輔は深呼吸した。瞼を閉じる。頭の中では、先ほど目にした光景――人が無む残ざんに殺される瞬間が、何度も繰り返されていた。何度も何度も何度も何度も、

「おい」

　――ぶっきらぼうな声。川に突つっ伏ぷすようにして顔を洗っていた手が止まる。声は、頭上から降り落ちてきた。

「平気か、クソガキ」

「…………。見りゃわかんだろ」

　濡れっぱなしの顔をあげると、直樹がかたわらに立ち、煙草をくゆらせていた。サングラスは外されている。その視線は京輔ではなく川へと向けられていた。

　しばし無言の時が流れる。やがて、

「初めてか？」

　と直樹が問いかけてきた。なんのことかは考えるまでもない。京輔は「……ああ」と弱々しくうなずく。直樹が紫し煙えんを吐き出し、笑った。

「ハハ。殺人鬼がうじゃうじゃいやがる学校に、半年も通ってたのに？」

「……………………」

「まぁ、考えてみりゃ当然だわな。生徒同士でホイホイ殺しあわれちゃわざわざ集めた意味ねぇし、教育する意味もねぇ。なんのために教師がいやがるんだっつぅ話になっちまうぜ。だけどなァ――」

　直樹が京輔を見る。表情を消し、真剣な眼差しで、

「お前が直接目にしてねぇだけで、あの学院に通う奴らはほとんど全員ああいう真似をして入学してきた奴らなんだよ」

　――と、告げてきた。

　それは恐らく今の今まで京輔が目を背そむけてきた事実で……。

「お前が言ってたいい奴も、面白い奴も、憎にくめない奴も、尊敬できる奴も、一人残らず殺してるんだよ。お前や綾花、鋭利ちゃんみてぇなのは、まぁ置いとくとして……最低でも一人、もっとたくさん殺していやがる奴もいるよな？　そんな奴らと一緒に過ごすのが『楽しい』か？　あと二年半、一緒に青春するのが『悪くねぇ』のかよ？」

　直樹の言葉に、反応も反論もすることができない。

　これまで漠ばく然ぜんとしか感じていなかったものが、突然実体を持ち、重量のある現実感をともなって、ズシンッとのしかかってきていた。

　それは恐怖と嫌悪感。プルガトリウム更生学院に入学した京輔が、真っ先に覚え――半年という学院生活の中で摩ま耗もうし、薄らぎかけていた感情だ。

　拳を握り、奥歯をかみしめる。直樹は紫煙を吐き、

「オレと早苗が仕事を隠してたのはな、京輔……お前らガキをこっちの世界に引きこみたくなかったからだ」

「――え？」

「海外からの依頼を積極的に請うけ負おって、家にはほとんど帰らなかった理由も同じだ。オレと早苗がやってる仕事はカタギじゃねぇから、危険も多い……さっきみてぇに死人が出るのも珍しくねぇ。だからこそ、立ち回りには注意を払ったし、お前らガキを巻きこまないよう気をつけてたつもりだ。にも、かかわらず――」

　直樹が煙草をかみ潰し、こめかみに青筋を浮かべた。革手袋がきしむ。

「こんなことに、なりやがるとはなァ……ッ！」

「…………ぅ」

　あふれる怒ど気きに身体がすくんだ。申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　京輔がプルガトリウム更生学院に入れられた理由は親譲ゆずりの高い身体能力と、それを無む闇やみに振るいまくった京輔自身の浅あさはかさだった。妹のことを守るつもりが追いつめ、結局はこうして家族に助けてもらっている。本当に、情けない……。

「ご、ごめん。オレが、もっとしっかりしてれば――」

「――あァ？」

　怖おず怖おず謝りかけた瞬間、直樹がギロリと半眼を向けてきた。

（な、なぐられる!?）と身を強張らせる京輔に直樹は、

「なんでテメェが謝ってんだ、クソガキ？　別にお前は悪くねぇだろ……オレの方こそ悪かった。肝かん心じんなとき、守ってやれなくってよ」

「……………………は？」

　耳を疑う。この世に生まれて十五年、京輔が直樹から謝られた経験はほぼない。綾花や早苗に謝ることはあっても、直樹は京輔にだけやたら厳きびしく、まさか自分が謝られるとは夢にも思っていなかった。

　当惑する京輔に向きあい、直樹は続ける。

「だから、今度は守りきってやる。死験が始まる前にも言ったが、お前にも綾花にも、指一本触れさせやしねぇ……ぜってぇ退学させてやる。こんなクソみたいなとこさっさと辞やめさせて、元の場所まで連れ帰ってやる。そしたら、京輔――」

　直樹が相そう好ごうを崩くずし、笑った。

「家族皆で美う味まいもんでも食おうぜ？　久しぶりによ」

「オヤジ…………」

　力強いその笑顔を見ていたら、わだかまっていた不安や恐怖が、スーッ……と和やわらぎ消えていく。いつもは畏い怖ふの対象でしかない父親が、今は誰より心強かった。

　なんだか無性に気恥ずかしくなって、京輔は顔を背ける。

　自然とほころぶ頰を隠すようにかきつつ、

「お、おう……そうだな、そうしよう。なんつぅか、マジ……その……サンキューな？　やっぱりオヤジはオヤジだわ。生意気ばっか言ってきたけど、なんだかんだで……そ、尊敬してるぜ、クソオヤジ！」

「――あァ？」

　京輔がそう言い放った直後、直樹の気配が変わった。弛し緩かんしていた空気が一瞬にして緊張し、凄すさまじい圧迫感が生まれる。血の気が引いた。

　見れば直樹が目をすがめ、眉間にシワを寄せている。直樹がキレる要素に思い至いたった京輔は、大慌てで弁べん解かいをした。

「ちっ、違……違うんだ！　オヤジに『クソ』をつけたのは照れ隠しみたいなもので、生意気言ったり悪あく態たいついてるわけではなくって、だから、あの――」

　だが、直樹はそれを無視。河原を蹴って距離をつめるや否や、京輔の肩口をつかむ。そのまま乱暴に腕を引き、

「うわあああぁ!?　ごっ、ごめんなさ――」




「対岸に狙撃手がいる！　テメェら、全員急いで岩陰に隠れろッ！」




「「「…………ッ!?」」」

　直樹が声を張りあげた、次の瞬間。

「綾花ちゃ――ぐッ!?」「ママああああああぁ!?」

　悲鳴と、絶叫が響いた。

　直樹に無理やり引っ張られた京輔の、一瞬前まで身体があった岩肌を銃弾がえぐる。近くの岩石に隠れ、直樹が「クソッタレ！」と吐き捨てた。

　視線の先、十数メートル離れた岩陰には早苗と綾花が避難していたが、

「早苗ちゃんッ！」

　右肩口を押さえる早苗の指の間から、真っ赤な血が流れ出ている。岩に背中を預けて顔をしかめる早苗に、綾花がオロオロしていた。

「あああぁ、ママが……ママが死んじゃう！　も、黙もく禱とうしなくちゃ――」

「しないで。大丈夫だよ、かすっただけだし……死なない死なない」

　苦笑し、早苗が革ジャンを脱ぐ。ウエストポーチから医療道具を取り出すと、慣れた手つきで応急処置をし始めた。直樹が安あん堵どの息を吐く。

「ふぅ……とりあえず、オレの家族は無事みてぇだな。他の奴らは――」

「皆さん、お怪我はないみたいですよ」

「うぉ!?」

　いきなり耳元でささやかれ、直樹が引っくり返った。岩の外に転げ出た途端、

　――チュインッ！　チュインッ！　チュインッ！

「うおおおおおおおおおぉ!?」

　降り注ぐ弾丸の雨。死に物狂いでそれをかわして、はいずるように逃げ戻った直樹が「殺す気かッ!?」と声を荒らげた。岩陰にはいつの間に現れたのか、芙蓉がたたずんでおり「あら」と口元に手を当てている。

「すみません。驚かすつもりはなかったんですけれど……ふふふ」

「笑ってんじゃねぇ。ったく……で？　全員無事なのか？」

「ええ。ここからでは見えませんが、鋭利と神楽はそれぞれ素早く岩陰に、舞那さんは狙撃の嵐あらしをお見舞いされていたものの奇跡的に無傷で、ウチの鋭利と同じところに逃げ隠れた模様です。尚、こちら岸に狙撃手はおりません」

「……確かか？」

「ええ。今のところは、ですけれど……狙撃手は五人。回りこまれて挟きよう撃げきされる危険もありますし、のんびりしてはいられませんよ。どうなさいます？」

「そうだな、相手の腕にもよるが――」

　直樹が手近な石を拾いあげ、無造作に投げた。

　――刹那、小石が弾け飛ぶ。

　直樹が「げっ……」と絶ぜつ句くした。

「な、なんちゅう精せい度どしてやがる……化け物じゃねーか。下手に飛び出そうもんなら、その瞬間に撃ち抜かれるよな」

「でしょうねぇ。推すい察さつするに、一人は教師《絶対猟域アウトレンジ・アウトレイジ》の美み槌づち美み裕ひろかと。二キロ先から蚊かを撃ち抜いたという逸いつ話わがあるほど、正確無比な狙撃手ですからねぇ。森の中に逃げたところで、木々の隙すき間まを縫ぬうように狙い撃たれてしまうかもしれません」

「マジかよ……」

「ですが」

　芙蓉が真紅の携帯電話を取り出し、笑みを浮かべる。

「残り四人は恐らく生徒。それほど腕もないでしょう。娘たちなら問題なく突とつ破ぱできるかと思います。もしもし、神楽？」

『はい、芙蓉さま』

「お願いがあるわ。三分後、正午ピッタリになったら鋭利と一緒に飛び出して、対岸の狙撃手に接近。排はい除じよしなさい」

『……承知しました。皆殺しにします』

「ただ、一人突出した狙撃手がいるみたいだから。気をつけてちょうだいね？」

『はい。ですが、まぁ無問題かと。スコープ越しの狭せまい視界でわたしと姉さん、紅羽の動きを捉えきれるとは思えませんし、捉えさせなどしません』

　強い口調で断言してみせる神楽に、芙蓉は一瞬何か言いかけたものの、

「……ええ。頼むわね？」

　と言って通話を終えると、続けて鋭利に電話した。京輔たちプルガトリウム更生学院の生徒は携帯電話を持っていないが、メンバー間での連絡用にと芙蓉が用意してくれたのだ。京輔と綾花も、それぞれ一台ずつ渡されている。

『……わかりました。あたしは殺せませんけど、封ふう殺さつするくらいだったら……』

「十分よ。いざとなったら、妾も手伝わせてもらうから。よろしくね？」

　芙蓉が姉妹に指示を出し終え、携帯電話をしまった。

　ほどなく。

「――殺りなさい」

　芙蓉が柄え長なが羽は織おりを脱ぎ捨て、岩の外へと放る。

「「…………ッ！」」

　神楽と鋭利が岩陰から飛び出して、川を渡り始める気配がした。周囲の空気がにわかに緊張し、いくつもの音が飛とび交かう。

　神楽の下げ駄たが岩を蹴る音、外れた弾が岩を削る音、鋭利の靴が岩をこする音、外れた弾が水没する音……。岩を足場に川を渡る姉妹は止まらない。

　このまま川を渡りきり、向こう岸に到達。しげみに潜む狙撃手を一人残らず殲せん滅めつするかと思われたときだった。

「ぁ」

　神楽のほうけるような声。芙蓉が投げたおとりの紅い柄長羽織が、無傷のまま地面に落ちている。下駄の快音が止まった。

　――バシャンッ！

　と、水音があがる。まるで誰かがバランスを崩し、岩の上から川に落ちたような音。鋭利の靴音が止まり、川辺に静せい寂じやくが降りた。

「……………………ぇ？」

　鋭利が呆ぼう然ぜんとした声を出す。川に落ちた誰かが起きあがる様子はなく、神楽の反応もなかった。芙蓉の顔から表情が消え、京輔の背に悪お寒かんが走る。

　――まさか。

「か……神楽ああああああアアアァ!?」

「ちょっ!?　おいバカッ、早まるんじゃねぇ！」

「チッ――」

　岩陰を出る京輔を追って直樹が飛び出し、芙蓉が反対側から飛び出した。直樹に襟えり首くびを引っつかまれながら、京輔が目にした光景は――。

　水みな面もに突つっ伏ぷしたまま動かぬ人影と、

　その頭部からあふれ出す血で赤く染まった川の水。そして、




「うふふふふ。ごきげんよう、逃亡者の皆さま」




「…………紗しや魔ま夜や、先輩？」

　対たい岸がんに立つ、見み目め麗うるわしい女子生徒。蜂はち蜜みつ色いろの長髪に赤い斑はん点てん模様を散らせ、翠玉色エメラルドの双そう眸ぼうをギラつかせる紗魔夜の右手には、血まみれになった鉈なたが一本、握られている。

　血は髪だけでなく頰や制服にまで跳ねており、その美び貌ぼうを凄せい惨さんに彩いろどっていた。

「そ、その血――」

　紗魔夜は「……はい？」と自分の身体を見下ろし、

「ああ、コレですの？　ターゲットを始末するとき、ついてしまいましたの。お目汚しすみません」

「――ターゲット？」

「はい、そうですわ。京輔さまの退学死験を邪魔し、紅羽さんや五十嵐さん、わたくしの大事な●●●●フレンドに手を出そうとする不ふ埒らちな輩やからどもですのっ！」

　……今『友達フレンド』の前に余計な単語がついていたのは、たぶん気のせいだろう。

　向こう岸まで五メートルほどの距離にある岩の上、鋭利が小さく「……死ねばいい」と呟く。その、足元に――。

　紗魔夜の鉈で頭部をカチ割られ、投げ捨てられたと思おぼしき女子生徒が一人、岩に身体を寄りかからせていた。

　――黒い三つ編み。左腕に『風紀委員』と書かれた黄色い腕章を通しているその女子生徒には、少なからず見覚えがある。水に顔をつけた彼女はピクリともしない。

　神楽は川の中ほど辺りで足を止め、紗魔夜をポカーンと見つめている。

「…………は？　な、何を言っているんですか、貴女は……ターゲット？　始末した？　●●●●フレンド？　姉さんはまだ身も心も処女なので、最後は噓うそ八百だとしても……理解不能です。アレは、貴女の味方……ですよね？」




「ええ、味方でしたわ」




　過去形だった。紗魔夜は血濡れの凶器を掲かかげて艶えん然ぜんと笑み、

「けれど、もう違います。黒くろ城きさんも、綺き里り雨うさんも、美槌先生も――」

　――ガサッ。しげみの中から物音がする。

　瞬間、勢いよく振り返った紗魔夜が、

「貴女もおおおおおおぉ！　このわたくしが残らず始末して、京輔さまの力にならせていただきますわああああああぁ、五ご槍そうさあああああああああぁん!?」

　鉈を投とう擲てき。クルクル回って飛んでいった刃が、草木の中に消えてすぐ「ふぎゃあ!?」と悲鳴があがり、

「ぎゃあああああああああああああああああぁ、痛いいいいいいいいいいいいいぃ!?　し、死ぬ……死んじゃうよおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　黒髪ポニーテールの女子生徒が一人、地面をゴロゴロ転がりながらまろび出てきた。出血する右肩口を押さえて悶もん絶ぜつし、河原の上でのた打ち回る。

　紗魔夜が溜め息を吐き、女子生徒――風紀委員の五槍闇あん慈じに近づいていった。

「ぐぇ!?」腹を踏みつけ、にっこり微笑む。

「ごきげんよう、五槍さん」

「さ、沙さ姫き…………」

　紗魔夜を見あげる五槍の『究極』などと書かれた頰が引きつった。可か哀わい想そうなほど怯おびえきり、声と身体を震わせる。

「き、きききき、貴様、沙姫……ま、まままま、まさか、皆を……美槌先生を…………こ、ここここ、殺した……のか……？」

「ええ」

　紗魔夜がうなずき、翠玉色の瞳を細めた。

「わたくしが、殺しましたわ。狙撃に集中してらっしゃるところに忍び寄り、一人ずつ……うふふ。とりわけ美槌先生は、今までお世話になった感謝もこめて、徹底的に……お顔が判別できなくなるほど壊して差しあげましたわよ？　ふふ、うふふふふふふ……最高でしたわっ！　散々お仕置きしたり調教したりしてくださった上の立場の人間を、思う存分叩き潰つぶして殺るのはっ！　あー、気分がいいですの。京輔さまのお役にも立てましたし、後は――」

　紗魔夜の目が嗜し虐ぎやく的てきにきらめく。スカートからもう一本の鉈を取り出し、

「後は、貴女を殺すだけですの。役立たずの五槍さん？」

　紗魔夜が凶器を振りあげた。五槍が「ヒッ……」と息を呑む。

「さ、沙姫……もしかして、最初から――」

「ええ。寝返るつもりでしたわよ？　そちらの方がうまく殺れそうだったんですもの。京輔さまをお慕したいしている気持ちは本物……なればこそ、わたくしは京輔さまが望んでらっしゃる結果のために一生懸命、殺らせていただくだけですわっ！」

「紗魔夜先輩……」

「沙姫――」

「では、五槍さん」

　愕がく然ぜんとなる五槍を見下ろし、紗魔夜が腕に力をこめた。

「ごきげんよう」

　直後、黒くろ鈍にび色いろの分厚い刃が五槍の頭上に振り下ろされる――。

「～～～～～～～っ!?」

　より早く。五槍は白目をむいて泡あわを噴ふき、恐怖のあまり失しつ神しんしてしまった。紗魔夜が「はい？」と眉をひそめる。しばらく固まった後、

「…………はぁ。やっぱり結構ですわ。ちょ、調子が狂うかたですの……五十嵐さんとは違う感じで、殺意が萎なえてしまいました。なんなんですの、このバカは……」

　紗魔夜がぼやき、鉈を下ろした。

　目を閉じ、深呼吸する。

　――次の瞬間。

「京輔さまあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ！」

「「「…………ッ!?」」」

　右手に鉈を握りしめたまま、返り血だらけの紗魔夜が岩に飛び乗り、猛もうスピードで川を渡って突っこんできた。鋭利と神楽がビクッと避ける。

「愛してますのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」

「紗魔――」

「バカヤロウ、京輔ッ！　テメェを油断させてから、殺るつもりかもしれ――おわあああああああああああああああぁ!?」

　紗魔夜の常じよう軌きを逸した様子に危険を感じたのだろう、京輔をかばって立ちはだかった直樹に紗魔夜が鉈を放り捨て、ガバッと抱きついた。直樹の身体が押し倒される。血でベトベトの髪や衣服や顔をこすりつけ、紗魔夜は激しくじゃれついた。

「やりましたわよ、殺りましたっ！　わたくし、任にん務むを達成いたしましたの！　愛する京輔さまの力になれるよう、全力で頑張りましたのおおおぉ！　ですからですからっ、今度は全力で甘えてもよろしいですわよね!?　●●、●●、●●●●●、●●●●……●●●や●●●や●●●●も……ハァハァハァハァ」

「あァ!?　おい、待てやコラ！　オレは京輔じゃね――のわああああああぁ!?　なんでベルトを外そうとする!?　ま、まさか……おいッ、やめろ！　京輔じゃねぇっつってんだろうが――おおおおおおぉい!?」

「うふふふふ。三人殺りましたから、わたくしは三回ヤってもよろしいですわよねぇ？　頑張った自分へのご褒ほう美びですの！　ご褒美ご褒美、ぐふふふふふふふ」

「う、うわぁ……」

　焦る直樹に、直樹と気づかず欲情する紗魔夜。もしも直樹が守ってくれなかったら、自分がこうなっていたのか――と戦せん慄りつする京輔のかたわら、

「直樹くううううううぅん？　そうなることがわかってて、わざとヤられたんだよね？　殺られる覚悟はできてるかなぁ？」

　撃たれた肩の応急処置を終え、岩陰から出てきた早苗がボキボキ拳を鳴らし、

「あらあら。ともあれ、皆さん無事でよかったわ……裏切りとは、嬉しい誤算でした。けれど、京輔さん……この女性とは一体どういうご関係なのかしら？　詳しく聞かせていただきたいです。場合によっては……ふふふ」

　芙蓉が柄長羽織をまといながら微笑む。

　その後、直樹が京輔じゃないと気づいた紗魔夜が京輔を襲い、直樹が早苗に襲われるという騒ぎを収め、京輔たち九人は河原を後にした。
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「――で？　そいつはテメェとどういう関係なんだ、クソガキ」

　腫はれあがった頰を押さえて森を走りつつ、直樹が問いかけてくる。島の地形に詳くわしい紗魔夜は率そつ先せんして先頭に立ち、京輔たちが逃げる手助けをしてくれていた。

　紗魔夜に手を繋つながれた京輔は「い、いや……」と背後を振り返り、

「なんつぅか、こう……色々お世話になってる先輩？　林監学校で殺しあ――もとい、知りあってから仲良く（？）なって――」

「付きあい始めたんですのよね？」

　紗魔夜が京輔の腕を引き、ほんのり頰を赤らめる。

「それからはもう毎晩毎晩、京輔さまと突きあい、ズッコンバッコン――」

「紗魔夜先輩ッ!?」「なんだとッ!?」

「する妄想に、はげんでおりますの。やんやん」

「「……………………」」

　とんでもないことを暴ばく露ろし、もだえる紗魔夜に、言葉を失う京輔と直樹。直樹の隣を走る綾花が「気持ちわるっ！」と拒否反応を示した。

　だが、紗魔夜は気にしない。訊いてもいない伏せ字だらけの話を熱っぽく語り、京輔に対する自身の劣れつ情じよう――もとい愛情を、これでもかと示しまくって、

「……わたくしは、京輔さまをお慕い申しあげております。ですから正直お別れしたくありません。退学していただきたくありません。ですが……」

　繋いだ手に力をこめて、紗魔夜がはっきりと言う。

「それ以上にわたくしは、京輔さまを悲しませたくないのです。京輔さまの想いを踏みにじってまで、自分の気持ちを押し通したくないのです。ですからわたくし、退学死験に協力させていただくことにしましたの。だって、京輔さまは《十二人殺した殺人鬼》――ではありませんものね？」

「えっ!?　紗魔夜先輩、いつから気づいて――」

「いいえ。退学死験の前に、美槌先生から教えていただきました。京輔さまが入学させられたのは冤罪で、実は一人も殺していないと。京輔さまに惹ひかれるわたくしを、幻げん滅めつさせる気だったのでしょうが。残念ながら、逆効果でしたわ」

「……逆効果？」

「ええ。一般人でありながら、怯えることなく毅き然ぜんと振る舞い、立ち向かってきた京輔さまに、わたくし胸を打たれましたもの！　力になって差しあげたいと思いましたわ。人を殺せぬ京輔さまの代わりに、わたくしが殺して差しあげよう、と……」

「紗魔夜先輩…………」

　微笑む紗魔夜の身体からは、血の臭いが漂ただよっていた。

　それに対する嫌けん悪おも恐怖もぬぐい去れない京輔だったが、紗魔夜自身に対する好意や親しみもまた、失われることはなく――。

「……ありがとうございます。オレもやっぱり紗魔夜先輩のこと、嫌いになりきれないですよ。人を殺せる気持ちは理解できないし、したくもありませんけど……いいところもたくさん知っていますから」

　京輔は素直にそう感じることができていた。

　人が死ぬのを目の当たりにして以降、心に重くのしかかっていたものが、ほんの少しだけ軽くなった気がする。直樹が「……フンッ」と鼻を鳴らした。

「きょ、京輔さま……」

　紗魔夜が目を真ん丸にする。

　翠玉色の澄んだ瞳を見返し、京輔は言った。

「だから正直、オレもお別れするのは寂しいですよ……退学したらもう二度と、紗魔夜先輩に会えなくなっちまうなんて――」

「もう二度と？　そんなことはございませんでしょ？」

「……いやいや」

　紗魔夜が卒業するのは裏社会、無事退学して表社会に戻ったら、接点などあるはずもない。一般人と殺し屋が、関わりあいになるなんてこと――。

「心配ご無用ですの！　機会がないなら、作ればいいだけですわ。表も裏も社会は同じ……仕事の合間を縫って、わたくしの方から京輔さまに会いに行きますのっ！　そして無理やり……ぐふふ。裏社会で生きるわたくしには、表社会の法など関係ありません。やりたい放題やらせていただくつもりですわよ？」

「――は？」

　ちょっと待て。

「オレの想いを踏みにじってまで、自分の気持ちを押し通したくないとか言ってましたよね!?　踏みにじる気満々じゃないですか！」

「それはそれ、これはこれですわ」

「どれだよッ！」

「ぐふふ。嫌よ嫌よも好きのうち、ですの……最初は少し痛いかもしれませんけれど、すぐに気持ちよくしてあげますからね」

「痛い!?　アンタ、オレに何するつもりだよッ！」

　怖すぎる。どうやら、元の生活に戻ってからも《殺人姫》の脅きよう威いに怯えなければならないらしい……。嬉しいようなうんざりするような、なんとも複雑な気分だ。

　よだれを垂らして舌を出し「ハァハァ」と息を荒らげる紗魔夜はそれだけで法律違反になりそうだった。綾花が「気持ちわるっ！」とまた拒否反応を示す。

　紗魔夜の邪悪な狂きよう態たいを見て、直樹が天を仰いだ。

「……一瞬、見直しかけたオレがバカだった。やっぱコイツら、ろくでもねぇわ」
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「あ、あの……すみません。直樹お父さま？」

　森を走り続けること、しばらく――鋭利が意を決したように、直樹に声をかけるのが聞こえた。

「おう。どうした、鋭利ちゃん？」

「あ、ええっと……お父さまのことなんですけど……そ、その……どうでした？」

　父親について尋ねる鋭利は、珍しく緊張しているようだった。

「京輔さま、ご存じです？　アボカドは『き●たま』が語源ですのよ。アボカド好きな女性はつまり、きん●ま好きだということでもあり――」などと話しかけてくる紗魔夜に適当な相あい槌づちを打ちつつ、京輔は二人の会話に耳をそばだてる。

「どうでした、か……そうだな――」

　直樹は数秒ほど思案した後、

「まぁ、いい奴だったよ。目つきが悪くて愛想ねぇけど優しくて、周りによく気が回る奴だった。仕事のときもそれは同じで、優秀な用心棒だったな」

　語る直樹の声音は柔らかい。鋭利は「……へぇ」と興味深げに聞いていた。

「なんつぅか、こう……ギャップのある奴だった。冷たげなのに気配りできるし、無口なくせして変なところで愛あい嬌きようあるし、強こわ面もてなのに中身は意外と乙女おとめだし……」

「乙女っ!?」

「おうよ。甘いものとか大好きだからな、アイツ。パフェとかケーキとかアイスとか、アボカドなんかも大好きだったぜ？」

「……………………」

　紗魔夜のせいで一瞬おかしな意味に捉えそうになる。紗魔夜はまだ何やら熱弁し続けていたが、内容がひどすぎたので聞き流すことにした。

「……ふぅん？　確かに、それは意外です。けど、なんか納得できるかも？　あたしの少女漫画を読みふけってるとこ、何度か見かけましたもん」

「ハハハ！　あー、想像したら笑ったわ。アイツは恋もプラトニックが好みっつーか、ロマンチストっつーか……そういえば、護衛対象の女に恋してたこともあったな」

「へぇ、ロマンチック！　その恋、どうなったんですか？」

「…………女が《絡新婦の血籠クリムゾン・クレイドル》って暗殺者に惨殺されて、終わった」

「お、お母さま……ひどい。よくそんな相手と結婚しましたね、お父さま……」

「したんじゃねぇ、させられたんだよ。すげぇつきまとわれてたからな。だけど、まぁ……なんだかんだで最終的には、満更でもなかったんじゃね？　結婚式のアイツは割と幸せそうに見えたし。惚ほれたっつぅより、惚れさせられたんだろうが」

「へ、へぇ……そんな経いき緯さつだったんですか。お母さまから聞いてる話とは、まるで別物みたいです。苦労してたんですね、お父さま……」

　直樹の口から語られる、自分の知らない父親の話に鋭利は興味津々。亡き親友のことを語り聞かせる直樹も楽しげで、和なごやかな雰囲気が漂っている。

　そのうち、直樹がしみじみ言った。

「しかしアレだな、こういう風に話してるとやっぱり、鋭利ちゃんはアイツの娘なんだなぁって実感するわ。雅人の奴にそっくりだ」

「…………へ？　あ、あたしが……お父さまに、ですか？」

「ああ。見た目は母親に似てるが、目元と中身は父親似なんじゃね？　優しくっていい娘そうだし、鋭利ちゃん」

「ええっ!?　そ、そそそそ、そんなこと――」

「では、直樹さん。京輔さんのお嫁に是非どうぞっ！」

「おわぁ!?」

「お、お母さまッ!?」

　すさかず割りこんできた芙蓉に直樹が驚き、鋭利が声を裏返らせる。

　芙蓉は「ふふ」と微笑むと、直樹の耳にささやきかけた。

「母の妾が言うのもなんですけれど、鋭利は本当にいい娘ですよぉ～？　容姿、性格、そして家柄……この三拍子がそろった女性は滅めつ多たにおりませんからね。ここは是非とも二人の恋を応援し、幸せな家庭を築いていくお手伝いをしていただきたく――」

「ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！」

　ふいに京輔たちの後方、しげみの中から一人の女子生徒が現れる。最後尾を走る神楽が振り返り、両手の鉄扇を構えた。

　舞那が「はわぁ!?」と引っくり返って後ずさり、早苗が綾花を守るように動く。直樹と鋭利が会話を中断し、紗魔夜が臨戦態勢に入った。

　中指を立て、極ごく彩さい色しきの髪を逆立てている彼女は《可愛いけど頭沸いてるプリテイー・フアツキング・シツク》――三年生の有あり栖す川がわ栗くり栖すだ。

　目を血走らせた栗栖は一同をにらみ、ヒステリックにわめき散らす。

「ふざけんなッ！　ふざけんじゃねぇぞ、マザファッカーズ！　なんで私がこんな……こんな命がけの真似、しなくちゃならねぇんだよッ!?　ガッデム！　ジーザス！　神を恨むぜ、オゥマイガッ！　ふざけやがって、ふざけやがって、ふざけやがって、ふざけやがってえええぇ……テメェら全員、ブッ殺してやるッ！」

「はぁ？　頭が沸わいてるんですか、貴女は……」

　余裕の欠片も感じられない栗栖に、神楽が呆れた。

　栗栖はなぜかたった独りで、武器はサバイバルナイフ一本。他にも何か隠しているのかもしれないが、それにしたって無謀にすぎる。

　実際、罵ば詈り雑ぞう言ごんを連つらねる栗栖は完全にやけで、かなり怯えているようだった。ナイフを持つ手はブルブル震え、歯はガチガチと鳴り、今にも吐きそうなほど顔色が悪い。

　さしずめ、無理やり死験に参加をさせられたのだろう。強い言葉を吐くことによって必死に恐怖を押し殺そうとしている姿が、痛々しくて見ていられない。

「な、なぁ……この人すげぇ怖がってるみたいだし、見逃してやったら――」

「死ねええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええぇ！」

　京輔が言いかけたとき。栗栖が喊かん声せいをあげ、一直線に突っこんできた。ナイフを振り回し、一番近くにいる相手――神楽に襲いかかっていく。しかし、

「愚ぐ鈍どんすぎます」

「――ぁ」

　栗栖の刃はかすりもしない。胸を狙ったナイフの突きをかわしざま、神楽が左の鉄扇を薙いだ。神楽の刃が逆ぎやく袈け裟さ懸がけに栗栖の身体を捉え、右脇腹から左の肩口にかけて、ざっくりと斬り裂く。

「う……うぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ!?」

　栗栖が絶叫。斬り裂かれた傷口から真っ赤な鮮血が噴き、

「なっ――」

　血と一緒に栗栖の肉や服の中から湧き出してきたおびただしい数の蟲が紅く染まった羽根や脚を広げて群れをなし、神楽に殺さつ到とうしていった。

　その身に備えた爪や針や刺で、神楽の肌を傷つけようとする。神楽は素早く反応し、両の鉄扇を乱舞。後退しながら逃れるも、

「あががががががが!?」

　栗栖の口や耳や鼻からも蟲むしが飛び出し、神楽を追いかけた。羽は蟲むしが芋いも蟲むしが鉤かい蟲ちゆうが甲こう蟲ちゆうが地じ蟲むしが回かい蟲ちゆうが、どこに潜んでいたのかというほど大量に湧いて、

「ぐッ!?」

　蜂はちのような青い羽蟲に左手を刺され、神楽が鉄扇を取り落とす。

「ゴミ神楽っ！」

「綾花ちゃん、危な――うッ!?」

　身を乗り出した綾花をかばい、早苗が蝗いなごのような赤い羽蟲に首筋を刺された。残りの蟲も吹ふ雪ぶきのように、それぞれ近くの獲物目がけて襲いかかる。その直後だった。




「絶たやせ《糸し蹂じゆう絡から》」




　視界の端で細い光がきらめく。

　次の瞬間、全ての蟲が不可視の刀に斬り刻まれて肉片と化し、虐殺されていた。栗栖の瞼を押し広げ、眼がん窩かからはい出そうとしていた蜘蛛一匹すら逃さない。

　一瞬にして死し骸がいの山が築かれ、体液の池が生まれる。

「「「…………ッ!?」」」

　迎撃あるいは距離を取ろうとしていた面々は驚愕、中途半端な姿勢で固まる京輔たちに構わず芙蓉が動いた。ヒザをついている早苗に駆け寄り、

「失礼しますよ」

　早苗の手を引きはがしてかまれた首に唇を当て、強く吸すい出す。早苗が「んンッ!?」と声を漏らした。芙蓉は一旦口を離すと、つばを吐き捨て再び首筋に接せつ吻ぷん。それを何度か繰り返した後、早苗の顔をのぞきこむ。

　途端、芙蓉の表情がくもった。

「これは……少々マズいかもしれません」

「うぅ――」

　赤く染まった早苗の顔は苦しげに歪み、玉のような汗がびっしり浮いていた。呼吸も荒い。うつむく早苗の肩を揺さぶり、綾花が「ママあああぁ！」と叫ぶ。

「ママ、どうしたのっ!?　ママ――」

「ンぎいいいぃ!?　やめて綾花ちゃんッ、あんまり激しく揺すらないでえええぇ！」

「えっ!?　ああ、ごめんっ！　マ、ママの身体に何が……」

「毒です」

「毒っ!?　ママ、死んじゃうのっ!?」

「……わかりません。妾の口からは、なんとも――」

　言いよどみ、芙蓉が神楽に目を向けた。早苗と同じく毒を受けた神楽は、毒こそ自分で吸い出したものの、

「も、申し訳……ありませ、ん……芙蓉、さま……し、しくじり……まし、た……」

「――神楽？」

　ふらつき、今にも倒れかけている。瞼はほとんど閉じかけており、赤錆色の目は焦点が定まっていない。半開きの唇から、弱々しい声が漏れた。

「い、意識を……保っているの、が……やっとの、状態……で……今、わたしはとても……す、凄まじく……ね……眠い……です…………」

　神楽が食らったのは、どうやら睡眠毒らしい。眠気にあらがう神楽をにらんで、綾花が「……なんですか、それ」とぼやく。

「心配して損したんですけど。マヌケな貴女にピッタリの毒です」

「だ、黙りなさい……クソ、綾花……毒をもらったのが……貴女、だったら……とうに……意識を……失っ……て……クソッ……死ね、ば……いい……ん、です……ッ！」

　かくんかくんっと意識を失いかけながら、神楽が綾花をにらみ返した。

　――そのとき。

「おや？　残念、二人だけですか……」

　くたびれた声。見れば栗栖が出てきたしげみの辺りから、声と同様くたびれたスーツ姿の冴さえない中年男性が現れ、後頭部をかいている。

　一年Ｂ組・担任教師の毒物使い――毒島霧きり都とだ。毒島は睡魔に抵抗している神楽と、火ほ照てった顔で息を弾ませている早苗を見やり、

「そちらの娘は睡眠毒で、そちらの女性は熱病毒……いや、媚び毒どくですね」

「えっ」

　…………媚毒？

　そういえば、先ほど芙蓉に首を吸われていたときや、綾花に身体を揺さぶられていたときも、やけに反応していたような――。

　色々合点するのと同時、なんとも言えない微妙な沈黙が降りた。

　芙蓉が「……ハァ」と溜め息を吐き、額を押さえる。

「命に別状ないようですから、喜ぶべきなのでしょうけど……貴方は真面目に殺る気があるのですか、先生？　盛もるならもっとマトモな毒があったでしょうに」

「ええ、まぁそうですね。神経毒や血液毒など、命に関わる毒はたくさんありますよ。ですが、それじゃあ退たい屈くつでしょう？」

「――退屈？」

　芙蓉の眉がピクンッと動いた。

　だが、毒島はひるまない。変わらず物もの憂うげな態度で、

「はい。こう見えても俺、エンターテイナーなので。サービス精神旺盛なんです。生徒の身体にお友達を詰めて贈った『サプライズプレゼント』ですよ」

　毒島が目を向けたのは、地面に倒れている栗栖。身体を斬られ、蟲を吐き出し終えた栗栖は、虫の死骸が散らばる血の海に沈み、白目をむいて気絶している。

　まだかろうじて息はあるみたいだが、あの出血量ではどの道、助かるとも思えない。こうなることがわかっていたのか、毒島は陰いん鬱うつに笑み、

「あの《蟲むし袋ぶくろ》には、せっかくですし色んな毒を詰めこんでみました。麻ま痺ひ毒、睡眠毒、激痛毒、熱病毒、頭痛毒、痙けい攣れん毒、嘔おう吐と毒、下げ痢り毒など死に至らない軽い毒から、媚毒、笑い毒、泣き毒、おなら毒、しゃっくり毒、しゃべりが関西弁になる毒、語尾にですのがつく毒、巨乳毒といったお楽しみ毒、強壮毒、増強毒、興奮毒、鎮ちん痛つう毒、疲労回復毒など当たればラッキーな毒、そして――」

　くたびれていた気配が一変。

　獲物を前に口を広げる毒蛇のような笑顔で、

「神経毒、血液毒、実質毒、腐ふ敗はい毒、侵しん蝕しよく毒、溶よう解かい毒、分解毒、灼しやく熱ねつ毒、極ごつ寒かん毒、膨ぼう張ちよう毒、狂人毒、絶ぜつ命めい毒、黒こく死し毒など、もらえば即座に死へと繋がる凶悪な猛毒。食らってビックリ！　余よ興きようで前座の《蟲袋》には、これらの毒はほとんど詰めていませんでしたけれどね……」

　嗤う毒島のかたわら、木々の陰から二匹の毒性生物たちが現れた。

　向かって左の草むらからはい出してきたのは、純白の鱗うろこにタトゥーのような黒い模様が走る蛇。向かって右の枝から垂れ下がってきたのは、漆しつ黒こくの鱗を曼まん荼だ羅らのような白い模様が埋め尽くす蛇。

　二匹とも全長十メートルを超え、丸太のように太い胴をしている。巨大な逆三角形の頭部がピンクの舌をチロチロのぞかせながら、灰色の眼で芙エ蓉サを視ている。

　京輔たちは信じられない思いで、その非現実的な光景を見つめた。

「お、おい……なんだよ、ありゃあ……？」

「……マジの化けモンじゃねぇか」

「毒島先生、どれだけビッグなコ●クなんですの!?　あんなの、入りませんわ……」

「ビ、ビッグな……入らな……うっ!?　か、下腹部が――」

「もぉ！　黙ってください、ビッチ先輩！　ママが反応しちゃうんでっ！」

「ひいっ――」

「舞那ッ！　叫んじゃダメよ、静かにしてて!?」

「……ね、眠気が吹き飛び…………ません、クソ……ッ！」

　鋭利が慌てて舞那の口を押さえ、神楽がイラだたしげに首を振る。二匹の大蛇をはべらせている毒島が、誇らしげに頰を歪めた。

　芝居がかった口調で告げる。

「では禍劇オペラが開演する前に、本日の出演者キヤストをご紹介しましょう。まずこちらの白い大蛇が《純白絶夢ホワイト・チヤペル》ことミズチちゃん、続いてこちらの黒い大蛇が《安息黒死ブラツク・サバス》ことオロチくんです。持ってる毒は神経毒と黒死毒、あまりに猛毒すぎるので、俺でも迂う闊かつに触れられないのが難点ですね……肌に少量付着しただけでも軽く死ねます。くれぐれも気をつけてください？　それから――」

　コブラが頸けい部ぶを広げるように、毒島が両腕を持ちあげた。

　――すると。

「毒どく蝦がま蛙がえるのイケダくん、毒どく蛞なめ蝓くじのツナデちゃん、毒どく蜥と蜴かげのＫケイＪジエイ、毒どく蠍さそりのクラウス氏、毒蜘蛛のアラク姉ねえ、毒どく雀すずめ蜂ばちのアヴちゃん、毒蝗のアバどん……他多数」

　黄、紫、赤、茶、桃もも、橙だいだい、緑……禍まが々まがしく毒々しいサイケデリックな体色をした毒性生物たちがしげみの中から、木々の合間から、草の陰から、枝の上から、土の中から、梢こずえの先から、蒼あおい空から、毒島が着るスーツの中から……数えきれないほど大量に湧き現れて、緑豊かな森を鮮やかに彩る。

　逃げ場を求めて頭上を仰げば、木々の枝葉に縁取られている蒼そう穹きゆうにすら蜂、蝗、蚊、蛾が……など無数の羽虫が群れをなして飛び交い、羽音の合唱を響かせていた。

　島中に棲すむ生物たちが一度に寄り集まってきたかのような、おびただしい数の暴力。前後左右を埋め尽くしている毒性生物の中心――押しやられ、追いつめられた京輔たちは互いに身を寄せあいながら、この絶望的な景色を眺める。眺めるしかない。

　――なぜならば。

「此こ度たびの出演者キヤストは総勢六六六匹、全員もらえば命に関わる猛毒持ちです。牙や爪、刺や針などはもちろん、皮膚や体液にまで毒素が含まれてる子もいますから、触るだけでも要注意ですよ？　中途半端な効き目の毒を持つ子は一匹たりともいませんからねぇ」

　六六六いる生き物全てが毒島の凶器で、

　それら一匹一匹が必殺の効力を備そなえる。

《猛毒禍劇ヴエノム・オペラ》毒島霧都の、これが本領か――。

「ぶ、毒島先生…………」

　――正直ナメていた。プルガトリウム更生学院に務める教師陣の中では親しみやすく御ぎよしやすい、冴えない中年男性だとあなどっていた。けれど、

「これでも一応俺は教師ですから、教え子たちには優しくあろうと努めているんです。無闇に力で屈くつ服ぷくさせたりしませんし、無意味にいたぶったりもしません……ただ、残念なことに今目の前にいる皆さんは、教え子ではないんですよね。神谷くんも神谷さんも紅羽さんも五十嵐さんも、紗魔夜さんも……退学死験に参加している以上は、標的――エサに過ぎませんので。狩らせて、もらうだけです」

　そう言う毒島の目は、まさしく捕食者の眼で。人喰い大蛇に言葉が通じないように、いかなる説得も無駄だと思い知らされる。

　管弦楽団オーケストラを操る指揮者のように、毒島がゆっくり腕を持ちあげた。二色の大蛇が鎌首をもたげ、蝦蛙が、蛞蝓が、蜥蜴が、蠍が、蜘蛛が、蜂が、蝗が、数多あまたの毒性生物が、京輔たちに襲いかかるべくうごめき、そして。

「では。これより、獲物を喰らい尽くす饗きよう宴えん《猛毒禍劇ヴエノム・オペラ》を――」




「終演いたしましょうか」




　芙蓉が右腕を振るった瞬間、細い光が舞い踊る。刹那、京輔たちをぐるりと取り囲んでいる毒性生物のうち、最も内側にいるものたちが一斉に血ち飛沫しぶきをあげ、木こっ端ぱ微み塵じんに斬り刻まれていた。さらに、芙蓉が続けて左腕を薙ぐ。

　――ヒュンッ！

　微かな風切り音が鳴るのと同時、京輔たちを覆うように網目状の剣けん閃せんが描かれ、外側にいる獲物を屠ほふった。数多の毒性生物たちが無数の欠片と化し、ブチまけられる。

「うわあああああああああぁ!?」

　大慌てで後退する毒島の眼前、逃げ遅れた白い大蛇の首がずり落ち、胴は輪わ斬ぎりに、そこから細かく微塵斬りにされ、完かん膚ぷなきまで斬り刻まれてしまった。もたげた首と胴の上から三分の二をミンチにされた白い大蛇は、断面から血の噴水をあげて絶命。

「――は？　ミ、ミズチ……ちゃん…………」

　目を見開いていた毒島の顔が、みるみる歪んでいき、

「ミズチちゃあああああああああああああああああああああああああああぁん!?」

　慟どう哭こく。頭を抱えて叫ぶ毒島に、芙蓉が「あらあら」と失笑する。

「主役が死んでしまわれましたねぇ～。禍劇とやらは、中止でよろしいですか？」

　嗤う芙蓉の袖からは、光の加減で微かに見える十本の鋼こう糸しが――髪の毛くらいの直径しかない超極細の日本刀が伸び、辺りに張りめぐらされていた。斬殺された毒性生物の体液を伝わせ浮かびあがったその輪りん郭かくは、まるで鳥籠。

　――《絡新婦の血籠クリムゾン・クレイドル》。

「え、えげつねぇ…………」

「直樹さん」

　戦慄する直樹に向かい、芙蓉が穏やかに言う。

「妾が退路を斬り開きます。京輔さんたちを連れ、先へとお進みください」

「――いいのか？」

「はい。足手まといはいりませんからね」

「あァ？　なんだと、テメェ――」

「妾は、用心棒ではありません」

　激げつ昂こうしかけた直樹をさえぎり、芙蓉は続けた。

「守りながらの戦闘は、あんまり慣れていないのですよ。思う存分、暴れることができませんから。行ってください。娘たちのこと、よろしくお願いいたします」

「…………。わかった」

「ふふ、ありがとうございます。では、早速参り――」

　直後。毒島に向き直りかけた芙蓉の頭上から、灰色の影が音もなく降り落ちてきて、逆さまのまま片腕を振る。狙いは首筋、円弧を描いて奔はしる一撃を、

「芙蓉さまッ！」

　神楽が左の鉄扇で弾いた。すぐさま右の鉄扇を薙ぐも、空振り。芙蓉の上空から出現した人影はいつの間にやら移動して、毒島の足元にうずくまっている。

　深く被った山高帽ボーラーハツトに死し灰かい色のスーツ。純白の口ひげをたくわえるその男性は、背骨の曲がった老人だった。昏くらく濁にごった黄色い瞳で、芙蓉と神楽をじっと観察している。

「……ん？　おわっ!?　グ、グレイマン先生……いつからそこにッ!?」

「ふぉっふぉっふぉっ」

　生徒は疎おろか教師すら《月黄泉狂ムーン・マニアツク》という異名以外には、素す性じようも経歴も正体も得物も、何一つわからないという、最古参の老教師――グレイマンは、毒島からの問いに対して不気味な笑い声のみをあげると、

「生き娘むすめと美熟女、どちらも美う味まそうな獲物じゃ」

　いきなり消失。次の瞬間にはもう神楽の背後に回りこんでいて、

「じっくりねっとり、弄もてあそんで殺ろうかの」

　ささやき、神楽の耳を舐なめあげた。

「～～～～～～っ!?」

　神楽がビクンッと身体を震えさせ、

「しッ――死んでください！」

　振り向きざま、鉄扇を振るうも「ふぉっふぉっふぉ」と笑うグレイマンはすでに移動しており、毒島の近くにたたずんでいる。

「毒島先生。どちらの獲物がよろしいですかな」

「…………。美熟女で」

　芙蓉をにらんで答える毒島の瞳には、怨えん嗟さの光が浮かんでいた。大事なおペ友ツ達トを惨殺されて、相当頭に来ているらしい。とぐろを巻いた黒い大蛇も大口を開け、威い嚇かくする。

　グレイマンが「ふぉっふぉっふぉ」と笑った。

「芙蓉さま」

　神楽が鉄扇刀を構え、芙蓉の隣に並ぶ。

「一緒に、殺らせてください……あのクソジジイは、わたしがブチ殺します……」

「あらあら。毒は平気なの？」

「……はい。おかげですっかり覚めました……あの感触を思い起こせば、睡魔など一気に吹き飛びますよ、まったく――神谷京輔！　それから、クソ綾花!?」

　神楽が京輔たちを振り返り、赤錆色の瞳を細めた。

「……姉さんのこと、頼みましたよ？　なんとしてでも守り抜いて生き抜き、退学死験に合格しなさい。それ以外の結果は認めませんから」

「神楽――」

「行ってくださいッ！」

　急せかし、神楽が鉄扇を掲げる。肉薄していたグレイマンの片腕が防がれ、

「ご武ぶ運うんを」

　芙蓉の鋼糸が乱舞した。瞬間、

「――走れッ！」

　直樹が咆哮。芙蓉に向かって殺到していく毒性生物の群れ、肉片と体液の驟しゆう雨うをかいくぐり、京輔たちは全力で疾走していた。





×　×　×






「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

「直樹くん、ストップ！」

　直樹の背中を追いかけ、悪路を駆ける京輔の後ろ。舞那が地面の凸でこ凹ぼこに足を取られてすっ転ぶ。最後尾を走る早苗に呼び止められて、京輔たちは一旦走るのをやめた。

「……五十嵐ちゃん、大丈夫？」

「ひゃ、ひゃい……すみまちぇん、もうまんたいでちゅ！　……ぜぇぜぇ」

　気遣う早苗にお礼を言って、舞那が起きあがる。十数分間、一生懸命走り続けた呼吸は乱れに乱れ、髪が額に張りついていた。ちっとも無問題に見えない。

　綾花が「もぉーっ！」と舞那の元まで駆け戻っていき、

「さんっ、かいっ、めっ！　三回目ですよ、あっちゃん!?　しっかりしてください！」

「はうぅ……ちゅ、ちゅみまちぇん……」

「ちゅみまちぇんじゃなあああぁい！　足手まといにはならないって言いましたよね？　いい加減にしないと、本当に置いていきますよ!?」

「こら。そういう言い方しないの、綾花ちゃん。めっ！」

　怒る綾花を早苗がたしなめる。

「綾花ちゃんたちのために頑張ってくれてるんでしょ？　もぉ……」

「……あうあう」と申し訳なさそうにする舞那の頭をなで、ムスッと頰をふくらませている綾花をにらむと、早苗は吐息。シャツの第二ボタンを外しつつ、

「それに、ほら……私も割とキツイんだ。さっきの毒が、まだ抜けきらなくってさ……ちょっとペースを落とさない？」

　顔を赤らめモジモジとする早苗に、直樹が「あー……」と後頭部をかいた。

「そ、そうだな……そうするか。時間的には余裕があるし、追ってくんのは残り五人でこっちは七人。焦んなくても平気だろ、温存しとこうぜ」

「……むぅ。わかったよ」

　直樹の言葉に折れた綾花が、舞那を置いて歩き始める。すると、今度は紗魔夜が舞那に近づいていき、

「五十嵐さん。行きましょう？」

　優しく手を取った。舞那が目を丸くする。

「うふふ。こうしていれば、少しは楽かと思います。貴女がまた転びそうになったら、わたくしが助けて差しあげますわ。無理も遠慮も、なさらぬように」

「しゃ、紗魔夜ちぇんぱい……」

　繋いだ手を握りしめて、舞那が微笑む紗魔夜を見あげた。鋭利が表情をゆるめ、綾花の後を追いかける。京輔も続いた。今までよりも若干ペースを落として、険しい山道を走り続けること十五分。視界が開けるのと同時、懐かしい看板が飛びこんでくる。




《辺へん獄ごくの家》へようこそ、ブタ野郎ども！



～Welcome to Limbo, fuckin Pigs !!!～








　そして――。

「ヨウヤク来タナ？　待チクタビレタゾ、反逆者ドモ。此コ処コヲ過ギレバゴールハ目前、ダガ簡単ニハ通シテヤラヌ。覚悟セイッ！」

　背の高いフェンスと有刺鉄線によって取り囲まれた敷地、訪問者を迎える看板の下に血色の獣が仁王立ちして待っていた。田た中なか・ジェヴォーダン・春はる代よ――学院屈くつ指しの戦闘能力を誇る大量殺人犯マスマーダーの隣には、

「……………………」

　腕を組み、無言で後ろ姿を見せる男の姿。袖が破れた黒い道着の背中には、達たつ筆ぴつな字で『獄ごく』と記されている。全身からは陽かげ炎ろうじみた殺気があふれ出し、凄まじい威圧感を生み出していた。男が、ゆっくり振り返る。

「うわっ!?　ハゲてるっ！」

「お腹なかでかっ！」

　綾花と早苗が声をそろえた。春代が「無ブ礼レイ者モノッ！」と激怒する。

「コノ『獄』ノ字ガ目ニ入ラヌカ！　コチラニオワス御方ヲ何方ドナタト心得ル、畏オソレ多クモ裏社会最強の拳《暗殺拳》ヲ極キワメシ《鉄拳凄砕ブレイク・フアースト》六ム車グルマ獅シ童ドウ先生サマニ在アラセラレルゾ！　エェイ、控ヒカエ！　控エ！　控エオロウ、コノ身ノ程知ラズドモメガアアアァ！」

「構わぬ」

「ス、スミマセン師匠……」

　猛たける春代を一言で黙らせ、男――六車が京輔たちと向きあった。数じゆ珠ずのような首飾りを提げた六車は、やたらと渋いダンディーボイスで言い放つ。

「我の頭がハゲあがっているのも、我のお腹が飛び出しているのも、我の加か齢れい臭しゆうが度どを超こし、まるでオーラのように見えているのも、全て事実だ。是非もない！」

　最後の一つは誰も口にしていないと思うが……。むしろ、アレは殺気ではなく加齢臭なのか？　もし本当だとしたら、凄まじいプレッシャーを放つ臭いだ。

　色んな意味で圧倒される京輔たちに、六車が鋭い――とはお世せ辞じにも言えない、黒くつぶらな目を向けた。外見とのギャップが激しいイケメンボイスで告げる。

「皆の衆。此処を通りたければ、我らの屍しかばねを越こえて行けッ！」

　カ、カッコイイ……。看板の下から京輔たちの行く手をふさぐように移動し、六車が組んでいた腕をほどいた。春代も六車の隣に並び「越エテ行ケッ！」と繰り返す。

　直樹がボキボキ拳を鳴らして「上等だ」と一歩踏み出した。

「ハゲ散らかしてるその頭みてぇに、蹴散らし――」

「と、言いたいところなのだが」

「……あん？」

「提案がある。此処は、お互い正々堂々『真拳勝負』と参まいらぬか」

「…………なんだと？」

　眉をひそめる直樹に向かって、六車は朗々と言う。

「我らは二人、汝うぬらは七人。此処に我らと同じ人数、すなわち二人を残して先に行け。さすれば五人に手は出さぬ。何事もなく此処を通って行くがよい」

　六車が提示してきたその条件を、直樹は「ハッ！」と笑い飛ばした。

「何都合のいいことほざいてやがるハゲ？　こっちは七人、テメェらは二人。このままボコっちまう方が、遙はるかに手っ取り早ばえぇだろうが！　ふざけたこと抜ぬかしてん――」

「果たしてどうかな？」

　刹那。六車から漂っていた加齢臭、もとい殺意のオーラが一気に増幅。この場を支配している圧迫感が、ズンッ！　と倍加する。つぶらな黒い瞳に宿るのは、鬼の眼光。

「確かに数ではそちらが優勢、劣勢なのは我らであろう。だがな、若造……追い詰められし獣は凶暴ぞ？　全員、無事では済まぬと思え！　我が拳は森羅万象、魑ち魅み魍もう魎りよう――いかなるものをも絶命せしめる、破は滅めつの拳！　食らいたいのなら、たらふく食らえ……そして、死ね！　あの世で後悔しても遅いがな？　今一度、問う――」

　六車がゆっくり両腕を持ちあげた。厳かに構えつつ呼吸を整え、

「……我らの相手をするのは、何者ぞ？」




「わたしが残ります」




　六車の重圧をはねのけるほど強い、凜りんとした声がとどろく。大きな瞳で毅き然ぜんと六車をにらみ、小さな身体と拳を震わせているのは、

「……舞、那…………？」

「わたしが、ここを引き受けますよ。必ず引き止めてみせます！　だから、皆はゴールに向かってください。わたし一人だけでも構いまちぇんっ！」

「……は？　な、何バカなこと――」

　――太刀打ちできるわけがない。自殺行為だ。やめてくれっ！

　口にしかけたそれらの言葉は、舞那の瞳によってふさがれた。固い意志。誰がどんな言葉をかけても決して変わらないであろう想いが、澄んだ虹彩の奥底で輝いている。

　理解した。舞那は、死を覚悟しているのだと……。

　苦笑し、舞那が言葉を重ねた。

「わたしが皆にしてあげられるのは、これくらいしかありませんから……足手まといになりたくないんです。助けられてるばかりじゃなくて、わたしも皆を助けたいんです！　皆を助けて、罪を……つぐないたいんです」

「あっちゃん……」

　泣きそうな目で舞那を見る綾花に、舞那が「ごめんなさい」と謝った。

「これまでたくさん迷惑かけたり、嫌な思いをさせちゃったりして……今から、それをまとめて返します！　わたしが周りの人にかけてきた迷惑も、振りまいてきた災ド厄ジも、犯した殺人も、命を賭けて――」




「……はぁ。仕方がありませんわね」




　嘆息。紗魔夜が髪をかきあげ、舞那の隣に進み出る。「――ふぇ？」とほうける舞那の頭に手を置き、柔らかな微笑を浮かべた。

「五十嵐さん一人だけでは、いくらなんでも無謀にすぎます。わたくしも一緒に残って差しあげますの。本当にもう……放っておけない娘ですわね？」













「ちゃまやちぇんぱい――」

「それに」

　舞那をなでる手を止めて、紗魔夜が表情を険しくさせる。

「死んでしまったら、つぐなうものもつぐなえませんでしょ？　貴女の七倍以上、好きで殺しているわたくしが言うのもなんですが……貴女が本当にそう思っているのなら、生き延びましょう。そして戻るのです、学院に」

「ぁ――」

　舞那が目を見開いた。崩れかけた表情を引きしめ、

「はいっ！　そ、そうですね……絶対戻りましょう！　負けませんっ！」

　メラメラ闘志を燃やす。紗魔夜が「うふふ」と破顔した。

「ええ。その意気ですのっ！　あんなハゲデブときぐるみ、ちゃっちゃと斃たおしてしまいましょう。そしたら、京輔さま……わたくしと、結婚してくださいましね？」

「……嫌です。変なフラグを立てないでください！」

「うふふ。ごめんあそばせ」

「別れのあいさつは済んだか？」

　六車が問う。放出している殺気を練りあげるように構え、

「――では、行くがいい。汝たちは逝いけ……我が極めし暗殺拳の真しん髄ずい、とくとその身で味わい果てろ！　撲ぼく屠と天てん翔しよう――」

「壊カイ轢レキ刃ジン！　アチャアアアアアアアアアアアアァ！」

「うわあああああああああああああああああああああぁ！」

「身ぐるみはいで、毛もう根こんもろとも根ね絶だやしにして差しあげますわ！」

　京輔たち五人が脇を通り過ぎると同時。六車と春代が息をあわせて大地を蹴りつけ、紗魔夜と舞那が果か敢かんに躍りかかっていった。




























　退学死験の終了時刻、十六時まで残り三時間弱。《辺へん獄ごくの家》を通ぎた時点で、学院からゴール地点までの道のりは、四分の三ほど走破していた。そこから一時間も走れば島の最西端に行き着くはずなので、ペース的には申もうし分ぶんない。

　しかも現在、追走側は残り三人。対する京きよう輔すけたち逃走側は京輔・綾あや花か・直なお樹き・早さ苗なえ・鋭えい利りの五人で、早苗以外はほとんど無傷だ。このまま行けば、問題なく合格できる――退学死験を突とつ破ぱして、表社会に戻ることができるだろう、と。そう思っていた。

　にもかかわらず……。

「直樹くんッ!?　しっかりして、直樹くんッ！　返事をしてよ、直樹くん――」

「パパああああああぁ！　死んじゃ嫌いやだよ、パパあああああああああぁ！」

　地面に横たわったまま動かぬ直樹に、早苗が呼びかける。綾花の悲鳴がこだまして、空気を震しん撼かんさせていた。鋭利は刀に手をかけたまま、固まっている。

　――昏くらい赤。

　直樹の左側頭部からあふれ出している、大量の血液。理解できない。理解したくないその光景を凝ぎよう視しして、立ち尽くしている京輔の耳に……。




「……ふんっ。まずは一匹、仕し留とめたな？」




　甘く、舌したっ足たらずなロリータボイスが届いた。視線が吸い寄せられるように移動し、身長百四十センチ足らずの小こ柄がらな人物を捉える。直樹たちから五メートル、京輔と鋭利から三メートルほど離れた場所にたたずむその女教師は、

「…………久く瑠る宮みや、先生――」

「おお、神かみ谷や。退学死験は順調そうじゃないか、ククク……」

　クリクリとした愛らしい瞳ひとみを細め、プニプニとした柔やわらかそうな頰ほおを歪ゆがめて嗤わらうと、手にした得物をぐるんっと回した。表面にべっとり付着していた血が振るい落とされ、辺りに飛び散る。鉄てつ錆さび臭くさい風が巻き起こり、京輔の前髪を揺らした。

「このまま、イケると思ったか？　突とつ破ぱできると思ったか？　逃げきれると思ったか？　ククク……答えはＮＯだよ、ブタ野郎ども。このわたしが許さんからな。死験の前にも伝えた通り、手加減抜きで殺やらせてもらう。死験終了まであと三時間ほどだが、貴様ら四人を潰つぶすだけなら五分とかかるまい。チェックメイトだ……死にさらせっ！」

　サディスティックに言い放ち、久瑠宮が凶器を担かつぐ。毎度お馴な染じみ、ひしゃげた細い鉄パイプ――ではない。

　それは、巨大な金かな砕さい棒ぼうだった。

　全長二メートル以上、黒くろ鈍にび色いろをした八はつ角かく棒ぼうの上三分の二ほどが、角つののようにとがった鋲びようでびっしりと覆おおわれている。持ち手の端はしの丸い輪っかには、赤鬼をデフォルメしたぬいぐるみのストラップが通され、ゆらゆらと揺れていた。担いだ瞬間、久瑠宮の靴裏が軽く地面にめりこむほどの重量がある。




　直樹は、あの金砕棒をフルスイングで叩きこまれたのだ。




　数分前《辺獄の家》を通過し、山道を進んでいた京輔たちの上空から突とつ如じよ、久瑠宮が襲来。直樹は頭頂目がけて振り下ろされた一発目こそかわしたものの、体勢を立て直す間もなく薙ながれた二発目を受け、為なす術すべもなく撃げき沈ちんされた。

　早苗がすぐさま抜いた二丁拳銃で応戦するも、重たい金砕棒を巧たくみに操あやつって盾たてにし、手放しては地面を転がり、また金砕棒を取る久瑠宮に翻ほん弄ろうされて、あっという間に全弾撃うち尽つくしてしまった。すかさず攻せめに転じようとした久瑠宮を、鋭利が居合い抜きで牽けん制せいし――今、

「……やれやれ。零れい子この奴が手を焼かされていたようだから、どんなものかと期待してみれば……ふんっ、この程度だったか。はっきり言って拍ひよう子し抜ぬけだよ、実につまらん！《安全装置リミツター》を外した《殺戮機関スローター・メイド》の方が、よっぽど歯ごたえがありそうだ……まぁ、わたしの《鬼殺し》をマトモに食らっておいて尚なお、原げん型けいを留とどめている時点で十分常じよう軌きを逸いつしているのだが。さすがは盾役、用心棒と言ったところか……親子そろってバカげた肉体強度をしている」

「「「……………………」」」

　バカげているのは久瑠宮だろう。この世に生まれて十五年、京輔の中では常に直樹が最強だった。煉れん子こや煉れん児じのケタ外れな身体能力を見せつけられた後でさえ、その認識は揺ゆるぎなく、直樹が誰かに負ける姿など、想像だにしていなかった。

　だからこそ――。

「直樹くんッ！　直樹くんッ!?　直樹くんってば……直樹くんッ！」

「うぅ……うううう……死んじゃう、パパが死んじゃう……」

　弾倉マガジンを換かえ、油断なく銃を構えながら必死に呼びかける早苗。涙をこぼして嗚お咽えつする綾花。瞼まぶたを閉じたまま動かない直樹……。

　その光景は、京輔にとって世界が壊れるほどの衝撃であり、絶望だった。

「――む？」

　そのときふいに、久瑠宮が眉まゆをひそめた。直樹が意識を取り戻したのかと思ったが、違う。久瑠宮は気絶している直樹の顔をまじまじ見つめると、

「……ああ。なるほどなァ、ククク……」

　得とく心しんするように笑った。

「何が可お笑かしいの？」とにらむ早苗に、久瑠宮は「いや」と唇くちびるを吊つりあげ、

「一つ、思い出したことがあってな。アレはわたしがこの学院に勤つとめる直前、四年ほど前の仕事だ。わたしは殺害対象を、周りの奴らごと皆殺しにするスタンスなのだが……そのとき一人、仕し留とめ損そこねた人間がいたんだよ」

　――用心棒だ。

「「「…………ッ!?」」」

　そう告げられた京輔たちの間に、動揺が走る。

　思い出したのは四年前、京輔が中学一年生の六月。直樹が急行電車にはねられて――否いな、質たちの悪い殺し屋に当たって半殺しの目に遭あわされたという出来事だ。あのときにも京輔は世界が引っくり返るほど驚いたものだが、元凶は……。




「テメェだったのか」




　その言葉を口にしたのは、京輔ではなかった。

「……ほう？　アレをもらってまだ立てるのか。少しは成長しているらしいな？　前は一発で死にかけていた記憶があるのだが。ククク……」

「――あァ？　黙だまれ、クソチビ」

　昏こん倒とうしていた直樹が復活し、起きあがる。流れ出る血で真しん紅くに染まった側頭部の下、太い血管が浮いていた。

　久瑠宮の目をにらみつけ、よろけることなく立ちあがった直樹は、

「まさかオレらのガキの担任が、テメェだったとはなァ《蹂躙聖女ベロウズ・マリア》……四年経っても相変わらずちんまいじゃねぇか。小学生かと思ったぜ！　前は幼稚園児に見えたから、テメェも少しは成長してるみてぇだな？　肌の小ジワは増えたみてぇだが」

　血の混まざった汗がしたたるアゴを反そらして、不ふ敵てきに煽あおり返してみせる。言ってはならない単語を口にされ、久瑠宮も「――アァン？」とこめかみに青筋を浮かべた。

「なんだと!?　もういっぺん言ってみろ、この死にぞこないがァ！」

　しかし、直樹は久瑠宮を無視。唖あ然ぜんとしている京輔に、ニカッと歯を見せて、

「ワリぃ京輔、油ゆ断だんした……けど、もう心配いらねぇ。テメェと綾花がコイツに受けてきた借かりは、オレがこれから利り子しつきで返す！　ボコボコにしてやっからよ……テメェはそこに突っ立って、オヤジの雄ゆう姿しを目に焼きつけときやがれ、クソガキ」

「オ、オヤジ…………」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんに笑う直樹に、砕くだかれかけた希望がよみがえる。

　オヤジは、負けない。負けるはずがない――確信にも似た信頼が、久瑠宮への恐怖と絶望をはねのけ、無む類るいの安あん堵どを与えてくれる。

　久瑠宮が「ふんっ」と鼻はなを鳴ならした。金砕棒を握る右手に力を加え、

「返せるものなら返してみるがいい。まぁ、到とう底てい不可能だろうがなァ……ククク。二秒で完かん殺さつしてやるよ？　家族が見ている目の前で、脳のう漿しようブチまけさせてやる」

　――死にさらせっ！　と地面を蹴けりつける。

　重たい得物を担いでいるとは信じられない速度で動いた久瑠宮が、鬼の疾はやさで巨大な金砕棒を振るった。鋭い刺とげを生やした鈍どん器きが、直樹の左側頭部に叩きつけられ、

「がアッ!?」

　反へ吐どを散ちらして久瑠宮がよろける。金砕棒が捉とらえたのは直樹の残像。咄とつ嗟さにかがんだ直樹が懐へともぐり、久瑠宮の腹に右みぎ拳こぶしをねじこんだのだ。

「ごぶゥ!?」

　間かん髪はつ容いれず鼻はなっ柱ぱしらに左拳。もんどり打って倒れかけるも、

「足たりねぇなァ。こんなもんじゃ足りねェ！」

「くっ――ぎゃんッ!?」

　胸ぐらをつかんで引き寄せ、ヘッドバッド。再度よろけた久瑠宮に、直樹はさらなる追撃を浴びせた。両手で髪かみをわしづかみにするや、顔面に右ヒザを食らわせる。一回、二回、三回、四回……五回目で鮮せん血けつが噴き、八回目でとうとう久瑠宮の手から金砕棒がこぼれた。瞬間、

「オラアアアアアアアアアァ！」

　直樹が久瑠宮をブン投げる。金砕棒を失なくした久瑠宮の身体は軽々と宙を舞い、崖がけに背中をぶつけると、頭の方から地面に落ちた。鼻を押さえて、起きあがる。

「ぐうううぅ……き、貴様ァ……やってくれたな!?　許さんぞォ……絶対に許さんっ！　わたしに手をあげたこと、地獄で後こう悔かいさせてや――」

「後悔すんのは、テメェだよ！」

「…………ッ!?」

　身体を起こして直樹をにらんだ久瑠宮が、クリクリした目を見開いた。近づいていく直樹の右肩に、取り落とされた金砕棒が担がれていたのだ。

「さっきコイツでブンなぐってくれやがったよな？　やられたらやり返すのが、オレの信条だからよォ。テメェの頭にもブチこんでやる。一発じゃねぇぜ。四年前にも食らわされたから二発、早苗ちゃんを悲しませてくれやがったから三発、ガキどもがお世話になった感謝で四発だから……合計三十発だ！」

「待て。その計算はおかしい！」

　本気の気配を漂ただよわせる直樹に、久瑠宮がツッコむ。イラだたしげに鼻血をぬぐって、歯ぎしりをした。服の下から二本の鉄パイプを取り出すと、

「図ずに乗るなよ、ブタ野郎がァ！　貴様など、もうコイツで十分だ……息子によく似た生なま意い気きな口、わたしが調教して殺やる。死にさらせエエエエエエェ！」

　直樹に襲いかかる。――だが、

「断る」

　――テメェが死にさらせ、と。直樹が金砕棒を振るった。

　鉄パイプと金砕棒ではリーチが倍以上、その違いが生死を分かつ。久瑠宮の鉄パイプが直樹を捉えるよりも疾く、直樹の金砕棒が久瑠宮の側頭部に叩きこまれる……。

　寸すん前ぜんだった。




「ヒャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！　久瑠宮ちゅああああああああああああああああああぁん！」




　雷らい鳴めいにも似た雄お叫たけびと同時、崖の上から襲来してきた人影が、直樹の振るう金砕棒と久瑠宮の間に割りこんでくる。そして、

「くぁwせdrftgyひじりlp!?」

「なっ――」

　真まっ赤かなモヒカンヘアーの揺れる頭部に、金砕棒が叩きこまれた。血ち反へ吐どと血ち飛沫しぶきが散る。驚きよう愕がくする久瑠宮を巻まき添ぞえにして吹っ飛び、地面の上を転がった後。

　大の字に倒れ、ピクリとも動かなくなった。

「……モヒ、カン…………？」

　久瑠宮は魂たましいが抜け落ちたような表情で、自分の代わりに金砕棒をブチこまれ、斃たおれてしまった教え子を――学院屈指の問題児である、モヒカン頭の男子生徒を見つめる。

　限界まで見開かれている久瑠宮の瞳に、そのとき、信じられないものがにじんだ。

　――涙だ。

「モッ……モヒカアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァン!?」

　絶叫し、久瑠宮がモヒカンのところに駆け寄っていく。上半身を抱き起こし、苦しげながらも満足そうな顔で瞼を閉じたモヒカンに、声を荒らげて呼びかけた。

「おいっ、大丈夫か!?　目を覚ませ！　目を覚まさんか、バカタレエエエェ！」

「…………………………………………」

　だが、モヒカンは反応しない。金砕棒をモロに食らって頭ず蓋がい骨こつに大穴を空あけ、赤黒い中身をブチまけている。どう考えても致ち命めい傷しようだった。

　しかし、久瑠宮は――。

「モヒカアアアアアアアアアァン！　どうした、なぜ起きんのだ!?　わたしがどれだけ潰しても、毎回しぶとく復活してきたではないかっ！　なのに、どうして死んでいる？　わたし以外の奴にあっさり殺られてるんだァ、貴様はアアアアアアアアアァ!?」

　血だらけになった上半身を抱きしめ、モザイク必ひつ至しの頭部に顔を寄せ、あきらめずに叫び続ける。

　直樹は血濡れの金砕棒を握りしめたまま、呆気に取られて固まっていた。

　京輔たちも同様だ。まさか、不死身と思われていたモヒカンが殺られ――その死に、奴を誰より憎にくらしがっていた久瑠宮が、

「もひかぁん……」

　などと嗚咽を漏らすとは。ある意味、直樹がやられたとき以上の衝撃かもしれない。今まで聞いたことない声で、久瑠宮がモヒカンの名を繰り返す。やがてとうとう、

「――――――――」

　慟どう哭こくが止んだ。依い然ぜんとして、モヒカンが復活する気配はない。

　久瑠宮が「……ふぅ」と吐息し、立ちあがる。上着を脱ぬいで、横たわったモヒカンの顔にかけると、




「死にさらせ」




　――吐き捨てた。

　途と端たん、空気が塗ぬり潰つぶされる。

　久瑠宮の小さな身体から凄すさまじい重圧が放たれ、燃えるような目が直樹をにらんだ。鼻から下が赤く染まった久瑠宮の、かみしめられた歯がきしむ。

　その両手には、いつの間にか新たな鉄パイプが二本、握られていた。馴染みの凶器を担いで交こう差ささせながら、久瑠宮が直樹へと向き直る。

　直樹が奪った金砕棒に比べたら、玩具おもちやみたいな得え物もの――だが、

「……早苗ちゃん」

　妻の名を呼ぶ直樹の声は緊張しており、余裕が失われていた。久瑠宮と対たい峙じしている直樹のこめかみを、一筋の汗が伝った。

「逃げろ」

「…………ッ!?　直樹く――」

「死にさらせエエエェ！」

　直後。久瑠宮が咆ほう哮こうし、直樹に躍りかかる。これまでとは比べ物にならない、鬼神のごとき速度で打ち下ろされる得物を、直樹がギリギリ金砕棒で防いだ。

　硬かたいもの同士がぶつかる甲かん高だかい音が鳴り、

「――やだよッ！」

　立て続けに銃声がとどろく。たたみかけようとしていた久瑠宮が「くっ――」と得物を引いて飛びすさり、早苗の銃撃を避けた。それを追いかけ、銃弾をブッ放しながら、早苗は叫ぶように答える。

「私は逃げない！　ここに残って今度こそ、直樹くんを守る！」

「はぁ!?　ふざけてる場合じゃ――」

「ふざけてなんかないっ！　私が仕事に復帰したのは、直樹くんに二度とあんな大おお怪け我がさせないためなんだもん！　ここで逃げたら女が廃すたるッ！」

「バカヤロウッ！」

　直樹が金砕棒を捨て、懐から拳銃を取り出す。早苗と一緒に銃撃しつつ、

「今はオレよりガキどもの心配をしやがれッ！　約束しただろ、早苗ちゃん？　次こそガキを守るって！　親の役目を果はたすって……コイツはオレがなんとかするから、早苗ちゃんはガキどもを連れて、さっさと――」

「構わねぇ！」

　直樹の怒声をかき消す大だい音おん声じようで、京輔は叫んだ。

「――あァ？」とにらみつけてくる直樹と、驚く早苗をしっかり見み据すえて、

「構わねぇからオヤジについてやってくれ、オフクロ！　自分の身は自分で守る。綾花のことも、オレが絶対守るから！　もうこれ以上、親に迷惑かけたくねぇんだよ……。こんなところにブチこまれてるのは、オヤジたちのせいなんかじゃねぇ。やっぱり自分のせいなんだ！　だから――」

　思い出されたのは、河原での会話。直樹の言葉を否定し、吼ほえる。

「退学死験の最後くらいは、自分の力で突破させてくれッ！」

「京輔ちゃん……」

　早苗が目を丸くした。直樹の眉み間けんにシワが寄る。

　二人の銃撃が止んだ。瞬間、

「……ふんっ。できるものならやってみろ」

　襲いかかってくるかと思いきや、久瑠宮は動かない。鉄パイプを担ぎ直して、

「残る追手は、あと二人――」

「……二人？　一人じゃねぇのか」

　モヒカンを見て問う直樹に、久瑠宮が「いや」と首を振る。

「奴は死験に参加してないよ。大方、わたしを探しにきただけだろう。それで自ら命を散らすとは、心底あきれたバカ野郎だが――ともかく追手はあと二人、教師はわたしで最後のはずだ」

「…………敵の言葉を信じるバカがいると思うか？」

　直樹が油断なく銃を構える。久瑠宮が「ふんっ」と鼻を鳴らした。

「噓うそはつかんよ。嫌いだからな？　わたしが素直に教えてやったのは担任の情けで……わたしが神谷に手を下さないのは『親友』への気き遣づかいだ。そして、何より――」

　久瑠宮が目をギラギラとさせる。八や重え歯ばをむき出しにして、

「貴様ら二人をここに残し、奴らを先に行かせようとするのは……余よ計けいな邪魔が入らぬようにするためだっ！」

　直樹と早苗に、それぞれ鉄パイプを突きつけた。直樹が「どんだけブチキレてんだ、このチビ……」とぼやく。構えていた銃を下ろすと、革手袋をとり、

「――おい、クソガキッ！」

　こちらに放り投げてきた。素手の拳をボキボキ鳴らしながら言う。

「行きやがれ。落ちやがったら承しよう知ちしねぇぞ」

「オヤジ……」

　京輔は自分の足元に落ちている革手袋を拾いあげ、

「――わかってる。テメェの方こそ殺られんじゃねぇぞ、クソオヤジ？」

「大丈夫だよ、今度はちゃんと私がついててあげるからっ！」

　憎にくまれ口を叩く京輔に、早苗が笑いかけてきた。早苗の背中にかばわれている綾花が「こっちも大丈夫だよっ！」と胸を張る。

「お兄ちゃんには、綾花がついててあげるからっ！」

「うん。京輔ちゃんをお願いね？」

「はーい！」

　綾花が挙手をし、こちらに走り寄ってきた。一方、早苗は直樹の近くに移動して、

「京輔ちゃんも綾花ちゃんをお願い！　それと、鋭利ちゃん――」

「……任まかせてください」

　早苗と直樹、二人の視線を受けた鋭利が力強く応こたえる。

「残る追手の奴らには、指一本も触れさせません！　さぁ行くわよ、あんたたち？」

「お、おう……」

「クスクス。やる気満々だね、鋭利さんっ！」

　赤錆色の瞳をたぎらせ、気き炎えんを吐く鋭利。なんとなくその胸中を察さつした京輔は、残る追手のうちの一人に想いを馳はせつつきびすを返した。

　――氷ひ河かわ煉子。自分が心こころ惹ひかれている異常快楽殺人者サイコキラーの女の子。

　ゴールが近づくにつれ、一度は振り払ったはずの未み練れんが、足あし枷かせのようにからみついてくる。京輔の足取りを鈍にぶらせようとするそれは、誰にも打ち明けられない葛かつ藤とうで……。

　直樹の革手袋が嵌はめられた拳を、京輔は密ひそかに握りしめていた。





×　×　×






「…………ねぇ。京輔――」

　直樹と早苗に久瑠宮を任せ、島の最西端を目指して森を駆けながら、鋭利が問いかけてくる。一瞬、煉子のことかと気を張りかけた京輔だったが、

「退学死験が無事に終わって、元の生活に戻れたら……あんたは何がしたい？」

　鋭利の口から飛び出してきたのは、雑談めいた質問だった。学院を出た後のこと――そういえば、あんまり考えてみたことがない。綾花が転入してくるまでは、綾花にもう一度会うことばかりを考えていたのだが……。

「……あー、なんだろう。とりあえず、そうだな――」

「綾花とイチャイチャしたい！」

「そう、綾花とイチャイチャ――って、違ちげぇよ！」

「えー」と不ふ服ふくそうな綾花に、京輔は呆れる。

「そんなの、わざわざシャバに出なくてもできるだろ……？」

「あはは。そうだよねっ！　綾花たち、いつでもどこでもイチャラブだもんねっ！」

「…………はいはい、両想いおめでと」

　腕をからめてイチャつき始める兄妹に、鋭利が棒読み口調で呟いた。

「――で？　あんたは何がしたいのよ」

「う～ん……」

　改あらためてそう訊かれると、びっくりするほど浮かんでこない。とりあえず、

「シャバの空気を胸いっぱいに吸いこみたい、かな？」

「……ハァ？　何よ、それ……」

　鋭利が微妙な顔をする。綾花が「鋭利さんは？」と尋ねた。

「やりたいことあるんですか。暗殺者にはもうならないんでしょ」

「ん。まぁ、そうね――」

　鋭利がアゴに手を当てる。黙もつ考こうの後、目をキラキラ輝かせ、

「まず真っ先に浮かんできたのは、一人暮らしよ！　できることなら都会がいいわね。あたしの実家は田舎いなかだったし、色んなものがありそうだもの。それからショッピングをして可愛い服やアクセをいっぱい買って、美お味いしいものをいっぱい食べて、楽しいことをいっぱい経験してみて、学校にも行ってみたいわ！　高校とか大学とか専門学校とか表社会の学校に……将来やってみたい仕事もたくさんあるの！　お菓子屋さんでしょ、お花屋さんでしょ、洋服屋さんに服飾デザイナー、ネイリストとかモデルなんかもやりたいなぁって！　それから――」

「お兄ちゃんのお嫁よめさん」

「そう、京輔のお嫁さん――って、違うわよ！　何言わせんの!?」

　綾花に誘導されかかり、鋭利が慌てて否定した。

　しかし、綾花が「あれ……違うんですか？」と小首を傾かしげると、

「ち、違ッ……いはしないけど、でも……そ、それには順じゆん序じよがあって……ショッピングとかカフェとか遊園地とかも、できれば二人で行きたいわけで……気持ちを伝えるのはまだ早いっていうか、その……」

　顔を赤らめごにょごにょ呟いてから、鋭利が唇をかむ。京輔たちを振り返り、

「あたしはここを出た後も、あんたたちといたいの。一緒に過ごして、一緒に笑って、一緒に楽しんで、退学してよかったなって思えるような毎日を送らせてあげ――」




「――残念だけど、それは無理だねェ」




　口にしかけた願いをぶった切る言葉。鋭利が首を戻した。瞬間、

「君らは私に殺されちゃうんだからさアアアアアアァ！」

　上空から飛来してきた人影――《安全装置リミツター》を外した煉子の黒いタトゥーに彩いろどられた腕が、鋭利の頭部を叩き潰さんと振るわれ、

「煉子おおおおおおぉ！」

　身体をズラしてそれを避けた鋭利が、居合い抜きを放つ。

「うひゃあ!?」とのけ反ぞるように刀をかわした煉子は、そのままバク転をして、後方に逃れた。直後、

「――――――――――――――――ッ！」

　向かって右のしげみから巨大な影が飛び出し、鋭利に襲いかかる。

　煉子の弟・氷河煉児だ。象ぞう牙げ色のガスマスクはなく《安全装置リミツター》が外されていた。

　枷かせを失くした猛獣が、その両脚を風車のように回転させながら、超スピードで鋭利に肉薄。体育祭でも猛もう威いを振るったあのアクロバティックな格闘術で、竜たつ巻まきのように躍りかかった。風が逆巻き大気がうなる、亜音速の蹴り。それを、鋭利は――。

「うざい」

　無む造ぞう作さに一歩。すれ違うようにすり抜け、

「邪魔だから……」

　振り返りつつ鯉こい口ぐちを切ると、

「どいてて！」

　紅あか羽ばね刀とう《緋ひ艶えん》を抜いて、逆ぎやく袈け裟さに一閃。暴れ回る煉児の身体に二閃、三閃、四閃、五閃――まさしく閃光の疾さで斬りつけた。鋭利が血刀を振る。次の瞬間、

「……………………ッ!?」

　煉児の全身から血飛沫があがった。

　首筋、脇腹、上腕、下腕、脚――鋭利の刃やいばを受けた箇所、鋼鉄じみた煉児の筋肉が、いとも容易たやすく斬り裂かれ、

「…………………………………………ァ？」

　ほうけるような声を残して、煉児が倒れる。《安全装置》を外した煉子と京輔が力をあわせて立ち向かって尚、斃せなかった《殺戮機関スローター・メイド》が――。

　まさかの秒殺。

「……………………は？」

「あ、あれ？　あのヒト、煉児さん……ですよね？　あれれれれ？」

　言葉を失う京輔と、目をこする綾花。弟を一瞬で斃された煉子は、追撃しようと距離をつめる途中で硬直しており、

「……あはっ、あははは……あはははははははははははははははははは！」

　突然、狂ったように笑い始めた。

「なァんだ、夢かァ～。あはははははは――痛ッ!?」

　しかし、自分のほっぺを指でつまむと、我に返って「夢じゃないッ!?」と驚く。相当動揺しているらしい。鋭利が「……フンッ」と刀を鞘さやに戻した。

「次はあんたよ、バカ煉子……退学死験の邪魔をしないで。どきなさい！」

「――やだっ！」

　煉子が通せんぼをするように腕を広げる。タンクトップに制服のスカート、革ベルトのチョーカーを身に着けた煉子は、氷蒼色アイスブルーの瞳を爛らん々らんと光らせ、

「君こそ、私の恋こい路じを邪魔しないでおくれよ!?　私と京輔は両想いなんだ――君が出る幕なんてない！　どくのは君だろ、このお邪じや魔ま虫むし！　泥どろ棒ぼう猫ねこ！　貧ひん乳にゆうッ！」

「～～～～～～っ！」

　ののしる煉子に、鋭利が唇をかみしめた。

「……………………てる、わよ…………ことッ――」

　刀の柄つかを握りしめつつ顔を伏せ、

「わかってるわよ、あんたが京輔を好きで……京輔も、あんたが好きなことくらい……今のあたしが空気の読めないお邪魔虫で、いやしい泥棒猫で……ひ、貧乳で……勝ち目がないなんてことくらい、バカなあたしにもよくわかってんのよ――だけどねぇ！」

　面おもてをはねあげ、声を張りあげる。

「それでも、あたしは自分の想いをあきらめないって決めたのよッ！　京輔たちを守ると決めたのッ！　あんたなんかに――」

　鋭利が煉子をにらみつけた。その身体から殺意にも似た激情があふれる。

「あんたなんかに、京輔は渡さないッ！　徹底的に邪魔してやるわよ……それが嫌なら力ずくでもどかせてみなさい、このメンヘラクソ巨乳ッ！」

「鋭利イイイイイイイイイイイイィ！」

　吼える鋭利に犬歯をむいて、煉子は絶叫。

　地面を蹴りつけ、襲いかかった。

「五う月る蝿さいなアアアアアアアアアァ!?　五月蝿いんだよォ、このツンデレクソ貧乳ッ！　君が鳴らしてくれる殺意は胸と同じで薄っぺらくて、ただただやかましい――耳みみ障ざわりで仕方ないから、さっさと死んでほしいんだけどオオオォ!?」

「……フンッ」

　首を狙って薙がれた右腕を避け、鋭利が嗤う。かがんだ姿勢で鯉口を切り、振り返りざま、居合いを横一閃に抜き放つ――。

「ふぎゃあ!?」

　と思わせ、かがんで刀をかわそうとした煉子のアゴ裏を蹴りあげた。煉子がもんどり打って倒れる。そのお腹に続けて一発、蹴りが叩きこまれた。しかし、

「なァ～んちゃってねェ？　効きかないんだよォ、そんな力じゃあああァ！」

　難なくお腹で受け止めた煉子が、脚を抱えこみ嗤い返す。

「鋭利自慢のスベスベ美脚、折ったど――」

「死ねばいいッ！」

「うひゃあ!?」

　そのまま腕に力をこめて砕き折ろうとする煉子だったが、鋭利が刀を抜こうとするのに気づくと、慌てて退避。鋭利が「……チッ」と舌を鳴らした。

「さ、さすってんじゃないわよ！　腕ごと斬り飛ばされたいの、このドヘンタイ!?」

「ふふっ。いやァ～、ごめんごめんっ！　すっごく素敵な肌触りだったから、つい……ヒザ小僧までトゥルトゥルじゃないか。私のおっぱいとイイ勝負だよ！　まぁ私の場合はスベスベっていうよりモチモチで、トゥルトゥルっていうよりプルンプルンって触り心地なんだけれどさァ～。――ね、京輔？」

「黙りなさいッ！」

「うひゃあ!?」

　煉子の注意が京輔へと向いた瞬間、鋭利が距離をつめ、斬りつける。引っくり返って避けた煉子は、尻もちをつき「ひえええェ～～～ッ!?」と頭を抱えた。

「こ、殺されるうううゥ～～～ッ!?」

「……バカにしてるの？」

　おどけた調子の煉子を見下ろして、鋭利がイライラと訊く。煉子は「てへぺろッ」と舌をのぞかせ、

「してないよ？　けど、緊張してもいないかな！　だって、鋭利は優しいんだも～ん。私を殺すことはもちろん、傷つけるのにも抵抗あるんだろ？　そりゃそうだよねェ～、友達だもんっ！　半年前に出会ったときから、ケンカばっかりしてるけど……私は君が好きだよ、鋭利。大好きさ！　君も、なんだかんだでそう思ってくれているよね？」

　無邪気に語りかける煉子に、鋭利の眉がピクンッと跳ねる。頭に乗せた手を下ろし、煉子が鋭利のことを見つめた。鋭利は「……ハァ」と根こん負まけしたように、

「…………まぁ、そうね。正直、あたしもあんたのことは嫌いじゃないわ。鬱うつ陶とうしくてうざいけど、一緒にいて『楽しいな』って感じることも多いし……あたしにないものもたくさん持っているから」

「おっぱいとかね！」

「そういうノリがうざいのよ？　空気を読まないところが大嫌い。空気を読まずに好き放題やって全部持っていっちゃうところとか――」

「おっぱいとかね！」

「――黙れ」

「うっ……ご、ごめん……お、おっぱいだから二回言ってみたんだ……」

　左右の胸を持ちあげながら謝る煉子を、鋭利が冷めた目で見下ろしていた。日本刀の鞘を握りしめる手に力をこめて続ける。

「あたしは、あんたのことが嫌いじゃないわ。だけどね煉子、あんたが京輔を殺そうとするなら……あんたが自分勝手に京輔の命を奪おうとしてくるんなら。あたしは、容赦しないから！　友達だろうが、親友だろうが――叩き斬る」

　そう言い放ち、鋭利が再び刀の柄に手をかけた。

　しかし、煉子の態度は変わらず――。

「あはは！　そうかいそうかい、それは素晴らしいねェ。どうせ、殺せやしないのに！　言っておくけど、私は君を殺すつもりだよ？　君だけじゃない……私が愛する京輔も、私のことを慕したってくれてる綾花ちゃんも、皆一緒に送ってあげるつもりさァ～。それでめでたく大虐殺の大団円ハツピー・デスエンドだろ？　めでた死し、めでた死しィ！　あははははははは！」

「…………煉子」

「そう――」

　鋭利が瞼を閉じる。笑い続ける煉子に向かって、

「あんたの気持ちはよくわかったわ……それでね、一つお願いしたいの」

「うん、なんだい？　説得しようとしても無駄だよォ。もう決めたんだ！　私は京輔を殺す。殺して、永と久わに結ばれる！　だから鋭利イイイィ、私と京輔のために――」




「ええ。死んでもらえない？」




「――へ？」

　紅羽刀《緋艶》を抜き放ち、煉子の身体を容赦なく斬り裂いた。





×　×　×






「うっ――」

　氷蒼色の瞳を見開いて、煉子がバランスを崩す。瞳と同じくポカーンと開かれている口から次の瞬間、絶叫がほとばしった。

「うぎゃあああああああああアアアアアアァ!?　きっ、きききき、斬られたあああああああああアアアアアアァ!?　うわあああああああああアアアアアアァ!?」

　鮮血をまき散らしつつ倒れ、煉子が地面の上でジタバタもだえる。左肩口を押さえる指の隙間から、大量の血があふれ出していた。咄嗟に避けるも避けきれず、鋭利の刀をもらってしまった煉子は先せん刻こくまでの余裕を失くし、涙を浮かべて鋭利をにらむ。

「ちょっと鋭利イイイィ!?　なんだよコレェ！　出血多量で死んじゃうじゃないかァ！　うううゥ……ち、血が止まらない……痛いよオオオォ～、ぐすん」

「死ねばいい」

　煉子を冷たい目で射い貫ぬき、鋭利が日本刀を振った。鞘を手放し、両手で構えながら、感情のない声で訊く。

「……けど、それくらいじゃ死なないんでしょ？　林りん監かん学校のとき鉈なたで頭を叩き斬られても、すぐに復活してたくらいだし。ちょっとくらい痛い目見させてあげても、あんただったら問題ないわよね。――で？　あと何回、斬られたいわけ」

「ゼロ回に決まってるだろ、バカアアアァ！」

　煉子がわめき、鋭利から逃げるように離れた。左肩に当てている手を恐る恐るどけ、傷口の様子を確かめる。煉子が「うわァ……」と顔を歪めた。

「め、めっちゃ斬れてる……骨まで達しちゃってるじゃないかアアアァ!?」

「当然よ。紅ウ羽チの刀に斬れないものはないから。あんたの身体がどれだけ頑がん丈じようだろうが関係ないわ。さっき斃した、デカブツみたいに――」

　鋭利が仰向けに転がっている煉児を見やる。切創のいくつかはすでにふさがり始めていたものの、起きあがってくる雰囲気はない。周囲に生まれた血ち溜だまりは大きく、今も広がり続けていた。視線を煉子に戻し、言う。

「――血を抜いたげる。たとえどんなに回復力がすごくて、傷がふさがっちゃっても、流れ出た血は元に戻らないでしょ？　斬る回数と深さを調整しながら死ぬギリギリまで血を抜いちゃえば、もう動けなくなる……邪魔することも、できなくなるものね？」

「え、鋭利――」

　煉子の顔に初めて怯えの色が浮かんだ。しかし、すぐさま鋭利をにらみつけ、

「鋭利イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイィ！」













　恐怖を吹き飛ばすように激げつ昂こう。

　血まみれの腕を引きずり、鋭利に躍りかかっていく。膂りよ力りよくも速度も放つ殺気も全てが凄まじい、猛獣じみた煉子の強襲を――。

「……ふわぁ」

　鋭利は、あくび混じりにかわして、

「――ぎゃあッ!?」

　すれ違いざまに一太刀。煉子の背中に浴びせかけた。タンクトップの布地が下着ごと裂け、肉が斬られる。たまらずつんのめりかける煉子だったが、歯を食いしばって、

「私の、邪魔をオオオォ――」

　こらえる。かみあわされた歯の隙間から、怨嗟の呼こ気きが漏れ出した。ぐるん、と首を回して振り返る。赤く血走る半眼の、開ききった瞳どう孔こうがしぼられ、

「するなよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]オ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

「…………ッ!?」

　ヒトの声とは思えない、声帯が破れるような絶叫をあげ、襲いかかった。

　その音量と迫力に気け圧おされながらも、鋭利は冷静に避ける。身体を軽く動かすだけで力任せに薙がれた右腕をいなし、無防備な右脇腹に刀を振るおうとした。だが、
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　瞬間、煉子が再び咆哮。自や棄けでも起こしたかのように両手で髪をかきむしり、

「も[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　なんなんだよォ君は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、鋭利[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　ひずんだ金切り声を爆発させると同時、なりふり構わず暴れ始める。

　避ける鋭利をがむしゃらに追い、滅め茶ちや苦く茶ちやに四肢を振り、流れる殺意と激情のまま、狂ったように乱れ始めた。煉子はわめく。

「私は京輔が好きなんだッ！　愛してるんだッ！　殺したいんだッ！　京輔も――京輔だって、そう想ってくれているッ！　なのにどうして君がでしゃばる!?　邪魔をするんだよォ、鋭利イイイィ!?　想われてもないくせにさアアアァ！」

　わめいてわめいてわめき散らして、何度も飛びかかっていく煉子だが、その手は鋭利の身体をかすりもしない。ひらりひらりとかわしつつ、鋭利が溜め息を吐いた。

　首を傾け、伸ばされてきた手の平を避けると、肩をすくめて、

「……さっき言ったと思うんだけど？　あたしは、あたしの想いをあきらめないだけ。だからあんたの想いは潰す。それが嫌なら、あたしを潰してみれば？」

「うううううううううゥ……」

　しれっと切り捨てられた煉子がうなる。そして叫んだ。

「――京輔エエエェ！」

　鋭利に守られ、綾花を守るように立ち、歯を食いしばって静観していた京輔は、突然名前を呼ばれて身を硬かたくする。煉子は鋭利に腕を振るいながら、

「この邪魔者を止めておくれよ!?　私は君と接したいんだッ！　愛しあいたいんだッ！　殺しあいたいんだッ！　言ってくれたじゃないか、京輔ェ――」

　京輔を射る蒼あおい瞳が泣きそうに歪んだ。

「私のことが好きだって！　だったら……だったらさアアアアアアアアアァ！」

　慟哭するように吼え、煉子が腕を振り乱す。風車ウインドミルあるいは駄だ々だっ子このように両手をグルグル回して鋭利を牽けん制せいし、声を嗄からして訴えてきた。

「私のことを想ってくれてるんなら、せめて……せめて、君がきちんと向きあってくれよオオオォ!?　大人しく殺されてくれとまでは言わない、私の想いを受け入れてほしいとも思わない、ただ受け止めてほしいッ！　真正面から受け止めて、君の言葉で、君の手で、突き放してくれよォ京輔エエエエエエェ!?　じゃなきゃ、私は――」

「……やかましいわね」

　叫ぶ煉子の左脚に、鋭利が刃を奔はしらせる。太ももから鮮血を噴き「ぎゃあ!?」と煉子が倒れた。鋭利は「煉子ッ!?」と駆け寄ろうとする京輔をにらみつけ、

「あんたが選んだのは、こいつじゃなくて表社会でしょ？　だったら耳を貸さないで。わがままに付きあってやる必要なんかないわ」

「け、けど――」

「けどじゃない！」反論する京輔を一いつ喝かつし「鋭利[image: ][image: ][image: ][image: ]――んぎィ!?」背後から飛びかかってきた煉子を斬ると、

「直樹お父さまも、早苗お母さまも、舞まい那なも、紗しや魔ま夜やも、お母さまも、神楽かぐらも、刃ば更さら兄さんも……あんたたち兄妹がここから出るために、命を賭かけてくれてるんじゃないの！　その想いを無む駄だにしちゃう気ッ!?　もしもあんたが殺されちゃったり、怪け我がしてゴールに着けないなんてことになったら『ごめん』じゃ済まされないのよ？」

　――だから、と。右脇腹から血を垂れ流し、うずくまっている煉子を見下ろす。白い刃の先から鮮血の雫しずくをしたたらせ、鋭利は冷れい酷こくに告げた。

「あたしはあんたが無事に死験を終えられるよう、最善を尽つくすだけ。煉子はあたしが斃す。あんたにも、妹にも、指一本触れさせないから……別れの言葉や最後のやり取りは、退学死験が終わってからにすることね？」

「……………………」

「お兄ちゃん」

　口をつぐんだ京輔の握りしめられた拳を、綾花がそっと両手で包む。傷だらけの煉子から視線を外し、辛つらそうにうめいた。

「綾花も、おんなじ気持ち……かな。煉子さんのこと、大好きだけど……やっぱり一番大切なのはお兄ちゃんだもん。だから……ね？　あきらめよう、お兄ちゃん？」

「綾花…………」

　世界で一番大切な、最愛の妹。その綾花にお願いされてしまったら、京輔はもう何も言えない。煉子のことはあきらめて、この葛かつ藤とうを終わらせられる……。

　はずだった。

　それなのに、京輔はまだ――。

「うううゥ……京輔……京輔ェ…………」

　身体中を血で真っ赤に染めた煉子が、立ちあがる。

　最初の方に斬られた切創からはすでにほとんど出血していない様子だったが、煉子は顔面蒼白で、呼吸も荒く乱れていた。京輔を見る氷蒼色の瞳はどこかぼんやりとして、焦点があっていない。

　前後にふらふら揺れているのは殺意に酔よっているからか、それとも――。

「京輔エエエエエエエエエェ！」

　声と力を振りしぼり、煉子が鋭利に躍りかかっていく。しかし疾さも勢いも、もはやほとんど感じられない右腕は、鋭利が半歩下がっただけで避けられて、

　――ブオオオォン……。

　と空振り。煉子は斬りつけられてもいないのに、地面へ倒れこんでいた。

　鋭利が「あら？」と眉をひそめる。

「なんか、いきなり元気がなくなったわね……もっとしぶといかと思ってたのに。これくらいで止めといたげるわ」

「…………キョウ、スケェ………………」

　地面に倒れこんだまま、起きあがってこない煉子に背を向けて、鋭利が刀の鞘を拾いに行った。刃を拭いた懐かい紙しをパッと投げ捨て、

「じゃあ、行きましょう？　もう追手は残ってないわ……他の皆が殺られてなければ、だけど。無駄な犠牲を出さないためにも、さっさと死験を終わらせちゃうわよ」

「…………て……よォ…………」

　刀を収める、鋭利の背後――煉子が低いうなり声を出す。

　投げ出されている右手の五指が、地面の土を深くえぐった。突つっ伏ぷしていた顔を持ちあげ、遠ざかっていく鋭利を呼び止める。

「…………待て、よォ……鋭利イイイィ…………まだ、終わってない……だろう……？　私は、まだ……動けるん、だから……君、を――」

　肩越しに振り返ってきた恋こい敵がたきをにらみつけ、

「君を殺して……京輔を殺して、結ばれて……独りじゃ寂さびしいだろうから、綾花ちゃんも殺して……それから、だよォ……私が、動かなくなるのは……ねェ……ッ！」

「――ハァ？　殺れるもんなら、やってみ……な……」

　犬歯をむく煉子に呆れ、髪をかきあげかけた鋭利の手が、

「チッ――」

　収めたはずの刀に伸びた。きびすを返して地面を蹴りつけ、煉子の元に駆け戻ろうとする。牙をむき出す煉子の唇が、喜き悦えつの曲線を描いた。

　地面をつかんでいた煉子の右手は、首元のチョーカーに伸びようとしていて。

「…………ッ!?」

　瞬間、京輔の脳裏に――。

『煉子は君を殺すつもりだ。今回ばかりは説得しても無駄だと思う……あの娘の想いを受け止めるのか、受け止めないのか。覚悟を決めておくんだね』

　零子の言葉がよみがえり、

『あと一度だけでも《歪曲酷死オーバー・ドライブ》を解放したら、次こそ終わりみたいだし？』

　煉子の言葉がよみがえる。

　今まで煉子と過ごした半年分の思い出が、そのとき覚えた感情が、ストロボライトのようにまたたきながら想い起こされた。白光の中、煉子がゆっくり倒れる。いつか目にした光景。しかし、煉子は起きあがらない。二度と、目覚めることはない……。

「――ぁ」

　自分の内で、何かが壊れる音がした。そして、

「煉子ッ！　もういい、やめ――」




『やめろよ』




　突如。視界の外から飛びこんできた紫し黒こく色の影が、煉子の元に駆け寄ろうとする京輔の眼前を吹き抜け、

　――バチィ！　と青い稲いな光びかりが弾はじける。

「ンぎゃ!?」と短い断末魔をあげ、煉子の身体が突き飛ばされた。そのまま地面の上を転がり、うつ伏せになって倒れた煉子は、弱々しく痙けい攣れんし、

「…………………………………………」

　停止。死んだように動かなくなってしまった。




























「…………………………………………え？」

　何が起こったのかわからず、すぐには反応することができない。

　呆ぼう然ぜんとなる京輔の、目の前――。




『ひょー、危あぶねぇ危ねぇ！　怪け我がはないかい、京きよう輔すけっちぃ？』




　紫黒色の鎧が、たたずんでいた。

　タカ科の猛もう禽きん類るいを思わす鋭えい角かく的てきなシルエット。黒光りする兜かぶとはさながらガスマスクのように、素顔をすっぽり覆おおい隠かくしている。鎧よろいというよりまるで人ロ型ボ機ツ械トだ。五指の一本一本までもが、アーマーリングのような装そう甲こうに包まれていた。

　その右手を閉じたり開いたりしながら、煉れん子こに首を向けるそいつは……。




『……ったく。殺すなよって言ったじゃん？　使えねー道具。ボクの言うこと聞かないとかマジふざけんなよ、死ねよッ！　消しよう耗もう品ひんの鉄てつ砲ぽう玉だまとは違って、京輔っちは一点モノなの。替かえが利きかないの！　身の程を知れ、ばかばかばああああああぁーか！』




「……理事、長…………？」

　聞き覚えのある口調と声音、性別不ふ詳しようのハスキーボイス。まさか――と思って尋たずねる京輔に、鎧が『ピンポーン♪』と答えた。

『ボクだよ！　よくわかったね、さっすが京輔っちぃ～。綾あや花かっちも無事みたいだし、順調そうで何より何より！　残念ながら、合格するのは不可能だけどねぇ～？』

　檻おり伽がが、まとった鎧の中で『きひひ』と笑う。

　――そのとき。

「煉子さんっ!?　しっかりしてください、煉子さああああああぁん！」

　綾花の悲鳴があがった。我に返った京輔は血けつ相そうを変え、

「…………ッ!?　そうだ、煉子……煉子おおおぉ！」

　三メートルほど先の地面で、うつ伏ぶせになって倒れる煉子の元に、慌てて走り寄っていく。煉子のかたわらにヒザをついた綾花が、泣きそうな目で京輔を見てきた。

「お兄ちゃんっ！　煉子さんがぁ、煉子さんがあああぁ……」

「おい、煉子ッ！　何寝てんだよ、おい……起きろ！　目を覚ませって！」

　煉子は瞼まぶたを閉じたまま、ぐったりとしている。

　夢中で呼びかけ続ける京輔のところに、

『あっ、ごめーん。死んじゃった？　思いっきり食らわせたからねぇ～。《殺害機関マーダー・メイド》がいくら丈夫でも、タダでは済すまないだろうねぇ～。心臓止まってるんじゃない？』

　鎧をガチャガチャと鳴らし、檻伽が近づいてきた。

　持ちあげられた右手で――バチィ！　と青い電光が爆はぜる。アレを食らわせられたのだろう、煉子は呼吸をしていなかった。綾花が「煉子さぁん！」とすがりつく。

　自分が電気を流されたように、頭の中が真まっ白しろに染まった。

「ど、どうして――」

　――意味がわからない。

　追手は煉子で最後だったはず。なのになぜ、檻伽が退学死験に参加している？

「…………反則だ」

　煉子の身体を抱きかかえた綾花が、檻伽をにらみつけ叫ぶ。

「反則だああああああぁ、この卑ひ怯きよう者ものっ！　人数オーバーしてるじゃん!?　ルール破るとか死ね！　死んじゃえええぇ、このゴミ野郎っ！」

『ノンノン。反則なんかしてないよ？　人聞きが悪いなぁ～』

　あっけらかんと答える檻伽に、綾花が「してるじゃんっ！」と声を荒らげた。

「そっちの数は、こっちの二倍まで！　綾花たちは、九人だから――」

『ブー♪』

　あざけり、檻伽が両手を前に突き出す。

『九人じゃないよ？　十人だ。神かみ谷や京輔、神谷綾花、神谷直なお樹き、神谷早さ苗なえ、紅あか羽ばね芙ふ蓉よう、紅羽神楽かぐら、紅羽刃ば更さら、紅羽鋭えい利り、五十嵐いがらし舞まい那な――』

　一本一本指を折っていき、最後に残った左の小指も折ると、




『紗魔夜沙姫』




「「…………ッ!?」」

　――そうか。元々追手側だった紗しや魔ま夜やは途中で寝返り、逃走側に回った。それにより追手の最大人数が増え……。

『ボクが出で張ばってきたっちゅーわけ！　島のあちらこちらに隠してある監視カメラで、ぜぇ～んぶ把は握あく済ずみなのよ？　モヒカンっちも勝手に乱入してたけど、アレを数えてもセーフですから！　セーフですから、アレを数えても！　理解したかなぁ～？』

　――きひひひひひひ、と嗤わらう。

　その口ぶりから理解した。

　檻伽はたぶん、紗魔夜が裏切ることを試験前から予期していたのだ。

　隠しカメラは当然、学院にもあるだろう。理事長室に引きこもりそれをチェックしている檻伽が、他の教師の知らない情報を知り――知った上でこちらの油断を誘さそうため、敢あえて黙だまっていたのだとしたら……。

「……アンタも、プロの殺し屋なのか？」

　綾花を背中にかばいながら問う。檻伽が『ピンポーン♪』と答えた。

　紫黒色の鎧に身を包んだ檻伽は、腕を広げて得意気に語る。




『《天獄機甲モービツド・エンジエル》――強固な鎧に多彩な暗あん器きを仕込んだ、煉獄最強の殺し屋さ！　ボクに比べりゃ久く瑠る宮みやっちも毒ぶす島じまっちも薔ば薇ら園ぞのっちも六む車ぐるまっちも美み槌づちっちもグレイマンっちも、そしてもちろん《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》の連中も！　皆、みいいいぃんな瞬殺だかんね？　当ったり前じゃん、ボクは理事長なんだか――』




　――キイイイィン！

　檻伽が語り終えるのを待たず。その背後から肉薄した人物が、檻伽の背中に刃を奔はしらせた。「……ん？」と檻伽が振り返る頃には、すでに死角に回りこんでおり、

　――キィンッ、キンキンッ、キンッ、キイイイイイイィン！

　目にも留とまらぬ連続斬りを浴あびせる。刀と鎧がぶつかる甲高い音が、ほとんど重なりあって鳴り響き、檻伽が「うわわわわ!?」と狼ろう狽ばい。

『理事長の話は最後まで聞けよ!?　最後まで聞け、理事長の話はッ！』

　身体からだを沈しずめ、声を怒いからせた。瞬間、

「…………ッ!?」

　鎧の背中からおびただしい数の銃弾が吐かれる。広こう範はん囲いに散らばる扇おうぎ形がたの射しや線せんから、襲撃者――鋭利は横よこっ飛とびに逃れて、

「うるさい」

　右肩口を斬りつけた。檻伽が鬱うつ陶とうしそうに腕を振る。ナイフのような鋭い爪つめを備そなえた五指が払われ、虚こ空くうを引ひき裂さいた――ときにはすでに、鋭利の身体は宙を舞っている。檻伽の頭上を跳とび越こえながら、

「ペラペラペラペラ……」

　ひるがえって首筋に一太刀。逆サイドに降り立つや否や、

「鬱陶しいのよ」

　薙ながれた左手をかわし、逆ぎやく袈け裟さに一閃。袈け裟さ懸がけに一閃。檻伽の視線が追いつくより疾はやく離れて回りこみ、

「耳みみ障ざわりだから……」

　背中の銃器が火を噴く直前、マズルフラッシュのごとく斬りつけ、

「黙だまれ！」

『うおおおおおおぉい!?』

　――破壊した。鎧の背で爆発が起こり、破は片へんと暴発した弾が散る。そして、再び死角にすべりこみ、鋭利が刀を振るおうとしたとき。

『ちょっと待てええええええぇい！』

　翼のようにもたげられた両腕、そのヒジから下の装甲が瞬時に組くみ替かわり、鎧の隙すき間まから、ずるりと紅い刃物がすべり出た。刃渡り一メートル近いそれらを、檻伽が回転しながら振るう。鋭利は咄とつ嗟さにかがんで避けるも、

「…………ッ!?」

　今度は鎧の脚から白い刀身、槍やりのようなものが突き出て襲いかかった。鋭利が攻めを中断し、檻伽から距離を取る。

　左脚から生えた刀身が、ずるっと鎧の奥へと引っこんだ。

　檻伽は『……ふいいいぃ～』と吐息して、

『激しすぎるぜ、鋭利っち……そんなに攻撃的だっけ。身の危険を感じちゃ――って、ちょおおおおおおぉい!?』

　胸を見下ろした瞬間のけ反り、素すっ頓とん狂きような声を出す。

『ボクの天使がキズモノにされてる!?　うへぇ……マジかよ、チタン合ごう金きんなのにぃ！　ビビるわぁ～。どんな斬きれ味あじしてるのさ。紅羽家、怖すぎなんだけど。ねぇ京輔っち、綾花っち……ボクの後ろは、大丈夫？　悲ひ惨さんなことになってない？』

　檻伽が鋭利と反対側の京輔たちに、背中を見せて訊いてきた。綾花を胸に抱きこみ、守っていた京輔は、恐々と目を向けてみる。

　鎧の一部がせりあがり、その隙間から銃弾を放つ機き構こうがのぞいていた。

　だが、見事に壊されている。さらに右肩から左の脇腹にかけて、紫黒の鎧にうっすら傷が走っていたのだが――何度か斬りつけられたにもかかわらず、切創は一本。

　それを怪け訝げんに思っていると、刃を確かめていた鋭利が、舌打ちをする。

「……チッ。少し刃こぼれしてるじゃないの……硬すぎ。同じところを斬りまくっても斬れないし。ていうか、隙間が見当たらないし。なんなのよ、アレ……死ねばいい」

　吐き捨てられた言葉を聞いて、ようやく理解できた。

　鋭利は寸すん分ぶん違たがわず同じところに刃を奔らせ、重ねたのだと。おかげで背中の切創は、一度だけしか斬りつけられていない右肩口に刻まれたものより若じやつ干かん深い。

「京輔」

　その剣技に驚きよう嘆たんしていると、檻伽を挟はさんで向かいあった鋭利が、声をかけてくる。

「……下がってなさい。こいつは、あたしが片づける……何がなんでも死験を突破するわよ。煉子のことは……今は、忘れて。悲しんでる場合じゃないわ」

「鋭利――」

『身の程知らずな奴だなぁ！』

　京輔たちの会話に割りこみ、檻伽が『やれやれ』と肩をすくめた。

『鋭利っち……君じゃあ、ボクを片づけられないよ？　鎧は斬れても断たてないし、鉄てつ壁ぺきだから隙間もないし。どう立ち向かうのさ』

「斬る」

『……いやいや。無理だって。この鎧はチタン合金と――』

「関係ない」

　檻伽の言葉をしれっと切り捨て、鋭利が刀を正眼に構える。白銀色に輝く刀身よりも鋭するどい赤あか錆さび色いろの瞳を光らせ、凜りんと告げた。

「斬ってみせるから。鎧がダメでも仕込んでるモノ全部潰つぶして、木で偶くの坊ぼうにしたげる。あんたなんかに、京輔たちは渡さない……渡してたまるもんですか」

『……へぇ？　気に入らないなぁ。気に入らない目をしてるよ、鋭利っち……そんな目つきでにらまれたらさぁ～。絶望させて、屈くつ服ぷくさせたくなっちゃうじゃない？』

　右腕から伸びた刃物を、檻伽が勢いよく振り下ろす。

　すると。真しん紅くの刀身から液体が散り、地面を点々と汚した。

「……………………え？」

　そこで初めて、鋭利の視線が檻伽の腕に注そそがれる。下腕の真ん中辺りからはみ出している真っ赤な刃。その刀身を紅く染めているのは、

「――血？」

　紛まぎれもない鮮血だった。

　目を凝らして見れば、紫黒色の鎧にも所々に返り血らしきものがついている。

　だが、鋭利は傷を負わされていない。京輔も綾花も無傷。煉子が食らわされたのは、刃物ではなく電撃だった。




　だとすれば。あの血は一体誰の血だ？




『きひっ……きひひひ……きひひひひひひひ……誰の血だと思う、コレ？　刃更っち？　ブー♪　芙蓉っち？　ブー♪　神楽っち？　ブー♪　沙さ姫きっち？　ブー♪　舞那っち？　ブー♪　直樹っち？　ブー♪　早苗っち？　ブー♪　全部、不正解！　正解は――』

　檻伽が嗤う。

　分厚い鎧を隔へだてていても容易く想像できる、醜しゆう悪あくな笑顔で。




『正解は全員！　全員分の血でしたぁ！　あははははははは！　紅羽刃更も紅羽芙蓉も紅羽神楽も紗魔夜沙姫も五十嵐舞那も神谷直樹も神谷早苗もボクが全員、ここまで来る途中に殺してきたんだよ、キャハハハハハハハ！』




「――は？」

　呼吸が止まった。何を言われたのか、わからない。あまりにも衝撃が強すぎて、思考が吹っ飛ばされたきり戻ってこない。空からっぽの頭で、ただ訊きき返かえす。

「…………殺し、た……？」

『うん、そうだよ？　きひひひひひひひ。皆、みいいいぃんなブチ殺してきてやった！　紅羽刃更の首を刎はねてぇ～、紅羽芙蓉の胸を貫つらぬいてぇ～、紅羽神楽の頭を潰してぇ～、紗魔夜沙姫の身体を真まっ二ぷたつにしてぇ～、五十嵐舞那を蜂はちの巣すにしてぇ～、神谷直樹を滅めつ多た刺ざしにしてぇ～、神谷早苗をバラバラにしてやったのさ』

「……………………噓」

　鋭利がぽつりと呟いた。うつむかせていた顔を起こして檻伽をにらみ、

「そんなの、絶対に噓ッ！　あんたに殺せるわけがない……あんたなんかにあの人たちが遅れを取るなんて、絶対絶対あり得ない！　あんた一人に殺られるなんて――」

『そうだなぁ～。ボク一人じゃ、敵かなわなかっただろうなぁ～』

　わめく鋭利に、檻伽はしみじみと語る。

『けど、今回はどいつもこいつも消しよう耗もうしてたからなぁ～。消耗してたし、集中してた。だから殺るのは簡単だったよ？　殺ってるところに割りこんで、ちゃっちゃと仕し留とめるだけだったから。美味しいところを、片かたっ端ぱしから食い散らかしてきました！』

「…………ッ!?　あ、あんた――」

『あれ？　あれあれあれぇ～？　もしかして今、殺してやる！　とか思っちゃったぁ？　暗殺者なのに殺せない《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》のヘタレヴァージンさんがあああぁ!?　やったじゃ～ん！　おめでとうっ！　さぁさぁ、ボクを殺してみなよ？　殺してみなよ、ほらほらぁ～。頑張れっ！　仇かたきを討うつんだ、鋭利っち！　初体験をボクに捧ささげてよ！』

「ぐッ――」

　刀を握ってブルブル震える鋭利に、檻伽が近づいていった。紫黒の鎧にさえぎられ、鋭利の表情は見えない。檻伽が『あれぇ～？』と首を傾げた。

『なんだよ、まだ我慢してるの？　ガード堅いなぁ～。それってやっぱり、パパさんの影響？　ファザコンだもんね、鋭利っち！　毒島先生の報告書、読んだよ？』

「……………………」

　黙ったままの鋭利に顔を寄せ、檻伽がささやく。

『大好きだったパパさんが死んじゃったおかげで、鋭利っちは人が殺せない、役立たずの欠けつ陥かん品ひんになっちゃったんだよね……その事実を知ったとき、ボクはひどくショックを受けたんだ。胸が張り裂けそうだった。ああ、鋭利っちはなんて可哀想なんだろう……ああ、ボクはなんて…………』

　――可哀想なことをしてしまったんだろう、と。

　吐き出された檻伽の言葉に、鋭利の気配が変わった。「……なんですって？」と問う鋭利の声はひどく平へい淡たんだ。

　檻伽が答える。愉ゆ悦えつを含んだ声で伝える。




『六年前の夏、だったよね？　君の父親、紅羽雅まさ人とを殺したのも……ボクなんだ』




　瞬間。

　――ギイイイイイイイイイイイイイイイィン！　と。咆ほう哮こうめいた金属音がとどろき、それを合図としたように、檻伽がまとう鎧の頭に腕に首に胸に肩に脚に腰に腹に指に、次から次へと斬撃が叩きこまれた。しかし、

　――ギ[image: ][image: ][image: ][image: ]ン！

　濁にごった断末魔をあげて、折れた刀が弾け飛ぶ。檻伽が『あーあ』と呟いた。

『力任せに振るうから……鋭利っちってば、頭に血がのぼりすぎだよ』

　だが、鋭利は構わない。残った刀を大上段に振りあげて、

「死――」

　脳のう天てんから振り下ろされた刃を、檻伽が右の刃で斬り飛ばす。「――ぇ？」とほうける鋭利の手元には、ほとんど柄だけが残った。刃やいばをなくした刀が空振り、地に堕おちる。

　柄から斬り離された刃が宙を舞い、近くの地面に墓ぼ標ひようのごとく突きたった。

「……………………………………ぇ？」

　もう一度、鋭利の口から声がこぼれる。刀を握りしめたまま、ひざまずくような姿勢で固まる鋭利を、檻伽が『きひひひひ』と見下ろした。

　左手を伸ばし、鋭利の頭をポンポン叩きながら、

『いやぁ～、よくできました！　今のは中なか々なかよかったよ？　殺意をビシバシ感じたし、鎧着てなきゃ百パー死んでたと思う！　殺ればできるじゃんかぁ、鋭利っちぃ～。まぁ殺せなかったわけだけど！　ほら、見て見て。この刃ねぇ――』

　鋭利の眼前に、右腕から生えた刀身を差し出す。光の加減を変えるように動かし、

『君のパパを殺して奪った刀で作られてるんだよ？　すごい斬れ味だよねぇ、コレ……紅羽秘伝のコイツがどうしてもほしくて、ボクは狩りに出向いたのさ。そのときいたのがたまたま、鋭利っちのパパさんだったの。ごめんね、ごめんねぇ～』

　檻伽が刃の腹で、鋭利の頰をペチペチと叩いた。

「――――――――」

　芙蓉や神楽たちの血を頰に塗ぬりたくられた鋭利が、檻伽のことを見あげる。

　その唇が『殺す』と動いた。

　直後。

「あああああああああアアアァ！」

　今まで聞いたことない声をあげ、鋭利が檻伽につかみかかる。

『うわぁ!?』とよろける檻伽の身体に、左右の拳をブチこみまくって、

「殺すッ！　殺してやるわ、あんたあああああああああアアアァ！　殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺すッ！　ふざけるなァ、死ねッ！　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねエエエェ！　あああああああああアアアァ！」

　狂ったように罵ば倒とうした。罵倒は絶叫に変わり、絶叫は慟哭に変わる。

　鋭利のネイルが割われ砕くだけ、拳が壊れて血がにじみ、喉のどがかすれてかれ始め、両目からは涙があふれた。

　そんな鋭利を、見下ろして――。

『ギャハハハハハハハハハハハハハ！　やだぁー、この娘なんか超ヒスっちゃってるんですけどぉー。ウケる！　高ぶりすぎて何言ってんのかよくわかんなぁ～い。ていうか弱すぎなんだけど！　パンチが弱すぎるんだけどマジ！　よーえーなマジ殺す殺すとか言ってマジ！　泣いてるだけじゃねぇか！　そんなパンチじゃ通らねぇから、この鎧！　生まれ変わって出直してこい、ばあああぁーか！　死ねよっ！　ギャハハハハ！』

　檻伽が右腕を振りあげる。

　血にまみれた紅あかい刃が、鋭利の首を斬り落とそうとした。

　次の瞬間。

「テメェが死ねよ」

「……ん？」

　振り向きかけた檻伽の横よこっ面つらに、右ストレートが叩きこまれる。拳をもらった檻伽が鎧ごと吹っ飛び、耳障りな哄こう笑しようが止まった。





×　×　×






「……京、輔…………？」

　鋭利が消え入りそうな声で呟く。硬い鎧に打ちつけまくってボロボロの拳、涙に濡れそぼっている瞳を見つめ、京輔は「……ふぅ」と息を吐き出した。檻伽をなぐりつけた右手――葡萄酒色ワインレツドの革手袋が嵌まった拳をほどき、

「悪い。そろそろ代わってくれてもいいか？　まだまだ全然、足りないだろうけど……オレも、アイツをボコボコにしてやりたいからさ」

　静かな声でそう告げた。

　大事な人たちを奪うばわれ、煉子を蹂じゆう躙りんされ、鋭利を傷つけられたというのに、心は驚くほど凪ないでいる。にえたぎる激情もない。沸ふつ騰とうする情念もない。あるのはただ、身体を芯しんから凍えさせてくる、絶対零度の冷たい憤怒で……。

『うおおおぉ……やっべぇ、なんだよ今の衝撃？　頭がぐわんぐわんした！　なんつぅ馬鹿力してるわけ？　半はん端ぱねぇ！　京輔っち、マジ半端ねえええぇ！』

　などと、吹っ飛ばされた先の地面で興奮している檻伽に歩み寄っていき、

『丸まる腰ごしでコレ、素手でコレとかヤバすぎるでしょ！　殺し屋として本格的に育てたら、どんなモンスターになっちゃうんだよ？　なんにも装備してないレベル１のキャラが、フル装備のレベル50と渡りあってるようなもんじゃん!?　すっげぇすげぇ！　やっぱり京輔っちに目をつけたのは正解だっ――ごぶッ!?』

　などと、ギャーギャー騒ぐ檻伽の顔面に、京輔はもう一発拳をブチこんだ。重たい鎧を着けた檻伽の身体が三メートルくらい飛ぶ。思いっきりなぐりつけたはずだが、痛みはまったく感じられない。直樹のくれた革手袋のおかげだろうか？　さすがオヤジだ、そして――。

『ぬおおおぉ……効きくなぁ～、結構効くよそれ？　痛くはないけど震しん動どうで酔よいそう……オエオエ～。どうしよう、鎧の中で吐いたら悲ひ惨さんなことに――ぎゃ!?』

　そのオヤジを手にかけやがったコイツは、吐き気がするほど不ふ快かいなド外げ道どうだ。遠えん慮りよも容よう赦しやも加減も一切いらない。完かん膚ぷなきまで叩き潰して粉ふん砕さいし、




「半殺しにしてやるよ。テメェが血反吐を吐くまでな」




『……きひひ。半分でいいのぉ～？　どうせ殺し屋デビューするんだし、殺すつもりでやった方がいいんじゃないのぉ～？　きひひひひひひひひひひ――[image: ][image: ]!?』

　――コイツが、耳障りな声をあげられないようにしてやる。

　直樹にもらった革手袋を握りこみ、京輔は檻伽の頭部をなぐりまくった。数発程度で足りるわけがない。数十発、数百発、数千発でもまだまだ足りない――身体を震わせ、心を奮ふるわせてくるこの凍てつくような感情が、溶とけることなどあり得ない。

　だから。

『京輔っちぃ～。もうあきらめちゃえよ？』

『表シ社ヤ会バに出るのはあきらめて、裏社会で生きていこうよ？』

『学院生活、楽しかったでしょ？　居心地、悪くなかったでしょ？』

『殺人狂の《殺害機関マーダー・メイド》に惚ほれちゃったんだから、殺すのなんてわけないよ！』

『だってそうでしょ？　殺しを心底嫌ってるんだったら、あんな女にベタ惚れするとかあり得ないしぃ～。適性あるよ、京輔っち。君なら殺れる！』

『さぁウェルカム、裏社会！　ウェルカム、ボクの胸！　京輔っちのことはボクが責任を持って一人前にしてあげる！　最高の殺し屋にするよっ！　だから――』

「うるせぇ！」

　合間合間に投げかけられる檻伽の言葉をことごとくはねのけ、京輔はひたすら拳打を浴びせ続ける。しかし、檻伽がまとう鎧は堅けん牢ろうで、何発拳を叩きこんでもヒビ一つ入らない。檻伽が一方的になぐられ、されるがままになっているのも『人の拳で鎧が壊れるはずない』と高たかをくくっているからだろう。実際、その通りだった。何十発となぐった結果、壊れたのは鎧ではなく京輔の拳で、檻伽は未いまだにピンピンしている。

　――だが、それがどうした？

　斃せるとか斃せないとか、そんなのどうだっていい。自分が折れないかどうか、相手に屈くつしないかどうかだ。たとえこのまま腕が折れても、ヒザをつき、地面に倒れることになっても……。

「誰がテメェのところになんて行くかよ!?　オレが戻るのは、表社会か――じゃなきゃ煉子に殺されてあの世だ。それ以外の選択肢はねぇ」

『……………………ふぅ～ん？』

　強い口調で断言され、檻伽が声を低くした。木に預けていた背を離して起きあがり、刃の生えた右腕を掲げる。その手の平で、バチィ！　と青い光が爆ぜた。

『《殺害機関マーダー・メイド》はボクに殺されて、京輔っちが戻る居場所もボクが壊してあげたのに？　行く場所なんてどこにもないのにぃ？　キャハハハ！　わかったよ……京輔っちがそう言うんだったら、もっとたくさん壊してあげる。もっと絶望させてあげるよ！』

　そう言って、檻伽が首を向けたのは――。

「綾花！」

　煉子の近くにしゃがみこんだまま、こちらに背を向けている京輔の妹。切せつ羽ぱつまった声を聞き、綾花が「……うん？」と呑のん気きに京輔を振り返る。

「何してる!?　逃げ――」

　叫ぶ途中で気がついた。綾花の耳に当てられているのは、真っ赤な……。

「――あっ、やっと出た！　もしもし、ゴミ神楽？　生きてる～？」

　携帯電話。京輔と綾花がそれぞれ芙蓉に一台ずつ渡されている代しろ物ものだ。檻伽は知らなかったのか『ちょっ……なんで、んなもん持ってるんだよ!?』と動揺している。

　しかも――。




『……ハッ！　貴女らしい愚ぐ問もんです、クソ綾花。生きていますよ、芙蓉さまもね。敵の一人は先ほどわたしが首を刎ねたところです。もう一人も芙蓉さまが封殺しました――ので、これからそちらに向かいます。兄さんからも着信が入っていたので、たぶん無事かと。二十三分前ですね。すでに向かっているんじゃないですか？』




　スピーカーモードの携帯電話から漏れ聞こえてきたのは、檻伽に頭を潰され殺られたはずの、神楽の声で……。

「ねぇ。あのさぁ、ゴミ神楽……一つ訊かせてもらっていいかな？　黒い鎧みたいなの着た殺し屋さんに、襲われたりしなかった～？」

『ハァ？　なんですかそれ。わたしと芙蓉さまのところには来ていませんが？』

「…………え？」「…………は？」『はあああああああああぁ!?』

　言葉を失う京輔と鋭利、狼狽する檻伽に笑いかけ、

「……だってさ？　クスクス。なんだぁ～、全部噓だったんだぁ～。クスクス……綾花たちを動揺させるためにした、根も葉もない作り話だったんだ！　アハハハハハハハ！　ねぇ、シスコンゴミ神楽……あなたの大好きなお姉さん、泣かされちゃってるよ？」

『――なん、ですって？』

　電話の向こう、神楽の気配が変わった。

「なんかねぇ、鋭利さんたちのパパを殺したっていうヒト？　理事長さんに襲われて、綾花たちやばいんだ。鋭利さんとか初体験を奪われかけていたからね？　お兄ちゃんが阻そ止しして、必死に頑張ってるけど！　早く来ないと手遅れになっちゃう～～～っ！」

『……………………』

　沈黙。神楽が何やら話していたが、声が遠くてよく聞こえない。恐らく芙蓉に状況を伝えているのだろう。ほどなく、

『もしもし？　妾わたしの声が聞こえていますか、檻伽さん？　聞こえてないなら、綾花さんから聞いてくださいな。今――』

　受話口から漏れ出してきた、芙蓉の声は……。

『今、殺りにいきます。苦しみ、苦しみ、苦しみ抜いて死んでいただきますからね……首を洗ってお待ちください？　では、また』

　電話越しでも背筋が凍こおるほど、冷たい憎悪に染そめ抜ぬかれていて……。

　――プツンッ！　と通話が切れた後、静寂が降りた。綾花が「クスクス」と嗤う。

「聞きましたかぁ、理事長さん？　あなたが殺した（笑）紅羽家の人たちが、あなたを殺しに来てくれますよぉ～？　この調子だとパパたちも殺されてはいなさそうだねっ！　クスクス。噓つき理事長さん、カッコわるーい！　ださーい！」

『…………黙れ』

「あっ、でも平気かな？　煉獄最強の殺し屋（笑）だし？　皆、みいいいいいいぃんな瞬殺（笑）みたいだし？　あはは、何それっ！　絶対噓だよ、あははははははは！」

『黙れクソガキ、殺すぞテメエエエエエエェ!?』

　檻伽が声を裏返らせてブチキレた。両手、両脚、両肩、背中、胸、腰――鎧の各部がうごめきながら組み替わり、刃、杭打ち機パイルバンカー、掘ド削リ機ル、機関銃、回転ノコギリ――鎧の中から、大量の暗器が現れてくる。

『ああ、そうだよっ！　全部噓だよ、噓噓噓噓噓噓噓噓！　けどな、ボクが紅羽雅人をブッ殺したのはマジだし、煉獄最強なのも大マジだ！　ていうか、噓でもこれから全員殺しちまえば事実になるだろ!?　上等だッ！　やってやるよォ……ああ、殺ってやる！　まずはテメェだ、神谷綾花ァ！』

　胸に開いた砲門を向け、檻伽が怒鳴った。

『京輔っちのオマケみてぇなもんのお前に価値なんかねぇ！　手っ取り早く――』

「やめろおおおおおおぉ！」

　そこに京輔が特攻。脚部に蹴りをもらった檻伽が倒れかけるも、

『邪魔すんなッ！』

　踏ん張り、左腕を払う。刃と刺とげが林立している鎧の腕はそれ自体が凶器の塊かたまりで、脇腹を軽くかすめただけでも「――ぐッ!?」鮮血が噴き、制服ごとズタズタになった。

　たまらず地面に倒れる京輔。「ひゃああああああぁ!?」と慌てて逃げる綾花に、檻伽が照準をあわせる。

『死ね』

　機関銃が火を噴き、銃弾が注いだ。

　次の瞬間、血煙があがる。

「――――――――――――――――ッ！」

　横あいからすべりこんできた背中が、綾花をかばったのだ。肉が無む残ざんにえぐれるも、その巨体は沈まない。綾花を守る壁となり、銃弾を防いでくれている人物は、

「……………………」

　鋭利に斬られ、倒れていたはずの煉れん児じだ。人間離れした回復力を持つ煉児が復活してきたことについては、それほど驚きを感じない。だが、

『はあああぁ!?　おい、どういうことだよ……命令されなきゃ動かねぇ《殺戮機関スローター・メイド》が、なんで勝手に動いてんだぁ!?　ふざっけんなよ、クソッタレ！』

　――煉児は、零れい子この指示がなければ動かない。にもかかわらず自分の意思で行動し、綾花を守ってくれたのだ。

　その上、鋼鉄のような煉児の筋肉は、機関銃ですら撃ち抜くことができない。致命傷が与えられないまま銃弾を撃ち尽くし、檻伽が『あああアアアァ！』とイラだった。

『ふざけんな、マジふざけんなっ！　余計なことしやがって、くっそおおおぉ！　ムカつく、マジでムカつくっ！　そんなに死にたいんなら、お前も一緒に殺してやるよっ！　殺してやるよォ、お前も一緒にイイイィ！』

　猛たけり、檻伽が煉児に向かって走り出す。その両腕に光っているのは、血濡れの刃。

　鋭利の父親が使っていた刀から作られたというそれは、鋼鉄すらバターのように斬り裂ける業わざ物ものだ。他にも多数の凶器をうならせ、檻伽が煉児に襲いかかった。煉児は、

「ひゃあっ!?」

　綾花の身体を両手で抱えあげると、

「……………………ニゲテ」

「へ？　あ、ひゃあああああああああぁ!?」

　――ブウウウゥン！

　そのまま、綾花の身体を思いっきりブン投げる。綾花の軽い身体は高々と宙を舞い、「ちょっ――」迫る檻伽の頭の上を、放物線を描きながら飛び越え、

「お兄ちゃああああああぁん！」

「綾花ッ！」

　京輔の近くに落ちてきた。京輔は急いで着地点に移動し、綾花の身体を抱きとめる。勢いあまってぐるんっと回転した後、綾花が「お兄ちゃんっ！」と声をあげた。

「煉児さんが、綾花に『逃げて』って――」

『逃がすかよッ！』

　すると煉児に肉薄しようとしていた檻伽が方向転換し、猛然と突っこんでくる。その進路上、京輔たちの眼前に――。




　タトゥーだらけの両腕を広げ、銀髪の少女が立ちふさがった。




　檻伽が「……あん？」と足を止め、綾花が「煉子さんっ！」と歓声をあげる。

「無事だったんですかっ!?　よ、よかったぁ……うう。煉子さぁん……」

「ふふっ。心配かけてごめんね、綾花ちゃん。二、三分ほど死んでたみたいだ。京輔もごめん。鋭利は、微妙な気持ちなのかな？　それから――」

『《殺害機関マーダー・メイド》……生きてやがったか、死にぞこないのポンコツめ』

　檻伽が青い光をバチバチ爆ぜさせた。煉子は「五う月る蝿さいよ」と肩をすくめて、

「君みたいなつまらないオトコに、私が殺らせてあげるわけないだろう？　なんだい、その仰ぎよう々ぎようしい殻からは？　こんなところでもまだ引きこもってるのかい、臆おく病びようだなァ～」

『――なんだって？』

　あざける煉子に、檻伽が低い声を発する。煉子が「ふふふ」と嗤った。

「臆病者の意い気く地じなしだと言ったのさ。だって、そうだろう？　殺しあいが怖いから、そんな風に鎧で身を守っていて――殺人犯の生徒や殺し屋の先生たちが恐ろしいから、あんな風に隔かく絶ぜつされた要塞に立てこもってる。女め々めしいったら、ありゃしないよ！」

『テ、テメエエエェ…………』

「京輔」

　憤怒あるいは恥ち辱じよくによるものか、ブルブル震える檻伽を無視して、煉子が声をかけてくる。脳内に殺意が鳴り響いているとは思えないほど、穏やかな口調で、

「君たちはいきなよ」

　と言った。一瞬、何を言われたのかわからず「――え？」とほうける京輔に、煉子は前を向いたまま「ふふっ」と微笑んで、

「ああ『死ぬ』って意味の『逝く』ではないからね？　『逃げろ』っていう意味の方。そして――」

　氷蒼色アイスブルーの瞳が京輔を捉える。

「生きるんだ」

「…………………………………………は？」

　思いがけない煉子の言葉に、呼吸が止まった。

「ど、どういう――」

『逃がさねぇって言っただろうがァ！』

　そのとき檻伽が激昂し、地面を蹴りつけようとする。刹那、

「――――――――――――――――ッ！」

『うわッ!?』

　煉児が背後から接近し、檻伽の頭に組んだ拳を叩き落とした。鉄てつ槌ついじみたその一撃を檻伽はかろうじて避ける。《安全装置》を外した《殺戮機関スローター・メイド》の膂力は京輔以上、下手に受ければ鎧越しでも無事では済まされないだろう。檻伽が『うぜぇ！』と叫び、飛びのきながら腕を振るった。対する煉児は玉たま鋼はがねの刃をかわし、脇腹から撃たれたワイヤー付きのアンカーをいなすと、

『のわああああああああああああぁ!?』

　ワイヤーをつかみ、そのままジャイアントスイング。ハンマー投げのようなフォームで檻伽を思いっきり投げる。木々の枝葉をブチ折って視界の彼方かなたに消える檻伽を、煉児が追いかけていった。

　煉子は「京輔」と首を戻し、ゆっくり深呼吸をして、

「私は君を殺したい」

　――告げる。

　瞼を閉じて息を吸いこみ、

「けど、雰ム囲ー気ドは大切だ……余計な邪魔者がいるシチュエーションじゃ、君との情事を愉たのしむことができないからね？　せっかくイイ殺意メロデイに酔っていたのに途中でブツンッと止められて、私はすごく怒っているんだよ。君への想いをかき消すくらい激しく不快なノイズコアが鳴り響いてる。あァ、本当に五月蝿い五月蝿い五月蝿い五月蝿い……」

　檻伽が消えた方向に半眼を注ぐと、喉の奥から獰どう猛もうな威嚇音ガテラルを漏らした。

「だからまず、あの邪魔者を排除する。君を殺すのは、その後だ。私がちゃんと殺せるように、君はきちんと生き抜いておくれよ」

「だったら！」

　煉子につめ寄り、訴えかける。壊れた拳を握りしめ、

「オレも一緒にやらせてくれ、煉子！　拳はこんなになっちまってるけど、お前と一緒だったら平気だし、脚も残ってる。さっさとブッ斃して、それから――」

「ごめん、京輔。君も邪魔」

　思いがけない一言だった。「……え？」と固まる京輔に、煉子が鋭く瞳を細める。

「私が今からしようとしてるのは、なぐりあいでもケンカでもない――殺しあいだよ？　京輔、君は『普通』の一般人じゃないか。殺人犯でも殺し屋でも、殺し屋志望でもない……だったら、もう首を突っこむな。手を出そうとするな。関わるな。表社会に戻ると決めた人間が、中途半端なことをするなよ」

　そんなんだから――と嘆息し、煉子がわずかに目を伏せた。

「裏社会に目をつけられたんだろう？」

　言われ、思い出す。京輔がプルガトリウム更生学院に入れられた理由を。

　仮に表社会へ戻れたとしても、京輔自身が変わらなければ、なんの意味もなかった。同じ過あやまちを繰り返すのは目に見えている。かといって『自分の力で突破させてくれ』と言い放った手前、ここで黙って煉子に助けられるのにも、納得いかず……。

「仮に」

　奥歯をかみしめて閉口する京輔に、煉子が気配を和やわらげる。

「――仮にだよ？　表社会に戻るんじゃなく、君が私に殺されたいと思ってくれてるんだとしても、別に慌てる必要はない。焦らなくても平気だろ？　何も死験が終わったらすぐ離れ離れになるわけじゃないんだ。死験を終えて、一息ついて、それからゆっくり殺されればイイ。死に急がなくてイイよ。何をそんなに焦あせる必要があるんだい？」

「…………。お前は――」

「うん？」

「お前は、焦らなくてもいいのかよッ!?　いつ死んでもおかしくないんだろッ!?　時間がないんだろッ!?　なら一分一秒でも早く――」

　ふいに。身体ごと振り返った煉子が、京輔の左手首をつかんで引き寄せ、




　――唇に、唇を重ねた。




　驚き固まる京輔の、首の後ろと腰の後ろに手を回し、煉子が腕に力をこめる。離れていた身体が密着し、重なっていた唇が一層強く押し当てられる。そのまま、

「～～～～～～～～～～～～っ!?」

　唇を割ってねじこまれてきた煉子の舌が、京輔の口内を陵りよう辱じよく――舌をすべらせながらからませ、軽くかみ、歯の裏からアゴの裏まで荒々しく舐ねぶられた。柔らかくて生温かい煉子の舌が殺意の旋せん律りつにあわせ、生き物のように暴れる。その勢いと不測の事態に混乱している京輔は、煉子のなすがままにされ……。

　煉子の舌が引き抜かれ、唇が離れ、身体が離された後も、うまく反応することができない。舌先から引く唾だ液えきの糸を切り離し、煉子がイタズラっぽく微笑んだ。

「うん、よかった。もくろみ通り静かになってくれたねェ～」













　京輔――と名を呼び、煉子が見つめてくる。間近で見る煉子の瞳は綺麗で、透明で、炯けい々けいと輝いていた。深しん淵えんにも似た昏くらい瞳どう孔こうが、狂気をはらんで揺れている。

「いつ死んでもおかしくないだって？　バカなこと言うんじゃないよ。こんなに好きな君を残して、私が死んじゃうとでも？　ふふっ。大丈夫さ。心配いらない。私は絶対、君を殺す。誰にも殺させないし、誰にも殺されたりしない！　だから黙って行くんだ、京輔。私の想いを、信じてほしい」

「煉子……」

「綾花ちゃんも」

　煉子が京輔の隣、真顔でたたずむ綾花に視線を移した。二人のキスをガン見していた綾花が、煉子をぼんやりと見返す。

　その頭に手を置き、煉子が犬歯をのぞかせた。

「京輔が死んで寂しいんだったら、私が優しく殺してあげよう……ああ、けどその前にアレをしようか。覚えてる？　夏休みの前、デートプランを考えたよね。アレコレ予定を立てたのに結局できなかったし、君が死験に合格したら実現しちゃおうよ！　ママに頼めばそれくらい、許してもらえるはずだから」

「煉子さん……」

　ぼんやりしていた目がうるみ、綾花がくしゃっと表情を歪める。「煉子さぁんっ！」と抱きついて、豊かな胸に顔をうずめた。「約束です！　約束ですよっ!?」と嗚咽している綾花の頭をなでながら煉子が最後の一人、そっぽを向いて腕を組み、不機嫌そうにムスッとしている少女を見つめ、

「鋭利――」




『あああああああああアアアァ、うっぜえええええええええエエエェ！』




　言葉をかけようとしたとき。木立の中から、煉児に投げ飛ばされた檻伽が姿を現す。紫黒色の鎧は遠目にもはっきりわかるほど大量の返り血にまみれ、両腕の刃は真っ赤に染まっていた。だが、鎧自体に目立った傷は見られない。

　檻伽はイラだちが収まらない様子で、手近な木の幹みきを斬りつけ、

『ふざっけんなよ、反逆者ども!?　何が《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》だ、全然使えないどころか足引っ張りまくりじゃんッ！　なんなんだよ、このポンコツは……ああもう、知らねぇ！　マジで知らねぇ！　ブチ殺してやる……ボクに歯向かうクソは全員、一人残らず皆殺しにしてやるからな!?　次はテメェだ《殺害機関マーダー・メイド》オオオオオオォ！』

「鋭利」

　血色の刃を翼のように構えて、襲来する《天獄機甲モービツド・エンジエル》。それと向かいあい、煉子が首元のチョーカーに手をかける。




「京輔のこと頼んだよ」




「…………は？　まさか、あんた――」

　鋭利が目を見開いた。

　瞬間、煉子が躊躇なく革ベルトを引きちぎり、

「――ぁ」

　二度目の《歪曲酷死オーバー・ドライブ》を発動。目には視みえない重圧が、大気をひずませ、体感温度を一気に下げる。異変に気づいた檻伽が急制動をかけ、五メートルほどの距離をへだてて対峙した。煉子の挙動に注意を払い、後ずさる。

『クソッ、使いやがったか！　ふざけやがって――』

「煉子おおおぉ！」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっていた京輔は、激げつ昂こう。

「お前、何して……何、バカなことしてやがんだよッ!?　わかってんのかッ!?　そんなもん使ったら――」

「死なないよ」

「え？」

「言ったじゃないか。何があっても必ず、君を殺しに行くって……命を削る？　身体が持たない？　無問題だよ！　約束だ、京輔――」

　京輔に背を向けている煉子の髪が、風に吹かれて柔らかくなびいた。




「この死験を終えた後、私が目を覚まさなくても……何日経たっても、何ヶ月経っても、何年経っても。君がどこにいようと、私がどこにいようと、どれだけ離れていようと、遭いに行く。必ず、君を殺しに行くから。そのときまで、さよならだ」




　強い口調でつむがれた言葉に、

「…………。わかったよ」

　京輔は応え、息を吐く。正直まだ納得しきれない気持ちはあったが、こんな風に告げられてしまったら、もう受け入れざるを得なかった。

「ううううううぅ、煉子さぁん……」とぐずる綾花の手を取って、

「……チッ。ああもう、仕方ないわね！　頼まれたげるわよ、バカ煉子……あんたってほんと、最後まで……癪しやくに障さわるし、ムカつく奴だわ。フンッ……死ねばいいッ！」

　縁起でもない罵倒を浴びせ、身をひるがえす鋭利に続いた。

　檻伽が何やら五月蝿くわめいているが、ほとんど耳に入ってこない。

　京輔は――。




「煉子おおおおおおオオオォ！」




「…………ッ!?」

　去り際、負けじと喉を震わせる。煉子がビクンッと身体を震わせた。

　檻伽の所しよ作さから目が離せないのか、はたまた別れが辛くなるからか、前を向いたままたたずむ煉子に、




「――待ってるからなッ!?　何日だろうが、何ヶ月だろうが、何年だろうが……お前が殺しに来てくれるのを、ずっと待ってる！」




　言い放ち、残りたくなる気持ちを振り払って背を向けた。

　煉子の返事は聞こえない。しかし背を向ける寸前、こちらを振り返ろうとしている姿が見えた気がする。それだけで十分だった。

　ゴール地点を目指して走り始めた京輔たちは、一度も立ち止まることなく足を動かし続け、そして…………。




　きいイいいいいぃぃィン、こオおおおおおォぉぉん、

　　かアあああああァぁぁん、こおオおおおおぉぉォン……。
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「お兄ちゃん、起おきて！」

　小鳥たちが鳴き、春の陽ひ射ざしが降り注いでいる麗うららかな朝。掛かけ布団ぶとんをはぎ取られ、京きよう輔すけは「……うぅん」と身じろぎをした。

　穏おだやかなさえずりの向こう、懐なつかしい音色を聴きいた気がする。重たい瞼まぶたを開いて見ると、ギンガムチェックのエプロンを着けた綾あや花かがベッドの脇に仁王立ちしていた。炊すい事じの途と中ちゆうで起こしに来たのか、手にはおたまが握られている。

「早くしないと遅刻しちゃうよ？」

「――遅刻？」

　時刻を確認してみれば、九時を少し過ぎた頃。平日なら完全に遅刻だが、今日は生あい憎にく休日だった。逃げるように寝返りを打ち、二度寝を試こころみながら言う。

「……ばーか。今日は祝日、学校は休みだ。起きてんのに、寝ぼけてんじゃ――」

「ばかああああああぁ！」

　後頭部に思いきり、硬かたい得え物ものが叩きこまれた。「痛いてぇ!?」ともだえる京輔を、綾花がにらみ下ろしてくる。京輔の頭をなぐりつけたおたまを振りかざし、

「もぉーっ！　寝ぼけてるのはお兄ちゃんでしょ!?　今日は確かにお休みだけど、学校よりも大事な予定が入ってるじゃんっ！　遅刻して機き嫌げん損そこねても知らないよ？」

「…………ッ!?　やべっ――」

　言われた瞬間、目が覚めた。跳ね起き、慌てて準備する。ジャージを脱ぬぎ散ちらかして部屋を出ていく京輔に、綾花が「やれやれ」と呆れた。

「直なお樹ききゅう～ん！　……あっ、京輔ちゃんだ。おはよう」

「早さ苗なえちゅわ～ん！　……チッ。邪じや魔ましてんじゃねぇよ、クソガキ」

「…………。おはよう」

　リビングにあるソファでは、今日も今日とて両親がイチャついている。鬱うつ陶とうしいので早く仕事に戻ってもらいたい。ジャージをたたみ、京輔の部屋から帰ってきた綾花が、

「鬱陶しいなぁ～。早く仕事に戻ってもらいたいよ」と京輔の思いをそっくりそのまま口に出し、朝ご飯の用意をし始めた。

　直樹たちはもう食べ終わっているのか、ソファでイチャつき続けている。茶ちや碗わんにご飯をよそい、綾花が温め直してくれた味み噌そ汁しるを運はこんで、兄妹仲良く食卓につくと、




「――どうだ、京輔。普通の学校には、もう慣なれたかよ？」




　早苗とイチャつくのをやめ、直樹が問いかけてきた。

　殺人犯が集まる、普通ではない学まなび舎や――プルガトリウム更生学院。京輔たちがそこを退学してから、すでに半年近い月日が経けい過かしていた。

　元いた場所からは引っ越し、一軒家は売っ払い、今は都内のマンション（４ＬＤＫ）で暮らしている。前科はなかったことにされ、経歴には手が加えられ、京輔たち兄妹は今年の四月からそれぞれ、公立高校と私立中学に転入した。

　そして現在、五月上旬――。

「んー、そうだな……最初のうちは色々戸と惑まどってたけど、さすがにそろそろ慣れてきたんじゃないか？　オレ、元々『普通』だったわけだし」

　うなずき、京輔は思い出す。

　通い始めて一週間ほどは、どこもかしこも違い和わ感かんだらけだった。

　慣れというのは恐ろしいもので、罵ば詈り雑ぞう言ごんも暴力も命の危険もない平和な学校生活をどこか『物もの足たりない』と感じてしまうこともあったが……。

「毎日、普通に楽しめてるよ。普通の友達だってできたしな？　女子は普通に話しかけてくれるし、変に怖がられたりもしてねぇし」

《虐殺王スレイヤー》《百万人殺しメガデス》《生体兵器アンスラツクス》《鋼鉄の肉体メタリカ》……ここには京輔をそんな異名で呼んでくる連中はおらず、ケンカもしていないため、平へい穏おん極きわまりない毎日だ。

「――お兄ちゃんにメスブタどもが？　へぇ、そうなんだぁ～。へえええぇ～？」

　綾花が光のない目で微笑ほほえみながら、箸はしで焼き魚の目玉をほじくった。

　相変わらず嫉しつ妬と深いというか、見ていてヒヤヒヤさせられるというか……。

　そんな綾花も、プルガトリウム更生学院での日々を通して感じるものがあったのか、最近では新しい友達と遊びに行くことも増え、少しずつだが兄離れをしつつある。

　今日もこの後、午後からカラオケに行く予定らしい。

　順調そうな京輔たちに、直樹が「……そうか」と笑った。

　半年前の死闘で負った手傷を癒いやすため静せい養ようしている直樹と早苗は、怪我が治った今でも、ほとんど毎日家におり、

「早苗ちゃん。ガキは順調みてぇだし、そろそろ仕事に戻ろうか」

「えー。やだやだ、もっとラブラブしたい！　直樹くんとイチャイチャした～い」

　などと、イチャつきまくっている。あわや殺されかけたおかげか、ますますラブラブになった二人はもはや公害だ。本気で自じ重ちようしてほしい。狂ったようにキスをしている親から目を逸そらし、食事を済ませた京輔は、手早く食器を洗い終えると、

「じゃあ、行ってくる」

「うん。気をつけてね、お兄ちゃんっ！」

　身み支じ度たくを済ませ、綾花に見送られつつ玄関のドアを開いた。念のため訊きく。

「――なぁ。本当に来ないのか？　お前も、しばらく会ってないだろ」

「クスクス。綾花はいいよ、先約があるもん」

「……まさか男じゃないだろうな？」

　半眼で問う京輔に、綾花が「は？」とジト目を寄よ越こした。

「んなわけないじゃん。鈍いなぁ……気を遣つかってあげてるんだよ、お兄ちゃん？」

「お、おう……そうか」

「そうです。まったくもぉ～。これだから、お兄ちゃんは――」

　綾花が「やれやれ」と呆あきれ、大おお仰ぎように溜め息を吐く。それから笑顔になって、

「……まぁいいや。綾花のことはよろしく伝えておいてよ。『今度また、綾花とも一緒にデートしましょうね♪』って」

「わかった、伝えとく。それじゃあな？」

「うん。いってらっしゃい、お兄ちゃんっ！　ゴムはつけてね」

　――なんの話だ。半年前からメールや電話でやり取りするようになった奴の影響か、耳みみ年どし増まになりつつあるな……。

　その辺りは姉の口からしっかり注意してもらおうと決め、京輔は家を出た。





×　×　×






　最も寄より駅から電車を二本乗り継いで一時間弱。家を出たのは九時半だったから、待ちあわせの十一時には余裕で間にあう――はずだったのだが。

「や、やべぇ……完全に遅刻だ」

　人身事故の影響で電車が遅れ、到着したのは十一時十五分過ぎ。急いで改札を抜け、アレコレ謝罪を考えながら、待ちあわせの場所へと向かう。

　大量の人でごった返した広場の一角、目印であるブロンズ像の近くに……。

「…………ふわぁ」

　気だるげな女の子がいた。赤あか錆さび色いろのポニーテールにスレンダーな体型、派は手でな外見をした若者たちが多い中、一ひと際きわ目めを惹ひく美少女だ。春らしいピンクのジャケットに、白いワンピース、バイカラーのサンダル――という私服姿の彼女は、キラキラとデコられた携帯をいじくり、退たい屈くつそうにあくびしている。

「鋭えい利り！　悪い、待たせ――」

「えっ!?　ウソ、キミ超可愛くない？　天使がいるかと思っちゃったわマジで！」

「マジマジ。ヤバくない？　ねぇ、キミどこから来たの？　天界？」

　京輔が駆け寄りかけたそのとき、見た目からしてチャラそうな若い男が二人、横からすべりこんできて鋭利に話しかけた。鋭利は携帯の画面から目を離さず、

「死ねばいい」

　しれっと吐き捨てる。男二人が「「ええっ!?」」とひるんだ。

「ウソ、キミ超怖くない？　天使がいるかと思ったら、悪魔だったわマジで……」

「マジマジ。ヤバくない？　ねぇ、キミどこから来たの？　魔界？」

「……………………」

　鋭利は完全に無視。しかし、相手は気にせずからみ続ける。

「ヘイヘイへイ？　そんなゲームで遊んでないで、俺らと一緒に遊ばな～い？」

「遊ぼう遊ぼう。俺らがキミに課金するから。金ツッコんじゃうから！」

「セイセイセイ！　お前ソレ、金以外のモノまでツッコむ気だろ？　許さねーから！」

「許さねーから！　……って、お前誰だれだよ。カレシかよ？　カレシは俺だから！」

「……ハァ？　誰が、あんたらなんかの――」

「オレだから」

「……………………へ？」

　鋭利がかみつく前に割りこみ、京輔は言った。肩に手をかけられた男が「――は？」と威い圧あつしてくる。もう一人が「ヘイヘイヘイ！」とつめ寄ってきた。

「なんだよ、お前……冴さえない奴だな。この娘こに釣つりあうタマじゃねーから！」

「タマじゃねーから！　痛い目見たくなかったら、さっさと失せろよカン違い野郎？」

「――あァ？」

　煽あおられ、頭に血がのぼる。反射的に凄すごみ返そうとしたとき、

『そんなんだから、裏社会に目をつけられたんだろう？』

　という『彼女』の言葉がよみがえり、プルガトリウム更生学院に入れられた理由が、思い起こされて――。

「……ああ、悪い。だよな、オレなんかじゃ釣りあわねーよな？　ハハハ……」

　京輔は苦笑。緊張しかけた気配をゆるめ、後頭部をかいた。

　男二人が「「…………？」」と顔を見あわせる。京輔はすぐさま表情を引きしめ、

「……けど、そんなん関係ねぇだろ。相手を選ぶのはコイツだ。アンタたちじゃない。鋭利――」

　目を見開いたまま硬直している鋭利に手を差し出し、笑いかけた。

「行こうぜ？」

「え？　あ、ああ……うん。ありがと、京輔……」

　鋭利は恥ずかしそうに頰ほおを染そめ、遠慮がちに手を取ってくる。「「死ねばいい！」」と叫ぶ男二人の声を聞き流し、京輔たちは広場を後にした。
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「…………びっくりしたわ」

　最寄りのファストフード店に入り、向かいの席に腰を下ろした鋭利が、ストロベリーシェイクを一口飲んで呟つぶやく。京輔は「ハハハ……」と苦笑した。

「災さい難なんだったな？　まぁ、都会はナンパも多いから――」

「そっちじゃなくって」

「……ん？　ああ、そうだよな。鋭利くらい美人だったら、とっくに慣なれてるもんな。鬱陶しい輩にも……ただ、オレもうケンカはやめにしようと思うんだ。今までだったら四の五の言わずになぐり飛ばしてたんだろうけど、オレがあそこにブチこまれたのは、元々そういう歯は止どめの利きかない性格が――」

「そっちでもなくて！　いや、それにもびっくりしたけど……」

　鋭利がうつむき、モジモジとする。顔を赤らめ、上うわ目め遣づかいに言ってきた。

「そ、その……あたしを助けるとき、言ったでしょ？　オ、オレだからって……あたしのカレシは、オレだからって。あの言葉…………」

「ああ、驚かせて悪い……アレは、お前を助けるための方ほう便べんで――」

「わかってるわよ、バカっ！　んなこと、わざわざ説明しないでくれる!?」

「す、すまん……」

　怒らせてしまった。咄嗟の判断だったとはいえ、付きあってもいない男と勝手に恋人扱いされて、気分がいいわけないだろう。肩を落としてポテトをつまむ京輔に、鋭利がストローをかんだ。

「……フンッ。そういうところは成長しないのね。別にいいけど……改あらためて久しぶり。そっちの生活はどう？　落ち着いてきた？」

　尋ねられ、京輔は半年ぶりに顔をあわせた鋭利を見る。

　メールや電話はしていたものの、お互い何かと忙しく、退学してから会うのは今日が初めてだった。つい自然と笑みがこぼれる。

「……そうだな、こっちはすっかり落ち着いてるよ。習ったことない勉強の範囲は入学前に死ぬ気で勉強したし、学校にも馴な染じめてるしな。……鋭利は？　こっちで生活したことないんだろ。一人暮らしも――」

「別に？」

　鋭利がしれっと答えた。エビバーガーの包みをはがしながら、

「……楽勝よ。実家が色々援えん助じよしてくれてるし。引っ越してきて二ヶ月経つけど、今のところは不自由してないわ。クローゼットに服が入りきらないくらいかしらね」

　パンに「はむっ」とかじりつき、鋭利が口元をほころばせる。

　紅あか羽ばね本家を出て都内で一人暮らしを始めた鋭利は現在、女性ファッション雑誌の読者モデルをしているらしい。新幹線を降りてすぐスカウトされて、数日後には仕事を開始――雑誌に載のるや話題となり、まだ二冊しか出ていないにもかかわらず、人気は上々とのことだ。数ヶ月前、京輔と同じ公立高校に通おうとしたものの学力が足りず、電話口で号泣していた過去など微み塵じんも感じさせない、堂々たる躍やく進しんぶりだった。

「……まぁ、読モだけだと生活してけないっていうか、服代自じ腹ばらでむしろ赤字だし……最近、資格の勉強もしてるわね。ネイリストの技能検定」

　言って、鋭利が爪を見せてくる。紅あかい下地に黒のチェック模様を描き、薬指にリボン飾りをあしらったネイルは精せい緻ちで可愛らしく、プロ顔負けの仕あがりだ。

「すげぇな、鋭利……どんだけ頑張るつもりだよ」

「フフフ。言ったでしょ？　やりたいことはたくさんあるの。モデルやネイル以外にもたくさんねっ！　せっかく家を出たんだもの、思いっきり楽しんでやるつもり」

「……そうか。そうだな」

　満面の笑顔を浮かべる鋭利に、京輔も微笑わらった。読者モデルを始めたおかげか、あの学院にいた頃よりも明るい表情が増え、生き生きしているように思える。

　――半年前。

　行われた退学死験に、京輔たちは見事『合格』。終了時間の三十六分前にゴール地点へたどり着き、神かみ谷や京輔・神谷綾花・紅羽鋭利の三名が、プルガトリウム更生学院から退学することが決まった。

　死験中に出た死者は十人。刃ば更さらが殺した網あ走ばしり、鷹たか元もと、薔ば薇ら園ぞのに、神楽かぐらが殺した元もと遙はる、鷹たか景かげ、グレイマン、紗しや魔ま夜やが殺した黒くろ城き、綺き里り雨う、美み槌づちに、芙ふ蓉ようが殺した檻おり伽が……。

　鎧を破壊された檻伽はズタズタに斬り刻まれており、元のカタチを留めていなかったらしい。他方、同じく芙蓉を相手取った毒ぶす島じまは、大事なペットを一匹残らず虐殺されて傷心し、職員室に閉じこもってしまった。また、毒島にペットを仕込まれ、神楽に斬りつけられた栗くり栖すは、なんと生きていた。まず助からない重傷だったが、どうやら毒島が戦いの最中、止血毒などを使って治療していたようで、一命を取り留めたのだ。

　それから重傷といえば、他にも大怪我をした者がいる。

　六む車ぐるま、春はる代よ、紗魔夜の三人だ。彼らをまとめて負傷させた強つわ者ものは……。

　――五十嵐舞那。テンパりまくった舞まい那なのドジは六車と春代のみならず、味方である紗魔夜まで巻きこみ、荒あれ狂くるい、猛も者さ三人を全身打撲の複雑骨折にした。

　常軌を逸いつするドジの前では暗殺拳の使い手も、学院屈くつ指しの殺り手も、吹きすさぶ嵐に翻弄されるしかなかったようだ。京輔たちが卒業した後はたぶん、舞那が《殺人奇》として君くん臨りんするんじゃないかと思う――思っていた。だが、

「昨日の夜、零れい子こ先生から電話があってさ」

「――何？」

　京輔が切り出した途と端たん、鋭利の眉間にシワが寄る。京輔は慌てて先を続けた。

「いや、舞那たちが二年生にあがって、本格的に《殺し屋》のカリキュラムがスタートしたらしいんだけど」

「…………ああ」

　鋭利の緊張がゆるむ。周りの客に聞かれないよう声をひそめて京輔は語った。

　プルガトリウム更生学院は現在、檻伽の代わりに零子が理事長を務つとめている。生前、檻伽は《組織》の科学者だったそうで、地下に設備が整えられていたという。退学死験で装着していた鎧も、檻伽の手による作品らしい。

　機械と生物、扱うものの種類は違えど、科学者という立場は同じ。ゆえに零子が後を任され、多忙な日々を送っているようだった。そんな中、

「どうも舞那の体質が、物議をかもしてるみたいで。異質すぎてどう教育すればいいのかわからない、教育したら逆に使えなくなるんじゃないか、とかなんとか……」

「……でしょうね。正直あの娘の将来は、一番先が見えないし」

「ああ。それで結局、教育するのはやめになったらしい」

「――ハァ？　じゃあ、どうするのよ……」

「零子先生が助手にするって」

「助手ッ!?」

「ああ。零子先生が舞那をそばに置きながら、あの奇妙な体質を徹底的に調べあげるんだってさ。舞那の生み出す料理から新たな毒物を作り出す、とかなんとか……」

「は、はぁ……」

「そんな風に『上』を無理やり納得させて、舞那を殺人から遠ざけてくれたんだ。舞那は殺しを嫌がってる……けど、シャバに出したら出したでいつ殺やらかすかわかんねぇ。零子先生が舞那のことをしっかり見守って、面倒見てくれるらしいぜ？」

「ふぅん、そうなんだ？　なら、ちょっとは安心できるのかしらね」

　微妙な顔をしていた鋭利が、眉を動かす。

「おう。出ようと思えば外にも出られるみたいだし、スケジュールに余裕ができたら、遊びに来るかもしれないってさ。近々、舞那の携帯電話も買ってくれるって！」

「……へぇ？　やるじゃない。あのオバサンのこと、少し見直したかも」

　その後、しばらく学院の話をした。

　退学死験で死んだと思われていたモヒカンが無事生きており、以前にも増して久く瑠る宮みやに猛アタックをかけていること。そのせいで久瑠宮が辞表を提出し、零子が懸けん命めいに説得したこと、紅羽家と《組織》の確かく執しつを和らげるため、刃更が学院の教師になったこと、その刃更が女子生徒を口く説どきまくっていること、今年も凄まじい一年生が入学してきたこと、ボブが風紀委員になったこと、千ち尋ひろが道みち郎ろうを食い殺しかけたこと……などなど。

　京輔は零子から、鋭利は刃更から聞いた話を語りあっているうち、

「あ、あのさ…………」

　ふいに、鋭利が口ごもる。言いづらそうに目を伏せて、

「あいつのこと、なんだけど――」

「鋭利ッ！」

　瞬間、思わず京輔は叫んだ。店内の喧けん騒そうが一瞬だけ止やむ。自分たちのテーブルに視線が集まるのを感じた。うつむいているため、状況はよくわからない。

　ただ、鋭利が息を呑のんでいるのがわかる。

　お互い無言のまま十秒が経ち、二十秒が過ぎ、三十秒が経過して……。

「きょ、京輔――」

「ごめん！」

　鋭利が何か言いかけるのをさえぎり、両手をあわせた。重苦しくなってしまった空気を消し飛ばそうと謝る。

「怒ど鳴なっちまって悪かった！　遅刻の分とあわせて、この後は全部オレのおごりにしてくれていいから……本当に、ごめんッ！」

「別に」

　鋭利がしれっと呟いて立ちあがり、京輔を見下ろした。

「……そんなの気にしちゃいないわよ。あたしの方こそごめん、京輔……いきなり変な話して。忘れてちょうだい」

「ん――」

「でも」

　京輔の鼻先に人差し指を突きつけ、鋭利が相好を崩す。

「今日は、やりたいことがたくさんあるから。ショッピングをして可愛い服やアクセをいっぱい買って、美味しいものをいっぱい食べて、楽しいことをいっぱい経験するの！　それだけ、忘れないで。最後までしっかり付きあいなさいよねっ！」
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　ファストフード店で昼食を摂とった後、京輔は鋭利と色んな場所へ行き、色んなことを楽しんだ。ファッションビルでウィンドウショッピングをしたり、セレクトショップで試着という名のファッションショーをしたり、鋭利が前々からチェックしていたというスイーツ店をめぐったり、カフェで小休憩したり、輸入雑貨を扱うお店で変なグッズを発見したり、ゲームセンターでＵＦＯキャッチャーをしたり、ロリータ・ファッション専門店の異質な空気に圧倒されたり……。道中、鋭利のファンだという女の子たちからサインを求められる出来事や、偶然ばったり会った高校の友達に、鋭利との関係を詰きつ問もんされた際『……カノジョですけど？』と鋭利が答え、相手を真顔にさせるアクシデントもあった。鋭利は『ナンパのときの仕返しよ』と笑っていたが、友達から本気のトーンで『爆発しろ』と言われた京輔は、笑うに笑えない。そんな風に日が暮れていき、

「あー、美お味いしかった！　さすが、テレビで紹介されるだけあるわ」

「だな。めちゃくちゃ美味しかったな！」

　……めちゃくちゃ高かったけど。と内心つけ加え、上機嫌な鋭利を追いかける。

　鋭利が予約を入れていたそのレストランはビルの上層階にあり、目玉が飛び出るほど高額だったのにもかかわらず、鋭利は平然。『荷物持ちのお礼』ということで、京輔の食事代もデビットカードで支払い、颯さつ爽そうと店を出た。

　今日一日でよくわかったのだが、鋭利は金銭感覚がおかしい。家業が暗殺だとはいえ名門で、子煩悩な母親を持っているのだから、当然なのかもしれないが……。

　両腕に大量の買い物袋を持たされている京輔は、若干ふらつきながら階段をのぼる。のぼり終えると、鋭利が歩道橋の欄らん干かんにもたれ、宙をぼんやり眺ながめていた。眼下を走る車のライトが、鋭利の横顔を照らす。

「……………………」

　鋭利は、ひどく真剣な表情をしていた。京輔が追いついてきても、動き出す素そ振ぶりを見せない。困惑した京輔が、声をかけようとしたときだった。

　――ふいに、鋭利が京輔を見る。何かを決意したような強く鋭い眼差しで、

「京輔……」

　名前を呼び、欄干からゆっくり身体を離して、




「好き」
















「…………ッ!?」

　想いを告げるのと同時、唇を押しつけてきた。

　京輔の手から荷物が落ちる。ありとあらゆる雑音が消え、呼吸が止まった。柔らかな感触。小鳥がついばむような、ぎこちない接せつ吻ぷん。永遠にも似た一刹那を経て、

「あたしは――」

　鋭利が、そっと口を開いた。そこでようやく京輔は、鋭利の唇が離されていたことに気がつく。呆然となる京輔を真っすぐ見返し、鋭利は言った。




「あたしはあんたが大好きよ、京輔。煉れん子この奴に負けないくらい、愛してる」




　――煉子。その名前を聞いた瞬間、京輔の心に波は紋もんが生まれる。

　彼女はこの半年間ずっと、京輔が信じ続けている女の子で、待まち焦こがれている殺し屋で、想い続けている存在だ。退学死験で二度目の《歪曲酷死オーバー・ドライブ》を解放し、再び昏こん睡すい状態に陥おちいってしまった煉子が今どうなっているのか、京輔は知らない。なぜなら、

「あんたが、煉子をあきらめられない気持ちは知ってる。あいつのことをあきらめたくなくて、あいつの話を耳に入れたがらないのも知ってるし、あんたが今でも煉子を好きで、遭あいたくて、結ばれたいと想ってるのも全部知ってる。わかってるわよ……」

「……………………」

「そんなあんたを否定しないし、責めもしないわ。好きなら好きで、勝手に想い続けてればいい。けど、あたしもあきらめないから！」

　鋭利の声音と双そう眸ぼうに、一層強い力がこめられた。応えられない京輔に、揺るぎのない想いをこめて伝える。

「あきらめないで想い続けて、いつか絶対振り向かせてみせる。両想いになってみせるわよ。煉子の奴が、あんたを殺しに来るよりも早くね」

「鋭利……ごめん、やっぱりオレは――」

「ああもう、うるさい！　わかってるってば。今のあんたがあたしの気持ちを受け入れられないことくらい、わかった上で言ってんのっ！　それに……」

　――あんたのこと頼まれてるから、と。

　ひとりごち、鋭利が顔を背けた。

　歩道橋の上に散らばっている荷物を指さして、

「とりあえず、それ……あたしの部屋まで運んでもらえる？」

「えっ」

　なんでもない感じでしれっと、とんでもないことを命じる。

「……どこまでだって？」と問う京輔に、鋭利は鋭い半眼を向け、

「だから、あたしの部屋までだってば。こんなにたくさんの荷物、あたし一人じゃ持てないし……最後まで付きあってって言ったでしょ。だから、一緒に持ってって？」

　買い物袋の半分を拾うと、イタズラっぽく微笑んだ。

　その表情を見て、京輔は悟る。鋭利は最初からこういう流れに持っていくつもりで、大量の服やアクセサリーや雑貨や小物やぬいぐるみを買いこんだのだ。

　京輔を自分の部屋に連れていき、そして――。

「……あ、心配しなくても平気よ？　あたしが住んでるマンションは、ここから三十分かからないから。寄って行っても問題なく帰れるわ。途中で何もなければだけど」

　――何をする気だ!?

　自分を射い貫ぬく鋭利の瞳に妖あやしい光が宿っているのを認め、京輔は身震いをする。家を出るとき綾花にかけられた言葉、鋭利の母親である芙蓉の、肉食すぎる熱烈アピールで夫を陥かん落らくしたという話が、唐とう突とつに思い出された。

「……………………」

　表社会に戻り、ケンカからも足を洗って、忘れかけていた戦せん慄りつを覚える。とはいえ、鋭利と荷物を置いて逃げるわけにもいかず、

（おい、煉子。いつまで寝ていやがるんだよ、早く来てくれ。じゃなきゃお前がオレを殺る前に、オレが鋭利にヤられちまうかもしれねぇぞ……？）

　などと冗談めかして、紺こん碧ぺき色いろの夜空を仰ぐしかない。遠く離れたあの場所で、煉子は未だ眠りについているのだろうか。

　あるいは、もう…………。

「ちょっと京輔、何ぼさっと突っ立ってんのよ？　早く来てっ！」

「ん？　ああ、悪い。今行くっ！」

　意識を戻した京輔は急いで荷物を拾い、面おもてをあげる。

　荷物の半分を持ち、こちらを振り返っている鋭利の背後から――近づいてくる人影が見えた。
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　――彼のどこが好きかと訊きかれたら、氷ひ河かわ煉れん子こは迷うことなく『全部』と答える。

　彼の優しいところが好きだし、不器用だけど真っすぐなところが好きだし、男らしくてたくましいかと思いきや実は結構ピュアで可愛らしくて放っておけなくて、ついつい守ってあげたくなっちゃうところも好きだ。鈍どん感かんなのは感心しないけど、そういう少し抜けてるところも微笑ほほえましくっていじらしいからやっぱり好きだ。全部、大好きだ。

　それでも仮に、もし一つだけしか挙あげちゃダメだと言われたら……？

　煉子は散々迷った挙あげ句くの果てに、こう答えるのだと思う。




「彼の奏でる殺意メロデイが好きだ」




　と。煉子のアタマはちょっと変わっていて、ありとあらゆる感情全てが『殺す』行為に至いたってしまうのだ。喜びも悲しみも怒りも苦しみも、恐怖も焦しよう燥そうも憧どう憬けいも嫉妬しつとも……それら全てが複ふく雑ざつ怪かい奇きに入り混じり、千変万化に入り乱れることで、煉子の殺意は多種多様な旋せん律りつを奏かなでる。デスメタ、ブルデス、テクデス、メロデス、ハードコア、メタルコア、デスコア、マスコア、カオティック・ハードコア……『殺意』という性質ゆえかジャンルには偏かたよりがあった。荒々しくて激しくて、ヒトによっては聴きくに堪たえない獣の音楽。ガスマスクに似た《安全装置リミツター》を着ければ止むのだけれど、産うぶ声ごえよりも早くから鳴り響いていた殺意ＢＧＭがないとどうにも落ち着かなくて、その間はいつもヘッドフォンをして、殺意に似た音楽を聴いていた。ノーミュージック・ノーライフ。煉子にとって、生きることとは奏かなでることで、奏でることとは殺すことだった。

　だから、煉子が最初に好意を抱いたのは彼自身ではなく、彼のことを想うと流れる、殺意の旋律に対してだった。

　忘れもしない、彼と初めて言葉を交わした日の夜のこと――煉子が、学生寮の自室で《安全装置》を外したときである。鳴り響いた旋律に、煉子の世界は一瞬で、完かん膚ぷなきまでブチ壊された。今まで聴いたあらゆる音楽が、ただの五う月る蝿さい雑音ノイズのように思えてしまうほど、素晴らしすぎる旋律だった。彼を想えば想うほど、その音色は研とぎ澄すまされて深みを増していき、音色に対する感動が、ますます音質をよくしていく――という夢みたいなスパイラル。その奔ほん流りゆうは、煉子をあっという間に呑のみこんで……。




　――煉子は、恋に堕とされた。




　否、恋に堕おちたのが先かもしれない。生まれて初めての経験だったから殺意が奏でる旋律なしでは、自分の想いに気がつけなかっただけかもしれない。だとしたら、自分が彼に恋をしたのはどうしてなのだろう……などと、毎晩とりとめもなく考えた。考えるたび素敵な旋律が鳴り、煉子は夢中で楽がく譜ふに写した。写した曲に詞を書き、声に乗せ、想いをこめて歌を唄うたった。時間を忘れ、我を忘れて、恋におぼれた。

　だからこそ、彼にフラれたときはショックだったし、初めて恋に堕ちたとき以上の、世界が丸ごと消えてしまったような途方もない喪失感に襲われた。素晴らしかった殺意は止まり、息ができない苦しさにもだえ、生まれて初めて流す涙の辛からさを知った。

　だからこそ、彼との未来が懸かかった退学死験で奇襲を受けて、煉子が軽い昏睡状態に陥おちいっていたとき――。

「誰がテメェのところになんて行くかよ!?　オレが戻るのは、表社会か――じゃなきゃ煉子に殺されてあの世だ。それ以外の選択肢はねぇ」

　ふと聞こえてきた彼の言葉が狂いそうなほど嬉しくて、ぼんやりしていた煉子の意識は一瞬で醒さめた。たとえ幻聴だったとしても、優先順位は下だとしても、全然構わないと思った。煉子はただ、嬉しくて嬉しくて嬉しくて嬉しくて嬉しくて嬉しくて……。

　嬉しすぎてもう、全部どうでもよくなってしまった。

　自分の未来いのちも。

　自分の幸福しあわせも。

　だから。




「京きよう輔すけのこと頼んだよ」




　煉子は彼女――最悪の恋敵であり最高の親友でもある彼女にそう告げて、全てを託すことにしたのだ。彼の未来も。彼の幸福も。全部、彼女にお願いしようと思った。

　彼女ならきっと、ズタズタになった自分の代わりに、彼の未来を守ってくれる。

　彼女ならきっと、ボロボロになった自分の代わりに、彼の幸福を担になってくれる。

「…………は？　まさか、あんた――」

　彼女が目を見開いた。よかった、ちゃんと気づいてくれたね。

　――そうだよ、私は棄てるつもりだ。自分の未来と自分の幸福を、彼の未来と幸福のため捧ささげるつもりさ。どうか助けてあげてくれ。支えてあげてくれ。私が消えた喪そう失しつを君が埋めてあげてくれ、鋭えい利り……。そんな想いを言葉にこめた。

　けどたぶん、彼は納得してくれないだろうから――。




「死なないよ」




　煉子は噓をつくことにした。

　――必ず君を殺しに行くから、と。何日経たっても、何ヶ月経っても、何年経っても、彼がどこにいようと、自分がどこにいようと、どれだけ離れていようと――遭いに行くから、と。目をあわせたらバレてしまいそうだったから、彼に背中を向けたまま、強い口調で言葉をつむいだ。

　……最低だよね。ひどい女だ。『全部どうでもよくなった』なんてうそぶきながら、数秒前、自分で棄すてたものに対して実は未練がたらたらなんだ。煉子が噓をついたのは彼を納得させるためじゃない。自分を、納得させるためだった。

　煉子の未来は幾いくばくもない。二回も《歪曲酷死オーバー・ドライブ》を解放したのだし、当然だ。死ぬ。確実に死ぬ。けど、仕方なかった。煉子がああしていなければ、鋭利は殺され、綾あや花かは殺され、煉れん児じは殺され（まさかもう殺されちゃってる？）、彼はアイツの玩具おもちやにされてしまっていたかもしれない……そんなのはやだ。絶対に嫌だッ！

　そして、自分は未来を棄てたのだけれど、幸福までは棄てきれなかったらしい。煉子が彼についた噓は、約束なんて綺麗なものじゃない。アレは、呪のろいだ。

　彼の心に、約束という種たねを植えつけ『煉子が殺しに来てくれるかもしれない』という淡い希望を芽め生ばえさせる呪い――そうすれば、彼は自分がいなくなった後でも、自分のことを想い続けてくれるだろう。彼が自分との約束を信じ、待ち焦こがれ、あきらめずにいてくれる限りは……。この小さな幸福さえあれば、煉子は清すが々すがしく終えられる。

　ほんのちょっとの未練やせつない気持ちは残るけど、彼の未来が幸福だったらそれでいいと思った。思おうとした。

　――そのときだ。




「煉子おおおおおおオオオォ！」




「…………ッ!?」

　去さり際ぎわ、彼が喉のどを震ふるわせる。噓がバレたのだろうかと思い、煉子はビクンッと身体を震わせた。だけど、




「――待ってるからなッ!?　何日だろうが、何ヶ月だろうが、何年だろうが……お前が殺しに来てくれるのを、ずっと待ってる！」




　彼に言い放たれた、瞬間。

　それまで微かすかにズレていたものが、カチリとかみあう音がして、

「……………………………………へ？」

　煉子の中で鳴り響いている殺意、その旋律が変化した。変拍子とか転調ではなくて、曲自体が変わったのである。陰いん鬱うつとした哀愁充みちるプログレッシブ・デスメタルから、神々しく壮大なシンフォニック・ブラックメタルへ――。

「……京、輔…………？」

　煉子は思わず振り返ったが、彼はすでに背中を向けていて、この場所から走り去っていくところだった。弦楽器とハープの織おり成なす優美な音色が煉子の心に分厚く立ちこめていた雲を切り裂き、まぶしい光を降り注いでくる。これまで聴いたどの殺意より艶えん麗れいで、どの感情よりも複雑なそのメロディに、ただただ圧倒された。

　息を呑み、心を呑まれて――気がつくと、煉子は。

「…………ふっ……ふふ……あはっ……あははは……あははははははははは！」

　笑っていた。目の前の邪魔者が何か言ってきていたが、凄まじい爆音にかき消されてまったく聞こえない。獰どう猛もうなリフとハーモニクスを奏でるギターに、荘厳なキーボードが重なり、猛たけ々だけしいドラミングが鼓動を刻む。その、旋律が――彼とホンモノの両想いになれたのだという戦せん慄りつにも似た悦よろこびが、煉子に鳴めいじた。

　ささやかなる幸福も、未練も、せつなさも、悲哀も、恐怖も、絶望も、後悔も、噓も全部まとめて消し飛ばし、峻しゆん烈れつで鮮烈な情動を生む。

　殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい、




　彼を殺したい。




「…………嗚あ呼あ。ごめんね、鋭利？　殺意が変わって、気が変わったよ」

　謝り、四肢に力をこめた。ぼやけていた視界が明めい瞭りようになり、世界の輪りん郭かくがはっきりとした陰影を帯びる。トランペットが戦いの合図のように勇ましく鳴らされる中、

「私は約束を果たす。彼が、待っててくれるんだ。あんなに強く想ってくれているんだ……ふふっ。裏切れるわけないだろう？」

　煉子は拳を握りしめた。最期につかんだ小さな幸福、それを潰して一度は棄てた未来をつかみ取るように。愛しい彼の奏でる、愛しい殺意を聴いて、想った。

　――私は死なない。絶対に、死ねない。たとえ死んでもよみがえってみせる。地獄の底からはいあがってでも、目覚めて、必ず…………。























「京輔、君を迎えに行くよ」
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